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北水柵 2LI(1-14)1982

-ナサキガ二の成長について●

阿 部 見 治 ･小 池 幹 雄

(北海道立中央水産訳親切) (北海道立釧路水産釈放場)

Thegrowth oftheHanasakigani,ParallEhodesb′･evE'pes
(Decapoda,Anomura)

KojlABEand Mik10 KoIKE桝

(〃o以('LdoGen/r〝lFtsherJeSEIPerLn'C''1''ESIN/'o'')
●■(llokklFJdoK'ws/‖rarlS/lerleSrJPerirJFellTlJLStllllOIl)

ThegrowthoEPtLraI'IILodesbrαJj･es(ll･MJtJVE-EDWARDS良 LucAs),nthecoastalseaarea

ofea51ernHokka.doandsouthernKur日lslandswasdeterm.nedfromalongrangestudyconducted

lron1970101977

From thefrequpncy｡lStr'but】onoJcarapacelengthoL1415(ema】cIn°.vlduals,ranglngfrom

23to130mm,14groupsareTeCOgmZed Themeancarapacelengthforeachgroupbelng264.

313,366,LI26.490,565,645.732,822.945.1030.1109.118.8.1nd1245mlll From

2L51malelndlVl(lua】S.range21-152mrn,17groupsarerecogn.zed･Themeancarapacelengthfor

eachgroupbeLng225.271,310,366,430.483.55.9,650.746,83I.964.1067,1158,

1249,1328.1385and145.8mm.

Apply-ngthesemeanSはeStOH.au'sgraphlCmethodlnWh.chthepost-exuvlalkngLllS(Lq+I)

､VerepLoue'laga■nSLLhelnltlallenglhs(L.1,LhefollowingEorrnu)aswereobLaLned:malean(llem8le

under100mlHlmeterSlnpOSトt'xuv)allength,L.▲,-1123L,.+1.340;maturefemate.I,"+I-0897Ln

+18548,maturemale.し+.-0_910L_+18.986.

GrowlhortheCarapacelengthLnLnStarSIllsthelogisLLCequal10na5foltows･female.)̀-

15Ll.6/l+e3…101".A.male.ll=1747/I+e.O'l-0･幻7E

Fron theprogressl0nOHnslarsandobsprvat10nOnmOltlng.anaLLernptLSmade10LdentlEy

agegroupsandtodelermlneage-Sl詑 rela110nSh･ps･ ltlSeSllmaledthatayearafterhatchlng

crabsreachlnStarll(meancarapacelenglhoT31rnm),after2yearslnStar14or15(48.6or562

mm)■sattalned,lhereaEtercrabsmo一lannUa=y,Bothfcmaleandmalecrabsbecomesexua‖y

matureatSIXyeiLrSWhenthemeancariIPiLCelengttlIS945mm lilFemalesand964mm lnmales.

Thegrowth(urve(lerlVedlSSlmllarForttleSexesthroughtheflrSrflVeyearsOEllEe.There-

after,femalecrabsgrowmoreslowlythanmilles.

捕 吉

-ナサキガ二は千島おJ:びカムチャツカ附梓,北海並の襟裳岬から納沙布岬に至る太平洋沿岸および拝太

報文番号 A106(1981年11月16日受理)

*本報の大要は昭和49年11月,日本水産学会秋季大全で発表した｡



2 阿部晃治 ･小池幹雌

沿岸などに生息する比較的分布拒田の狭い租供である,,Z･1)｡根室近海産-ナサキガ二が缶詰原料として利用

され始めたのは1935年giであるが2),現在では.ほとんどが ｢煮がに｣として利用されており.砺重度は高

い.しかし,最近の-ナサキガニ賢源は軌凄努力且の増大により.非･kに減少している̀)｡この減少した賢

源の回復を図って.現在は科学的賢料に基づく漁獲管理の方向が打ち出されているが,このた桝こ必要な研

究は充分とはすえない｡掛 こ.成舟 こ関する研究は少なく,南育実換T:満 た若年肋 こおける脱皮時の長さの

増大やl).限柄除去に上る脱皮,成長促進に関する縫取･)などが報告されているにす ぎない｡著者らは,

1970年から実施中の焚源的壷の中･亡,甲戊虹戊の解析.飼育突放.標劾放流,軟rTlがにの出現状況の観察な

どから.その脱皮回教と成長ならびに年齢と成長の開床を明らかにすることができたのでここに報告する｡

本論に先立って.有益な御助言を頂いた北海道大学久新睡一郎教授,西海区水産研究所竹下ìに 博士に厚く

お礼申し上げる｡また.封JH爽牧に協力を与えられた道立PL路水産試扱場水島汝博氏,野外的登に協力y)q･

えら九た北海逝区水産研究所,根室支庁.釧路東部地区,根室地区水産技術普及所.収室市役所.浜中Fr.

浜E卜,落石,般室,駁重荷中部および肯井漁業臨同抱合の各位に感謝の意を滋する.

材料および方法

本研究は1970-1977年に,主に,釧路から歯か こかけての漁場と.歯舞詰れ 回抜創.g辺の池坊 (Flg･1)

で行われた-ナサキガ二の資源粥壷や生鹿討圭の一環として突施された｡-ナサキガ二は成長するにつれて

生息水深を変えていくので7).標本は攻長段梓ごとにその主要水深帝から採雛された｡すなわち,亜潮間醇

から甲長50mm以下.市内やごく沿岸域の水深2-20mの所から甲長50-90mm,沖合の水深20-190mの

所から甲長80mrn以上の標本が採集され,その稔操典個体掛 土8.114個体{･ある｡さらに.脱皮時の成長丑

を知るた桝こ,雌株合計43個体を飼育突放に供した｡何部こ当ってIt長期間飼軌こ上る成長辞Tyr4･I)を防止

するために.脱皮正前の個体を短期間飼千fした｡脱皮ilImの個体は渉脚の指節末端部を折り取ると.その中

に柔らかい新しい上クチタラ周が形成されていることにより判別された｡以上の他に783個体の標識放流を

行った｡標識放沈時から再捕時までのrijlの成長丑を知るために故涜個体と77i捕個体 (105個体)の甲長を謝

定した｡

標本の採集は.亜W'11帯に生息するものは手旭みで,その他のものは,かに稚粥漁船を利用 して行った

が.一部は刺網漁船やかに稚桐荻島船も利f71して行った｡

-ナサキガ二の測定部位は眼下から甲の後蝕中火部に連する甲長と,廉を除く最大幅の甲暗IC･ある (Flg.

2)｡また,標劫訳は Bano'k社のタッギソ〆ガンにより各部位にflち込まれた (Flg.2)｡

i4u

竜 藍 変 幻 .i.㌔ KLIrLaSJwi

転 ∃:前記 4 ▲ A.A鮎 … i ■ishi +
I-i NanJSaki

一 ▲ ._:-_i#■ b払 H㌣ aiLstn●

F･9･1 MzLpShow)ngsampllngStal】OnS.

Atstationsshownwlthtrlanglessampleswerenotcollectedln

quantlty,alslal10nSShownwlthclrclesquanl山esOrlmmature

crabswerecollected.atst8110nSShownwILllSquaresquantllleS
ofmaturecrabswerecollected.



ノ､ナサキガこの成長について 3

P : I.0--

く~ ~ 65&1351fh - ~'笥¶m

F･g･2 0utllneOfPa'nLL/JEOdeSb7･LnJ'PesshowlngdlmenSIOnSmeasured
andtags】nposltLOnS.

A,dorsalvleW. B,sldeVleW. C,poster10VJeW D,lag

(whlteOryellow)l1,length.2,W)A(h.3,Isthmus-theEIeshy

connectlngt･SSuebetweentheposter■orport)onofthecarapace

andtheabdomen. 1,secon(Iabdormnalse即Ient, 5,1'nea

arLOmurleaCTabsaremarkedwILhpermaTlenttagsCapableof

belngretalnedlhroughoulsuccesslvemollS･Tagg】ngprocedures

ares･mpL,(ledbyuslngtwotagg'ngguns̀.Bano'k101andlO21
X'',JapanBano'kCo..Lt(l.

甲長組成の解抑 t,3点移動平均によって度数分布を平附化してから,HARDINGIO)の方法を用いて各正

成分布成分の分離を行った｡

結 果

甲長21mmから150mm前後までの-ナサキガこの雌雌別rTl長組成を各正Bi分布成分に分離 した結果 杏

Flg･3およびTablelに示したO標本は-ナサキガ二の生息域ごとにまとめて,小さなものから順次4標本

に分けたOその結深,雌は23-130mmの範朗で,14齢期群に分雌され.それらの平均値は264,313,

366,426.490,565,645,73.2.822,945,1030,1109.1188.1245(各mm)であったO雄

は21-152rnmの範朗で.17齢肌群に分離され】それらの平均値は225,27ユ.310,366,430,48.3,

559,650,746.831,96LI,1067,1158,1249,1328,138.5.1458(各 mm)であったo甲長範

四が標本間でE過 している甲捌 0-90mmにおける各群の平均甲長は採娘水域にかかわらず近似している｡

また,平均甲長が945rnm (雌)～964mm (堆)未満のものは,雌掛臼】の平均甲長に違いは認められlJ:い

那,これ以上になると雌が雌よりも大きくなる｡待られた結果の適合度は良い (Table2)｡

HlATTO)がイワガニPL7CIzyg'･lLP∫L'SCraS∫lJ,eSで示した定差国法を-ナサキガ二について適用を試みた
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F'g3 SはefrequencydLStnbutlOnOfPlLraI,IJ･odesbrLn"♪es
FlttedcurvesrepresentthetheoretlCalnormaldLStrlbul10n･ Sample1,crabswhLChwerecollectedt)yllaT一°
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nakaBay-atdepthsElom3to20m inMay･1972andJune･1973 Sampte4･coLIecledbypotslnSamPllng
stationsshownlnFlg.1atdeplhsfrom20to190m



-ナサキガ二の成長について 5

T-bl'1.MeansandstandarddevlatEOnS.nrnm0日71nStarde一ermlned
fromthesizefrequencydlStrlblll】OnShown】nFIg3

NoofsIZeLevel

Instars Sex 1 2 3 4

∩(9)'

∩+1(10)

∩+2 (ll)

∩+3(12)

n十4(13)

n十5(14)

∩+6(15)

n十7(16)

∩+8(17)

∩+9(18)

∩+10(19)

∩+ll(20)

∩+12(21)

∩+13(22)

n十14(23)

∩+15(24)

n十16(25)

Fena
Ma-e

Fema
慧

Ma-｡

Fema
慧

仙

Fema
Male
恕

Fema
慧

Male

恕

Fema
慧

慧

慧

仙

Fema
仙

仙

M

225土071

264土150
271士136

313土1_62
310土189

366土183
366±245

426土240
430土265

485±204
480土238

494土276
486土301

557土299
550±309

647土318
645士336

736土378
745士339

805土284
824土131

572土337
568土305

643土304
655土325

728土372
746土295

820土437
839土339

840土345
831土399

945土430
964土480

1030土328
1067士398

1109土353
1158土360

1188土267
1249土287

1245土278
1328土257

1385土248

1458土321

NumberoflnStaTSCalculaLedfromtheequatLOnShownlnFLg4AardcarapacelengLh(22mm)Il一olElrSt
lX汚しlarvalSlndLCatedmpaTでnthesLS

T-bl｡2 TestofgoodnessoHLtt'ngbetweenobser､edfrequency
dlStnbuI10nandthefLuednormalcone.

Sample Sex N xZ d/ ♪

Female 204 150 11 020-010
Male 279 148 9 0.10-005

Fema】e 231 日2 20 095-090
Ma)e 282 195 14 0201010

Fema】e 318 192 22 080-050
Male 331 116 25 099-098

Female 662 51 6 080-050
Ma)e I259 90 11 0SOLO50



6 珂部晃治 小池幹雄

] 'B

Fig4.GrowthlncarapacelengthofPar̀-lLtJ'odesbrev'pesshowlngrelaLLOnShLP

beIWeenPosteXuVlallerlgthand)nltlallengLh.

A basedonthesizefrequencydlStrlbul10nShownLnFlg.3.Sexescom-

b■ned(一essthan l00 mm lnPosteXUV)nllength),(A+.-I123Ln+1340
Female.L.,+.-0897Ln+18548. Male,Ln+.-0.910Ln+18986
B,basedonthedataofmoh■ngexperlmentSm labora10ry･Sexescom-
b】ned,Ln+.-11186L,A+13221

C,derlVedfromKuTataS) Sexesccrnblned.Lq+.-12035 Ln+00143

CovarlanCeanalysISShowsth.1日herelSnOSlgnLllCLlnl(llEleTenCebetwet･n

AandB(Slopedllference,F.-0108.A/=1.49 PosLt10nald･(ference.
F.-0358,a/-1,50.)

t掌

L"J9

ーー一七 T-･･････一一二

50 100
postoxuvlall●叩thlllmm (Ln+I

F･95 RelaLICnSh'Pbetweengrowlllrate(JO andpestexuv.al

lengthofPapa/I/hodpsb'･etNJ,L･S

Sexescomblned,R=-00∝)5BI..1.+01870(r=一0_74,Fto
p-0.'r.-283,a/-8.001<Pl/005) Female,R--
000178L"1+02752(r-095.H｡p=0. 7T.-4303.a/-
2,P=005).Male,R=-000152L̂+.+02655(r--0_95,
F/. p-0.T.=608.dl-4,0001 P<0.01)

のがFig･4である｡図の中で,AIirfl長組成の解析店瓜に基づく各飴朋群の平均甲長値へ適用 を試みたも

の,Bは飼打実敦で成長した個体の甲長値へ着用を試みたもの.Cは身田与)より引用したものであるCその
抵果.脱皮前の甲良と脱皮技の甲長の関係は直線で表わされる｡Aでは,L.I+lで甲長95mm前後の ところ

那.雄堆ともに,一つの屈折点となっている｡雌堆による成長の差は屈折点前では認められず,雌雄共連の

定差成長式で示される｡屈折点掛 王,雄の成長が良くIL:ラ,'jii違成戊式は雌雌で相違する｡屈折点前のAと

Bの定遵成長式を火分散分析法で比較した結果,有竜農は認められないofL:お,tiでは,屈折J!:1後.甲長

1042mmの雌が日22mmに成長している一例がみられるにすぎない｡Aの鵜児から,甲良1042mmの雌

の収長後のrP長を求めると.1120mmとなり.本実例と良く一致する｡CのIG線はEfl長が 10mm以下やLIO



-ナサキガ二の成長について 7

mm以上になると.本研究結果とは異なった併向を示し

ている｡Aの縫巣を用いて,本研究で分離できなかった
甲良20mm以下の雌推共通の各齢期群の平均甲長 を,

戯小成体型の22LnmH)近くまで求めてみた｡その結果

を大きいほうから脈に記すと,188.155,126,100,

77,57,39,23(各 mm)となる｡23mmの もの

を自然界における最小成体型,すなわち, 1齢期とみな

すと.本研究で紺られた最小の225mmのものは9齢

期,雌の最大の1245mmのものは23齢期,雄の最大の

1458rrLmのものは25齢朋となる｡

次に,∩+1齢朋の甲長と成榊 (牢 空)との関係
をみると,成長率は甲長の増大に比例して減少する-吹

式で示される (F咽.5)｡屈折点は甲長 100mm附近 に

20 24 28 みられる｡雌雄による成長率の掛 ま屈折点前では認めら

Fl96 SLZeandlnstarcurvesforPlLJ-EZ-

lzLhodesb'n LPes
Polnls)ntheflgureSllOWObserv-
eddata.

Female.lF 1546/1+e=l,-02348

Male,lE-1747/1+e=8'-Ot271

れず,屈折点以後になって生じ,雌の成長率の低下が著

しい｡得られた-次式から外挿法で擁限甲長 (Lc,o)を

求めたo齢期に対する甲長 の成長にロンスナック曲線

ん-Lcq/1十ebo-blEが比較的良く遵合した (FJg.6).

甲長 (L)と甲暗 (B)の関係は-次式で表されるが

(Flg7),雌は甲長 90mm前後のところに一つの屈折

CaTaPにtIervthinITIm

F･'97 RelaLl0nShlpbetweencarapacewldth(B)andcarapace

length(i)ofPar√-lJtJl'odesbret･Lf,eS･

Sexescomblned(lessthan90mm 】ncarapace]engtl-).

B-1190L-17(r=099) Female(from 90mm to

130nlm lnlength),B-】057L+86(r=098) Male

((ron5mm to160mm lnlength).B=1176L-I073

(r=099) Male(from90mm to160mm lnlength),

B=1.167L+07(1･--099)
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点を持つ｡雄は.僅かに屈qrする程度で.一つの曲線とみ

なせる.この相対成長は.RiUr点前は雌雄間による差只は

認められないが,以後は雌が小さくなる｡甲長と甲幅の関

係から,前述の甲良における.,ジスチック曲線は次のよう

に駐換できるOすなわち,tP長 90nulまでの雌雄とそれ
2054

UJ=のJ+LL Lil-I+.てこ 二L.～-1･m r90mm山上の
雌はBL-1+e136938･4-相 "+86となる0-万･帽 と体
砥 (W)の関係は2次式で表わされる (F哨 8)｡ この相 孟
対班長は小さいうちは雌他聞に差異は認められないが.甲

長90mm前後より雌が小さくfL:るO前述のようにロジスチ
I/クml線を体茄に艦換すると.

2,6267
帆 WL-(1十fLコ コ ム)i-1･･

53599

JtはIVL-(1+tr - 1 'AL )LM となb｡
-ナサキガこの抱卵個体は,甲長76mmからみ られ る

那,大部分のものが抱卵するのIl甲良90-100mmに遠し

てからである (Flg9)Oこれから,前述した定遊園(Fly.

4).成長率 (Ftg･5),相対成長 (Flg･7)tL:どにみられた

屈折点の位班は,雌がにが兼成体から成体に過するErl長附

近であることがわかる｡

次に,以上で得られた齢Jyは年齢のL淵係を朗 らかにす

る｡齢期毎の月別出現を堅がにと悦拭後秋りIがに (但し.

回申の軟甲がにの中には前齢JgJの脱皮広了iiIのものも含む)

に分けて示すとFlgl10のようになるbこの図を小さな方

から掛こみていくと.JRず.5月に 1個体ではあるが5齢

期のものが出現し,これが7-8月に7齢Rfl群,11月に7

-9齢斯群へと成長していくのがうかがわれるOこれらの

群の多くは,翌年の7月に11,12】船糊群,8月に12,13齢

期評,11月に12-1LI齢期印へと成r<していく｡この間,間

断なく歓甲がにが山現しており,成長の早いものから次々

と,1年に何回も脱皮成長していくことがうかがわれる｡

F■g8 Re]atlonsh'pbetweencarapace

lengTh(L,)andweIgh((W)of

PLLrallthodesbr代,E♪eS･
PolntSareaverageWelglltSby

10mm lengthlntCrVaLs

Female,lV-000453L28321
Male,W=000)94T."13

吐 ≡

F'99 PercentageovlgerOuSbyear-

apaceLengtholfema)ecrabs
coHeclcd.n1971and1973

次に.15齢用L群以l=になると.14齢期群以下のよ

うに一定の成長鮒E･)はみせず,各齢ル栂J詞年にわたって出現する｡このことは.15齢Pl群以上のものでは1

年に1臥 若しくは2年以上に 1回の脱皮しか行わfJ:いことを示しているものとjt,えられる｡各節期群の脱

皮時肋 ま,次の齢jpl附こ進んだ軟甲州この出現状況から推延できる.すなわち,軟甲がにの出現時1臥 ある
いはその多少前が脱皮r時期とjE/えられる｡これにより,14-16齢期肝の脱皮時期は11月頃より始まり,盛m

ほ5-6月頃とみなされる017,18齢期辞では盛期がlか月樺遅れて7月頃まで挽くC19齢斯群以上の脱皮

時期は雌雄によって過ってくるO雌i羊5-7月掛 こJJSrll的に脱皮する｡一刀.雌は高齢群ほど脱皮時期が遅

れ,そのmlrlilも長い｡各FFの脱皮盛期は19船脚日揮が5-7J帽11.20齢畑】肝が6-8月臥 21齢期群以上が7

-10月頃とうかがわれる｡

なお,齢糊と/Ji息切の関係をみると,14齢淵l以 卜の抑ま亜糊IH】仲 こ,15齢脱群は亜潮間軒から湾内や沿l-I-i

の淡海域に.16-17齢抑群は朽内や由岸の技海域に,18齢jpJ即ははね軌から深みに,19齢期以上の糾ヱ水深

が20-190mの深みに王に生息するO生息域の底門は11'†轍.あるいはその周辺であることが多い.
13齢糊から20齢朋までの-ナサキガニ783個体を腔歳放流したところ.14齢期から20齢脚のものが153個体



-ナサキガこの成蚊について 9

王 . _rn--,ir ,_÷ i. JUT".

∩こけ●.ノ′■■ー＼

当 M , /I＼＼SEp n二." /｢ ゝ ¶

き n=ユ£ ｣ o萱'･ n:･An=2.,// ＼

川StarS

F･910 S･zeTrcquer･cy｡llStrlbutlOnbyshellcond■t'on AJldataObtalned
ln8yearsfrom 1970LO1977肌,erecornblned.

A-samples-akenfrom subtldaLzonealongtheshoreolBulma.

BISamplestakenfrom2to20m depths C.samplestakenFrom
20to190m depths･ BrokenllneS.thecomblnedcrabsofsoft

shelledcral,sandp√e-mohcrabsorone)nslaTthel'Jumor Solld

Llnes･hardsheHedcrabs･Pre-molt,new epICullCleISSoftbtlt
maybeseen-fadacL)lusISbrokenoff.
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T-bI●3 NumbersrecoveredacCordlngtOinstzLraJldthenumberoE
moltlngthrough1yearalterrelaSeOrtaggedcrabs･

A.RecapturesFrom635crabsreleasedInHamanakaBay
onJune3,1971(38tagrecoveriesareOmllted).

Release Recapture

Sex Ⅰnstar Numberof Numberof Monthandyear Total1971 1972
crabs moltlng Jun. Jut. Åug. May Jun,

Female 15 4 None 1 1 116 43 NoneOne 1 11

17 83 twoNoneOne 4 22 1 2 164

18 Ilo NoneOne 3 51 81

19 56 None 1 8 9

20 3 None 1 1

Male 15 9 None 1 1 116 62 NoneTwo 3 2 51

17 117 NoneOne 6 31 9I

18 91 None 2 5 7

EIRecapLureSFromlLI7crabsre)easedlnHamanAkaBay
onOctober6,1973(7tagrecoverleSareOnll_ted).

Re)ease Recapture

Sex ーnstar Numberof Numberoー Monthandyear Tota)1974
crabs molting Apr. May. ノun.

Female 1516 214 One 2 02
ー7 28 One 2 2 4

18 7 None 1 I

Male 1516 236 One 1 3 1 05
17 38 One 2 3 5

18 14 None l 1
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C RecapturesETOrn624crabsoffthecoastofHanasakland0chllShl

onDeceTTLber3-4,1975 (3tagrecoverleSareOmLlte(I).

Release Recapture

Sex Instar Numberof Numberof Tota一1976
crabs molting Jun. Ju1. Åug. Oct.

Female 1314 221 One 1 01

1516ー7 878659 OneOneOne 1 343 1 444

18 18 One 1 1

Male 1314 I25 Otle 1 014430

再捕された｡これらのうち,測定不可任であった48個体を除く105個体の了IffIIi結果を,放流時から再揃時まで

の脱皮回数と共にTat)1e3に示した｡蓑から.1度も脱皮しないで両排された個体は.その齢JPJ群の脱皮抑j

脚こ放流されて,すく･に再輔されたものか,または放流された翌年の脱皮P川IrJに了TiTll盲されたものである｡ 1

度の脱皮後に朽捕された個体は,その節朋群の脱皮期間に放流されている場合は.放流後すぐ㌢こ77j:捕されて

いるか.または翌年の脱皮期間に再揃されている｡脱皮期間を過ぎた10.12月に放流されている場合は,努

年の脱皮期間かそれ以後に而捕されている｡2度の脱皮後に再排された個体は,その齢畑】群の脱皮)VIIH]に放

流され.翌年の脱皮畑問に市浦されているo以上

の結北のうち, 1度も脱皮しなかった個体は脱皮

紅後に既劫放流されたか,または脱皮直前に再描

されたりして.放溌時から11捕即与までの間に脱皮

する故会をもてなかったもの,2度も脱皮した個

体は放流Id後と71i捕正相Tの2度にわたって脱皮し

たものと考えられる.従って.14齢湖畔は.ll,

12月から翌年の脱皮Pl間までの約半年間にlr軌

15-19齢期辞は 1年に1回の脱皮を行なうことが

うかがわれる｡

Flg.11は本研究で得られた知見を総合的に蝦

捜した結果に,従来の知iiやl≠柑王を加えたもので

ある｡先ず.幼生のふ化時脚 土3月下旬から4月

中旬であるので 2･‖),4月 1日を0才として表わ

した｡幼生期間は次の4点から,約2カ月r川と縦

走した｡すなわち,1) 幼生はプリ/エア,31Pl

のゾエア.1期のグp-コテよりなり12),グp-

q叫J1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13
AQ●Illye事r一

F･9.11GrowthCurvesofParaLLLhodesbr仇′1♪gS･
ClosedclrClesandopenc■rclesrepresent

promlnentlnSl.lrgrOuI)SandmlnOr.tyln-

Stargroups,respectlVel,
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コテになるのに3oCで70日,8°Cで3OElを賓すること】3),2) 浮浜中の′-7が5月1)と6月).)に採躯され

ていること,3) Ll齢朋 (甲兵Blmm)の脱皮穀が1974年5月8日に釧路沖で樵仙ネットで採雄され (莱

発表資料),5齢期のものが5月に採水されていること (F'g10),4) 5齢Rllの舵と6齢Rllの雌が各々2

個体,1976年7月24日に般室市接木海六主より採集されていること※などによる｡さらに.図の中には.6齢

期が7個体.7齢Mが14個体.8齢期が 1個体づつ夏季に採JJさされた結果-)(但し,郁LRで甲将で示されて

いるものを齢Jmこ当てはめた)も加えられているOその結果は,溝 】蔵でIl齢1臥 平均甲長 31mm,滞2歳

で14-15齢胤 平均甲長L186-562mmとなる｡以後は年齢とともに1齢糊ずつ成長して,満6歳で19齢

期,平均lrl長 945(雌)～964mm(班)に達する｡性成熟が雌雄同じ位の大きさで起きるとすると,満6

掛ま雄雌ともに性成熟に遜する年齢となるO性成熟後の成長は,雌では,その生殖周朋が l年単位で,毎年

6-7月の交胤 産卵に先立って脱皮を行うので1),1年にl齢畑Jづつ成長することになる｡一方.雌は軟

甲がにの出現状況 (F･g･10)から,尊くの個体は1年に 1回の脱皮を行うことが推定されるので,雌も雌と

同じく1年に 1齢期づつ成長すると推定されるOただし,脱皮時JPJの遅れから.雄の毎年の成長時期は雌よ

りも連れてくる.

考 察

本研究の触発,以下の点が明らかとtL:った｡すなわち.I) -ナサキガ二は脱皮成長すること,2) 採JJS

水城にかかわらず,甲長組成の各群のモ-ドの位促は近似すること,3) 甲長組成を満成している甲長群の

分離が可能であること,4) 甲長組成から推起した齢期と成長の妥当性は,飼育実験で実際に脱皮して成長

した個体に脚する材料によって実証されたことなどである.これらのことから,分離された甲良群を齢JgJ群

とみなして.甲長の小さいほうから脈次齢jpJ数を当てはめた｡ しかし.本研究 では,rP長20mrn以下の齢

∬僻 については資料不充分で明らかにできなかったO従って.定差成長式 (F■g･41A)と.最小成体型の大

きさ'l)から,ユ齢先細､ら8齢期までP各群の平均刊 7<を推定した.しかし,この別 ､成体型の大きさは")I

∴∴ ∴ . ～ :I-言 ､ ∴ '■ Ill/ -∴ ∴ ∴̀ ､∴ -r∴ '-.-‥

自然海から採集したノカ'ロバの短期飼Mffのものは51mTn'6),自然海から採集されたものは52mm17)となっ

ている｡自然海における実際の府中成体塾の大きさを明らかにする必姿がある08齢脚辞以下の平均lp長は

屈折点以下の,すなわち,性JR払iTTIの走差成長式より求めたOこれは,l齢JUJ棚がにから付文熟前までほ,

一つの直線で表わされるからである51｡なお,本研究結果と倉即)の定差成長式における適いは.-つには

本研究結果は叩長20mm以上の,弁円のは25mTn以下の標本による双方のかたよりが原田と考えられわo

Lかし,庖小成体型の大きさの場合と同様 に,倉田の標本には長ml飼育のものが含まれている可能性が考え

られる｡

雌の定差囲 (F唱J).成良串 (FI昔5).用対成長 (FIE7)の尿折.1!iは,肘kL熟に連する前後にみられる

ことを明らかにした｡定遊園における屈Ur点が.雌株ともに性成熟の前後で起こることは,イワガニ').メ

ワイガニ,C/JIoNOCCC/PSOl''/toll),ケガニ ErL′JtaCrtJ5'SL･)'beckrlけ)および′･ナサキガこと同属 のタラバ

ガニI'(Lrall//todesctL′/LL5'/'̀tlLrlLS)などで朝LL.tlされている｡また,タラバガニは雌雄同じ位の大きさで性

成突如こ達している エ･20)Oこれらのことから,-ナサキガこの雌の定豊国なt'にみられる屈折点は,雌と同じ

く性成事如こ通する前後に起こっているものと考えられる｡従って嫌蛾同じ位の大きさで性成熟に連するもの

と#mJt'される○なお.排の甲長と甲呼の関係では,雌のように屈Ur,I.I.柿,認められなかったが,同様のことは
タラバガニでもみられる20)O
-ナサキガこの成体の成長は.雌のほうが錐よりも遅い｡これは成体雌の1回の脱皮による成長免が成体

雌よりも少ないことによることを明らかにしたO同様のことはタラバガニ2),イワ)/ニB),CtL''CerNLL7g'5-

/er'),ズワイガニ1▲),ケガニ】9)などにもみられる｡なお,成休蛾の脱皮間隔はFlglOから推定したが,辛

済 北海inA区水産研究所余市分軍の加焚書柴氏の未発表資料によるO
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らに標点放流などで,これを実証していくことが必要である｡

本研究での兼帯長大甲長は.雌が 1335mm,雌が1570mmであった｡この値は.定差成長式 (Fig･4)

から求めた捷限甲長の位1801mm,堆210ー6mmを大きく下回る｡従って,本gF究においける捷駁甲長は.

比較的実軸最大甲r<に近い値が求まる甲長と成長率の関係 (Flg5)から凍めた｡

要 素勺

1.本研究は-ナサキガ三の脱皮回教と齢RTlごとの平均甲F<および年齢と成良の関係をFP長組成,飼育実

験,原油放流,秋LrTがにのLLJ.現状況の観察などから検討したものである｡材料はjLA兼太平洋に面した亜潮rLjJ

非,汚内,沿柑海域さらには国後A.歯舞諸島周辺の海域で.手折みやかご粥で採Atされた0

2.契測した各齢朋の平均甲長は9郎朋の225mmから雌は2313期の 1328mm,糠は25齢hJの 1458mm

であった.雌礎に上る成長の相連は19齢期末沸では認められないが,)9齢期以降.すなわち,成体に適して

からは雄の成長が雌1りも良好であった｡

3.定差国の屈折点は.鵬 ともに19齢期の牲成軌跡こみられたO定題成長式は庇祈点前は雌雄 ともに

L≠+1-I_123Ln+134,屈折点以掛 i雌がLm1,-0897Ln+18548.椎がLA+1-0910LA+18986であっ
た｡

5 成長率は甲長の増大に比例して減少する-次式で表された.このEW床から振限甲長を推定した｡齢朋

に対する甲長の成長にはpジスチック曲線が比較的良く者合し,雌 では J̀-154.6/1十e一叫~0･23M.樵では

lI-1747/I+e.州-〇･2㍍▲とfL:った｡
6 甲長 (i)とrTl怖(B)の相対成長のhP.折!.Jiは,雌は性成熟1す後の甲長 90mmのところにみられるが.

蛾ではほとんどみられないC相対成長式はL#全作と屈折点以LFの雌が B-1176L-1073.掘折,･1りよ後の

Ld仁がB-1057L+86となった｡

7甲長と体並 (Il′)の関係は.雌がIl′-000453L2山】一,姓がIV-0.∝094L'01'となった｡
8 齢期の若いものは次々と短期間に脱皮成長したが.14齢期群に逮すると約半年間に 1臥 15-19鵬)gJ

群は 1年に1回の脱皮であった｡

9 成体に逮した20齢湖畔以上では,雌雄ともに年1回の脱皮と推定された｡

10 番齢期群の脱皮期間は長期間にわたるが,成体雌だけは短期間であった｡脱皮盛Rflは,14-16書3m辞

が5-6月gi.17-18齢期群が5-7月頃,成附 こ達してからは,雌は各桁朋群とも5-7月頃,掛 ま次第

に遅れる憤向をみせ.19齢朋群が5-7月頃,20恥朋群が6-8月頃,21齢湖畔以上が7-10月頃であっ

た｡
11 生息域は成長につれて,亜Wu]帯,湾内や沿岸の淡海成そして沖合の深みへと変化した.

12 溝 1故でIl的1臥 平均甲長31mrn.満2歳で14-15齢朋,平均甲良L186-56.2mm,溝3歳以降は年

齢とともにl齢抑づつ成浪して.満6歳で19的肌 平均甲長 945(価)～964mm (樵)となって,性成熟

に連すると拙走された｡また-これ以後の成体の成長も雌碓ともに I勾引こ)齢mJづつと推定された｡
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野付湾におけるホッカイエどの成長と性相

一特に成長の二型について

水 島 敏 博 ･尾 身 東 栄

(北海道立釧路水産訊鼓切)(北海jaJ立叔招drL邦組合七1/クー)

Growth and sexualphases of the shrimp,Pの,dalZLSkessLert

CzERNIAVSKY,in Notsuke Bay,Hokkaido,with special

reference to the two types of growth･

ToshihlrOMIZUSHIMA andHarumiOMI●

(〃okkL71doKwshLrOFJSJlerleSE3-♪gr〃〃eN/tELS/lJ/Ju'')

+(Ho上hL7IdoIM/tlLIIeo/.WonEtII/ure)

Theshr)mp,PaJldol"skes9Ie'･1.1SVerylTnPOrtanlspecleSOfll-ecoastf■sherylnNotsukcBay

ortheeasternHokkaldo,an(llsknownasaprotan｡lHcconsecullVehe,maphrodltism spec･eS･

TheauthershavestudledthegrowthandsexualT'hascslnLhISSPeC･eSuS,nga)arsenumberoI

speclmenSCapturedmonthlyfromMayLONovernbertlurlngtheyearsmalnlyfrom 1975-1978,)n

No【sukeBay.TllereSultmaybesummcrlSedasfollows.

1 ThecorEe)allOnEormulasamongbody､velght(g).bodylength(m ),totallength(mm)and

carapacelength(mJTl),respectivelywereasFoHows:

BodyweightrW)andbodylength(L),
lVEO.581×10-5L31*

Totallength(T)andbody)ength(L),

TE1.89L-564

T=1318L+5.77

Carapacelength(Ca,)andbodylength(L),
C a-03(氾L+010
Ca-0323L-1.41

Lengthofs)xthSOmite(S)andbodylength.

S⊆0143L-034

LengthoEtelson(I)Andbodylength(L).

t-0.250L-0.54

(10mm<L<120mm)

(しく20m111)

(20mm<L<110mm)

(L<40mm)

(40mm<しく110mm)

(45mm<しく110mm)

(しく20mm)

l-0195L+081 (20ITlm<しく110mm)

Lez･gLhofLnterramuSOnSecondpleopod(Ⅰ)andbodylengLh(L),

7-0155L-267 (45mm<しく110mm)

Th･sequationwasnotchangedthrough outaseasonoEyear,

報文番号:AIO7(1981年11月16日受理)
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2 TWodtlferenHyPeS ■nt1-erelatlOnSl-】pbetweengrowthan(1SeXuiILphasewereobserved

lntheBay.1ntheonetyl)e(rcgulaTLyl妃),theShrlrnPWasImmatureatlらtyear(age0),male

at2ndyear(agel)(emaleiL13rdyear(age2)･ lnLhcothertype(I)rematur(Itype),111eShr】mp

becameactlVeaSmalea11sLyear(ageO)andasfemaleat2ndye=Lr(age1)I

Thefrequencyofoccurrenceofrorrnertype(regularlypC)wasabout7-9timesaSgreataS

thatoflhclattertyl】C(prematuretype),aCCOrdlng10theexam･naL･OnOf1225lndlV.duals(sl-r･mps

olageO,September1977)and37021ndlVlduals(onesofage1,May1978)collectedfrom36dlffer-

entsampllngpOlnlsOfNotsukeBay

3,Thepercent.,I貰eOfshnmpsbblonglngtOthetwoLypeSdLrferw･thareasOfthebay.ShrlmPS

otprernaLuretypeweremoreabun中ntlrL-heentranceat一｡northernpartoEthebaythanlnthe

remalmngareaS･

4 ThclnVeStlgal'OrlOfthesomeenvlrOnmentaLl.lCtOrShassuggestedthatthedlfferenceof

thercLatlVeabundanceofthetwotypcSbetweeI-areasOfthebaywasduetolocalvarlaLIOn.n

theamount0faval】ablefoodandm thedeIISItyOftheShrlmPS･

5 TheseasollalcllangeSJnthegonadIndexandthelengtholappendlXmaSCulLnaOnSecond

pleopodwereShown.

6 AschemawasproposedontheHtehlSIOryOflhlSSllTlmPlnNotsukel∋ay･

は じ め に

ホッカイエビ (PandalLlJke5SIeJICzERNlAVSJくY)はL/7そやスガモからなる浅海の諸掛 こ生JGiL,舵

性光熱の隣接的雌雄同体現象を示す0本鰍 ま本州の火此地方を分布の南限とする北方磯で,北海道'r'は野付
河やサロマ湖で多く漁堆されている｡)従来,本唖の生僚ことに成長に関しては野付狩で久保,),帽身2),局

身 .水島3),厚岸湾で AoTO4),山北他プ)一山州河で相 対 ･6),5alLllm湾で山即 閃7)等の報告があるo輩老

らほ1970年より本税の,増益池を図るためWIJ幣を中心に調査を進めてきた｡その結兆,野付帝での成長につ

いて明らかになったのでここに繊/1テする｡

なお,本文に入るに先だち,木原稲の御佼l畑と御教示をいただいた東北海区水産研究所企所迎絡室長,食

EE] 博博士に厚く感謝する｡また,材料の採jJiに際し御協力をいただいた野付汎発協Fi風合.根室北部地区

水産技術普及指導所並びに別海町役場水産課の各位にお礼を申し上げる｡

F'gl Thelocationand5sampt】ngstaI】OnS(SIT.ト5)ofNotsukeBay･
EelgrassdlStrlt'utewholeiLreaOfthebay･

Thepartsho､叩 tndolledllneShowswaterroute,

潤
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材 料 と 方 法

材料のLftッカイエビは主に1975咋から1978iflにかけて FLg lに示す即日湾内の各地点で操典したもので

あるO採射刷朗は円内の結氷していない5月から11月までのF札 ほほ佃月一回行った｡採柴は夙打淑網 (網

目10乱 網E15m)と⑳A型ネット(網目GG28,口径45cm)を用い,両者とも-定点 100Tn曳いて一回の

定i;i採LjさとしたD採iLt仰体は厄ちに10%ホルてLl/海水で同定したのち体長.体丑.第2腹肢内肢長,雄性

突起戊などをi)LrJ止した｡性の区別は主に第 1腹肢内腔および約2胞版州技に現われる第2次性徴を実体助徽

鏡で観察し判別した｡また,佃月各性用の個体を5尾ずつ抽出し生殖鵜蛇T.tを別q正した｡生殖狐指数は (坐

殖狼誼韮/ェビ個体qi血) xlOO により第ILiした｡

結果および考察

1. 体長と体王並びに体各部位の相関関係

野付湾産ホ ツカイエどの形態的特徴をIPlらかにするため体長と体乱 全艮および琉的甲良,第6腺節長,

尾節長,第2腹肢内肢長との相EX][淵係を示した｡

(i)体長 (L)よ件延 (W)

両者の関係は F】g2に,T;すJ:うに良く相r消してお

り.次式で表わすことができた｡ 25

W-0(XXX氾581L… (10mmく､しく120mm,hl関係

敬,r-098,標本数,･1-238)

(2)体長 (L)と全長 0-)

両者の関係は F,g13に示したように良く柑tkLして 20

おり,体長20mmを境に2群に分けて次式で滋わす

ことができた｡

Tz-189L-564 (しく20mLn.r-099,∩-20)

T-1318L+577(20mm<しく110mm.r-099,

∩-195)

(引 体良 (し)と頭胸甲長 (Ca.C♭)

限拓後相から所胸背部正中線位まで測道 したCll
と,BILR的原後端まで洲足 した Cbの二唖軌の頭胸rTl
長について体炎との関係を対比させたOこの結梨,

Ca,Cbとも良く棉鵬しており,両者とも体長40mm

を掛こ2群に分けて次式で表わすことができたo

C4-0300L+010(しく40mm,r-099,m=57)
Ca-0323L-141(40mm<しく110mm,r-098,

∩-239)

Cb-0356L-I49(LIOmm<しく110mm,r-099,

n-236)

(4)体長 (L)と邦6脱節長 (S)

両者の閑尉ま良く用関しており.次式で表わ され

た o

S-0143L-034(45mm<L<110mm,r-095,

∩-93)

(i)】tly
ti}声
(Pod

0 2010 60 80 1OtI 120
t3odylength(mm)

Flg2 Relat･onbetweezlbodyLength(L)

andbodywelght(W)olP〟/LdL7lLLS
L,eSSIen.
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(
uCu
]二
三
2fLla
(
･T
a
t!(tL.Jt.D
d
t.L
tzu

pLltZ
Itこ0
J

0 20 10 60 80 100 120
B∝ly一ength(mm)

F.93 RelatlVegrowthortotaHE･ngthand

carapacelengthplottedag?tnSLbo(ly

Jcngth.

tu
lLU
)
rX乙
oaLd
pu
N
uO
Sn
LutL.)}a
tu
L
JO
tJld
ur
]

L ‥ . ‥ . , . ,｢
20 40 60 80 100 120

Bodylength(mm)

I:･9.4 Relatl0n betweenlengthollnter-
ramuson2ndpleopo(I(T)andbody

lengtll(L)ofPa/LdLTLIJSJ･essLeII.

(5)体長 (L)と尾印艮 (t)

両名のBg係は良く相関しており,体位20111mを境に2辞に分けて次式で滋あきれた｡

t-0.250L-054 (しく20mm, r事=096.Tl-3LI)

L-0195L+081 (20mmく､しく110mm,r=098.n･-256)

(6)体長 (L)と節2且妊肢内肢長 (I)

両者の掬係llF)g.JIに示したように良く用関しており,次式でぷわされた｡

I=OlSSL-267 (45mmtL l10mTn,r-096.n=93)
なお,約2戯地内肢r<は一般に雄性突起その他腹腔部にみられる第2次性徴の韮準位として使用 され る

が,木枕についても季節による農児はためられなかった｡

2 生息水J&の井なるホッカイエどの成長の比較

野付河の当歳エビの成長はふLIJ.挨4か月の時点でも水域題がみられ.特に河東奥部の SLlと湾 口部の

SL.4では晶の -̂きいことが知られているl).ここでは St･1と St4の2定J5-.でのその後の成長の状況を

比較した｡

Sl･1{･探JAした1975年と76年のェt='の体長を月BTJに5mmliil絹で階級分けし.その頻度分布を F･g15に

I-L{した｡これに1ると,両年ともふ出肝 )の5月では4つのモードがt認められ.これらは各々佐相の異なる

個体群のものであった｡すなわち.ふ出直後の体Ji5-10mm (以下,体fEを略す)の推エビ群.40-60mm

の)己成熟辞.75-80mmの性転換Sf群および95-100mmの雌群である｡各部のモーt:は月の魚過に伴って大

きくなっており,この間の成長を示すものと解釈できる｡また,aefli各年抜群を表わすものと考 えられ

b

Flg5の体長頗度分布にもとずいて,St.1における成長曲線をえがいたのが Flg.6である｡野付帝

生物乍辞典)｡本種は雌雄同体であるから,:串 性転換の用語は柑堆異体の種に用いるとされている (岩波,

この語を用いるのは適当でない｡しかし,これにかわろ過y)な日加;ないの.{･従来通り性転換とした｡
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1975 1976

7
.一
l′リ上t一一と.u

LILd) k■uLhLn-IHI

[=コ･-･"-rLI- ･t.･k

M ,-phhl-r E:コ.I).."-,⊂コ F- k

F･9･5 FrequencyoEbody】engthorP̀''Ld'LL''sL･cssler'lraWledaLSl.I,iJ'1975-1976.

では幼生が5月中旬から下旬にかけてふLLlL,ふ出出後の大きさは体長7Tn'n前後である｡幼生は6月から

8JJにかけて1ii月10mm前後成長し.月払4(ふ化時期を5月下iilとして常軌 以下同じ)の9月には平

均体長37mm (範凶30-50mm)となる｡このとき生韓典は発達していない【月齢6の11月には45mm(25

-65mm)に逮する｡翌年5月では50TnLn(月齢12,30-75mm),7月には62mm,産卵肝 )にあたる9月

(月齢16)には68mm (55-90mm)に攻長し雄になる｡その後性転換個体となる】1月 (月齢18)には7血1m

(55～95mm)に逮する｡越年し3年口の5月 (月齢24)には79mm (65-100mm)になる｡その後9月(月

鰍28)で94mm (70-115mm)の大きさになり初めて産卵し抱卵する｡さらに越年して4年日の5月 (月齢

36)に幼生をふ化させるが,この間の約9カ月は抱卵期間で脱止せず吠長はしない｡5月に幼生をふtuさせ

た雌は駐ちlこ脱皮し6月には 100mm前後になる｡その後9月 (JJ片如0)には 115-120mmに適して2回日

の産卵をするものと推定される｡ しかし,初回産卵群との識別が困#になるため確証はない｡



20 水島敏博 ･尾身火エ

AgelnrW Lh良tlneOt)ear

Fl96 Est)matedgrowthcurveofPLLNEl̀I/ILS上esSlerlatSt.1lnNotsukeBay.

VertlcalbarslndLCatetltherangeoFstandard-levlallOnSfromthemean
,ヽalues

次に,湾口部の St･4における体長HL炊 く1976年)は Flg7に示すとおりで,5月には5つの群に識別

できるDすなわち.5-10mm にモードをもつ幼生群,70-75mm の未成熟群,80-85mm と95-1COmm
の大小2つの性転換抑池びに 100mm rJhの雌群である｡名辞のモードは Sllの勘合と同肌 JJの経過と

火に大きい方へ移動している｡9月の附 をaL成はA成熟群と推とに区別される当歳の2群,それと大型の排
群並びに雌群からとなっている｡これらの体長削戌をもとに St4での成娩此奴を推定しFlg･8に'示した｡

7mm jiI後のふ出幼生はn齢2の7月には38Tnm になり,8月には平均42mm (30-50mJn)の,t成熟群と

52mm (45-60Tnm)のPl群とに分かれ,9月に前P;･はSSrrLm (40-65mm),後者は62mm (50-75mm)

になるOこのとき当Jd群中の雌の出現比串は616%と鵡い値を示している｡.た成熟 印は11月 (月齢6)に

65TnJnに連する (L-1)｡ところ'<･.野付汚全域では当歳を未成熟で過ごすものの方が多い')のでこれを通

常タイプと呼ぶことにすると.この肝は翌年5月 (月齢12)に66mm,6)】には73mmに成長 し,9月 (月

齢16)に85mm の推となる 11月には95mmに適し性転換群となる (L-3)｡さらに越年 した5月 (月齢

24)でも大きさは前年11月と同じ95mmであるが,6月には 105mm肩TI後に連する｡7月は軌掛こ上る影書

か大型個体は採放されていない｡その後9月 (月齢28)に 115mm前後の雌になり産卵するものと耗測され

る (LILl)｡
一九 当歳で排となる群をItL熱クイブと呼ぶと.生まれた年の11月 (11齢6)には75mm (L-2)に過 し

性転換群となる｡き2イトの5)I(月齢12)には80mm,6Jlに87mm.7Jlには8gmm達する｡そ して9月

(月齢16)には 105-1】Ommになり産卵 (抱卵)すると推定される (L4)｡

以上のべたように,当姐で î成熟であったものは21r:.rllt･排,その後性転換∬姥 へて3年Elの9月には雌

となる｡他jf,当歳で恥 こなったものはその後性転換nJJをへて2年日の9jJには雌になる｡なお,汚奥の

St･1では前議 (Bl常タイプ)の入出現し,帝ロの S14では前名と後.た(lTi熟タイプ)が混在することよ

り,当歳時における両タイプの出現の地域的な点火がそのまま1歳時にも反映されていることがわかった｡

3. 成長の異なる2群の溝全域および5定点における出現率の比較

先に示したFF払タイプ群が野付湾でどの程度出BLするかを次にみた｡まず.1977年9月と1978年5jlに帝

全域にわたる36地点で採集した2.510個体お上び5,182個体中 (何れも雌を除く)の年齢別並びに性用別個

体群の出現比率を Tablelに示 しも 1977年9月において,当歳群小が ti熟タイプにあたる推Ef･の出現比
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20 40 60 80 10012EI140
けIAllelliLlh(mmJ

F･97 FrequencyoflengthofPa7Id{JLl′j
L･esslcrttrawledatSt4,1n1976.

⊂コh-,帆 .rp - N a･Lt

Eヨ 'ra･."hut.･.I[m FL･-la･ビ

率は全体の58%を占めていた｡当歳群中の船群の来

状?Vは下(血常タイプ)に対する比 (個体数比)は1.

7.4で末I戊邦l群の割合が圧倒的に高いOまた,当歳蛾

の1歳雌 (通常タイプ)に対する比は1 88であっ

た｡越年し,翌5月に当歳雌から1歳性転換へと成長

した早熟タイプ群のuJ.現比率は全体の97%であっ

た｡そのなかで,1歳性転換群の1歳未成熟群に対す

る比 は1 92と未成熟群のTE,klJ合が前年の当歳時に比

べて若干r拭くなった｡なお.1歳性転換畔の2歳性転

換群 (通'H.タイプ)に対する比は1 41と早秋タイ

プの割合が前年に比べ約2倍となっている｡

次に,湾内での水域による成長差の和紙を知るため,

1977年9月とL978咋5月に,FI貿.1に示した湾内5定

点での性相毎の平均体長を Table2に示 した｡それ

によると,湾文典部の St.1とS12では各性相のェ

ビとも他の3近点より成長が劣っており,ことにSL1

の体長は小さい｡78年5月での小型性転換群 (早熟タ

イプ)の大きさは,SL2と SL5で70mm.Sl.4が

やや大きく76mm となっている｡なお.大型性転換

群でも Sl･4が最も大きく.前年9月以後抱卵し脱皮

しない雌の大きさにかなり近ずいている｡

さらに,先に示した5定点における1977年9月t'78

年5月の各性相関の出現比率を Tab】e3に示 した｡

'77年9月の Sl･1とSt･3では当歳蛾 (早熟タイプ)

が出現していfL:い｡一方,St･4と St5では当歳雌

のuJ.税率は当歳群中の約35-40%と高い佃を示してお
り,水域により出現にかなり差異のあることがわかっ

たCまた,小型雌群 (当歳.早熟タイプ)と大型堆群

(1歳,通欄タイプ)との出現比率のなか で,小型

雌群の比率が億も古占いのは St4の372%.次いで

St･5の254%,St2の114%の掛 こなってい る｡

この両群が翌年5月に大小2群の性転換群に成長した

とすると,St11と St･3では小型性転換群 はIij現し

Tab】･1OccurrenceoftheshrlmPSOfthedlEferentsexualphaseatthe36sampllng
polntSlnNotsukeBay.

Sept1977 May1978

Sexua】phase lmmature' Ma】eH Ma】e● Sexualphase lmmature' TransltlOna]H Translt】ona]◆

Age]nyears 0+ 0◆ 1+ Agelnyears I+ 1+ 2+

NoofLndv 1.OSO 145 ),285 Noofmdv 3.338 364 1,480

% 430 58 512 % 644 70 286

RaL)0 74 1 88 Rat】0 92 1 41

I RegularLype ･･I)remalureLyIX
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TabI82.ComparlSOTIOfthebodvleT■gth(mean土standarddevlat■On.mm)amongf･ve
statlOTISlnNolsuk8Bay.

NumberofshrLmpSarelndlCatedlnParenthesIS･

Sept1977

Phase Age St1 St2 St3 St4 St5

Immature 0+ 385士45(25)441土63(45) 488土42(26) 464士72(55) 497士36(22)

Male‥ 0+ - (P) 518土30(9) ( 0) 557土24(2) 553土41(15)

Male 1+ 703土60(90) 747土44(70) 802士64(29) 800±39(54) 812j=42(44)

Female 】+-3+ 902土64(58)967土63(20) 1107土84(17) 1069±83(16) 1098士81(24)

May1978

Irnrnature l◆ 5日土85(117) 612土77(160) 591土93(76) 617土91(83) 579士77(191)

T【ansltlOnal‥ 1' - (0) 702±3(ぺ28) - (0) 764±37(9) 702土77(16)

TTanSLtlOnaL 2+ 845j:54(87) 894±5(180) 903士49(70) 990土40(16) 967土53(118)

Fema】e 2+～4- 929i:78(49) 1018土111(6) 1072士34(12)1056i:66(9) 1080土59(10)

- PTemaLurelylX:

ておらず,他の3足し点では小型邸の割合が St.4,St3,St.2の脈に543%.471%,259.%とな ってい

るOこれよりIMF9)jIF寺と同様,早熟タイプの出現の仕方が水域によりかなり炎っていることおよび早熟タ

イプの通常タイプに対する出現比率4'.前年9月時に比べてかなり掛 ､拙柴を示した｡早熟タイプの比率が1馬

まった原田は.'77J1-9月での採舶jP具の効率による′ト塾個体の網目からの脱落並びに9月以降の大型個体

の汎掛こよる減少が反映したものと考えられるO

以上.前報8)で当歳雌のLIJ,税率に生息水域による差只が認められたのと同様に,その当歳雄に由来すると

考えられる小型の性転換群 (早熟タイプ)の川税率にも朗らかな水域題が認められた｡

4.成長の異なる2群の出現する生息環境の比較

同一帝内での成長の異なる2群が出現する要因を明らかにするため,通儒タイプ群のみがrH.現する St1

と早熟タイプ群の出現比率が政も高い St4において.成長に的Ijすると思われるいくつかの邸墳盛乱 特

にここでは水温,幼生のふ出時期,飢料生物のiii,エビの生息密度について検討したo
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TabI･3 0ccurenceoltheshrlmpSOfthethreedLllerentsexuaLphasesatStn.ト5,

Sept.1977 May.1978

賢axSa) Immatu,e-Male Ma一e-Male ,mn-ature-i,-Ir.a.nna. _ら:.r.annaレ s:.r.a:a.

Age OI O← 0十 l+ l' 1' 1◆ 2+

Stl 100% 0% 0%100% )00% 0% 0% 100%

St2 833 167 114 886 851 249 259 741

Sl3 100 0 0 100 100 0 0 100

S14 632 368 372 628

SL5 595 405 254 746

3
.t}

帥

l

aln
一t'

-JadLuaト

O St.1

+St4

.ノ -/ 一●ト I､=●- .-:･

May Jun JuI Aug Sept
Monlh

F･9･9 Monthlychangesolwater

temperalurelnNotSulくeBay

814 186 543 457

922 78 471 529

{CLL

EZ
J
Jギー
t
un
Z

o SLl

+ SL4

Jul.5 JuL25 S叩t1

Fj9.10 ComparlSOnOftheabundanceoE

roodorganlSmSbetweenSt.1and
Sl.4.

FoodorgamSmS Mysldacea,

lsopodaandGastropoda･

まず,水温については両地点の水温の季節的変化を FLg9に示した｡汚｡部は外海水の影響を受けやす

い水域ではあるが,St･41王将からかなり離れかつ陸地に近い水深の淡いところであるため,St･1との水温

の益はほとんどみられないO

幼生のふ比時畑の比重如ま,1976年,■77年に行ったふUJ.幼生の分布銅盤より,両地ノ点の幼生の発育を幼生

齢期別組成でみると,両年とも期似した結果を示してお り10),大きな相違は監められない｡

餌料生物は,当歳群においては7ミ顕,等脚薪,小型巻只 軌 動物の卵などが主弊な餌生物と考えられ11),

両地点でのそれらの個体数を比較すると.Flg･10に示すように汚奥よりも河口部に多い結果 となってい

るoまた,基礎生産力も河口部で祐い他を示している】2)｡

ホッカイエE='の生息怒度は Flg,11にみられるように,'77年9月を除くと汚奥側で個体数 韮品とも2-

3倍高くなっているo

以上のことから,ホブカイエt='のti哨 丑や移動などについてまだ不明な点も多い那.飢料生物の多少とホ

ッカイエどの生息密度の高低が成長に影響を及ぼしている可能性がうかがわれた｡
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5.成長に伴う生詩集の発達

St･1における通常タイプの郡を主体にして成長に伴う生殖典桁数 (G T)の変化を Flg12に示した｡

当歳の8月 (月齢3)における指数は,014,9月では016,11月では024と低く,生殖卿ユ発達していな

い｡翌年5月 (月齢12)では,04,7月になると09まで上がるO産卵 政柄Rflにあたる9月上旬には輪輪

管に構子が充満し,指数は27に連する09月下1TJlこは02に減少していることから放積が終ったものと考え

られる｡性転換脚に入る11月 (月齢18)には04となり,3句-Elの5-6月 (月齢24-25)には06-07と

なる｡その後生殖典は7月頃より急汝に発達し,8月下付から9月上旬には6前後に達する｡しかし,9月

下旬には02-03へと津減し,この間に産卵が行われたことを示している｡産卵後11月まではあまり変化は

みられないが,翌年5月には05となり回復の兆がみられた｡
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早熟タイプの群については当歳時の時期的変化を Flg12に示した. 7月 (月齢2)の生殖典指数は

016-C･9月上旬には15前後になり当歳の通常タイプj料こ比べ発達が老しく.輸桁管に稲子が充満していた｡

なお,9月下帥こ02に減少しているのは放茄-iLたためと考えられる｡

以上,生赦典の発達状況は外部形態から誠別した前述の性佃変化とよく一致していた.

6 成長に伴う雄性突起長の変化

節 2次性徴として射苓なものに雄性突起があり,その形態と排鰍 i的肘 )に示した｡成長に伴う堆性突起

長の変化はFlg.13に衷わした｡雌性突起が出現するのは7月 (月齢2)の体長30mm前後の個体である｡

通常タイプの9月 (月齢4)の体長35-50mmのものでは雌性突起長が08-17mmである｡翌年5月の

体長50-70mm で20-36mm となる. 9月に入ると雄性突起長は47-66mm に伸長し叔大厄を示す｡

その後11月には3-4mm台に萎縮し,3年目の6月 (月齢25)には中途から折glしたような形態となり05

-15mm となるo産卵した雌の大部分は雄性突起が退化している.

一方,当歳で成熟する7-熟タイプ群をみると,7月の体長35mmの個体では雄性突起が05mm前後,9

月には33-47mm と急激に仲良し,通常タイプ群とは明らかな差異がみられる｡その後性転換し雌になる

と雄性突起は退化する｡

今までのべてきたように,雛性突起の形態変化の面でも通常タイプと早熟タイプに分けることができる｡

すなわち.雄性突起の形態変化と性相変化とに密接な関係のあることがわかったQ

T. 野付湾産ホツカイエどの成長と生活史に関する若干の論議

繋老らはこれまで野付巧の調禿結果から.木椀の産卵は年一回,産卵期は9月であるとし,抱卵期間は約

9カ月で幼生のふ出期は5月であることを示した2,al一)｡これらに今回の知見を加えて野付河での本機の成

長と生活史を侠式的に示すとFlglLIのようになる｡すなわち,野付袴には成長の娘なる2つのタイプが存

IiEする｡一つは 1年目は未成熟,2年E]Qま帆 その後性転換期をへて3年日に雌となるもの,他の一つは1

年日の9月に雌となり,その後性転換期をへて2咋Elには雌とfj:るものである｡前者は鰐老らが野付帝の-

(ulE
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F;913 ChaJlgeSOfleng(hofappendlXmaSCullnaOlPa7Ld(tillskcSJer=nNotsuke
BaywlthItsgrowth

AgelnmonthsISlndlcaLed】naparentlleSIS.



26 水島敏博 ･尾身東柴

IrTrTltLH一 十トtJk一卜Tr仙 山: F■Tqh Ftmb T
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E 3･ l4･Age

Fig'14 fehs:zes:Tel:aX coに.Jku…trE;:no川 -etwotypesoEllfecyc.eorPa〝dal"s

t=+について従前から報告している2･))タイプであり,後者は東北産のものl～6)について報告されているタ

イプで野付帯では今回その存在が確かめられた｡野付湾での両者の出現比率は前述のように前者が後者の約

7-9倍である｡このことから前者を丑常タイプ,後者を早熟タイプとしたが,従前の筆者らの飼養で早熟

タイプが見落された原因は St･1の材料のみを使用していたためと考えられる｡

久保1)によれは,野付湾には大小2郡の性転換群があり.大型群は推性生水を2回へたものであるとして

いる｡AoTO一)は厚岸狩には同一個体が2年按けて雄として故能するタイプがあるとのべてい る｡また.柏

木l)は前述の2報告をもとに,北海滋のホ ツカイエどの多くは2回の雌性生殖を行うとしている.しかし,

輩老らの調査ではこのような個体はみられなかったoこの点について,久陳のいう小型性転換群は今回の丙

蓋で明らかにした当歳で鮭になる平射タイプに,大型性転換群は2年EEで蛾になる通常タイプに由来する-

t:'を指していると考えた方がより合理的であるo厚岸特産のェt:'については柏木8)も指摘しているようにい

くつかの疑問点があるが.発着らの帝査結果をもとに改めて報告する予定である.また,久保l)は野付湾の
本種について,産卵期は称と秋の2Elで抱卵期間は2カ月としているが現在までのところ春の産卵群の存在

はみられていない｡

なお,本唖の産卵回数と対命は今回の調査では具体的に示し得なかった｡この点については今回示した4

年且 (月齢36)の経産エビの生殖典指数が回復併向にあること,並びに AoTO一)が厚岸湾での卵3Rの組織

学的観察より･産卵後の個体の卵巣ド発達中の卵があるとしていることから少くとも2回の産卵は行うもの

孟器 三苦言O諾 三笠誓書芸霊芝琵琶言or/タ~での鮒 紺 こよれ.i'満7年間生きた例があり 未̀発表'

要 約

野付河鹿ホッカイェtl'の成長と佐和変化について,1975年から1978年にかけて調査し,次のような結果を

得た｡

1 体長と体盃並びに体各部位の相関関係を認め,これらの回帰式を得た｡

2. 当誠では未成軌 1歳で雄,その後性転換し2歳で雌となる通常タイプと.当掛 1堆,その後性転換

し1歳で雌となる早熟タイ7'との2軍事がある○また,生息水掛こよりこれら2群の出現の仕方に相違がみら

れるが.汚全域としては前者の出現印合が伽 ､った｡

3 早熟タイプは湾口部と汚北部での出現が高率であったO
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JI. 水域による2つのタイプの出現率に差異の出る要因をホっカイエどの生息帯皮および糾生物l辻と縦走

した｡

5. 生殖氷の発達並びに雄性突起長の季節的変化と,成長並びに性格変化とが相関した｡

6 従来の野l;J酒盛ホッカイェどの生活史を再検討し.成長と性柏変化を総括したD
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浜中湾および繋電瀬湾のヨコエビ端脚頬

高九 絶好 ･落合 他邦

(北海道J.釧純水虎洗換切)(此軸jLJ人乍水産学部)

Gammaridean am phipods in Hamanaka Bay

and Biwase Bay,Hokkaido.

NorlyOShlTARAMARU and Tosh)kuniOcL-lIAl'
(〃oL･huldoKIIS/llt･OFIB/terleSIll.Lf･eIHlleJIIlJIsI〟IIO71)
+(FurIJlI.yo/FI∫herIes,II〟hLl〝rdoUuI･LVJSI/)･)

Thep-e㌍ntpapergLVeStheextemalmorphologleaHealuresOfgammar.deanamph.podslnSandy

bottomlnHamanakathyandBLWaSeEhyattheeastpartolHokka-do.andd亡父rlbestheirspat.al
disLribull0nS.

In10tal,13specleSln8rarmlleSWerereCOrde'1･These5PeCleSWereClassLfLedIntothree,groups

fromthetypeofthe.r叩.lt'a】dlSLrlbuLl0nS.(1)帆theInnerPart.FIIP♪ON'edo'-sp 1SJ･''CheLldLu,′I

sp-A/)･[〟,spgroup,(2)LnthecentrillpiLrt.AJJtf･e/'SC('Iw仇･'COrJL''-F'′-o/o"'edeL,.SP -A,Jo,LyL2;

sp･-U,.a/hoeど,I,〟ll/ll'L-SID/'0710eCeJes/̀u'LLbe′∫sL5-Corop/='"ISPP･(C.r′▲√'wcome,ClSt).)group,

(3)lnthebroadarealnthebays.EohlMuOrMSeOL'S-A/0〝OCr'/odL･S/L''u'OP/ULLLSJa♪0′'tC"Sgroup

Fourmajorgamma'Ldeanamph.Podacommu71-I.eSCIassllledbyuslng MouNTFORD'scluster

anal)rsLSWerere亡OgmZed,(1)IJ'pju′〝edo''sp･communlly,(2)Eo/uu'-/0,川5CO"iCOmmun･ty,

(3)/I"･pe/isc̀′breLLP'EOm/5COmmunlty.(4)Prolo''JedcLLLSP.COmmunlLyThelrdlS:rlbuLLOnalaspect
weredlSCuSSed.

ヨコエビ耕 (Gammarldea)は節足動物門.り憾親.端脚nに属しており.砂浜域IC･はマクロべノトスの

中で月郡.多毛耕とともに出現頻度が拓く.既生動物押出の主要な構成Llとなる▲)とともに.仙加の糾料生

物としても知られている 2-5)｡現在,性非中で670尻.3.300機以l=が知られており.BATtNARD-･7)に よ り

料,属の検索Rや機のl)ストが報告され 北大JP拝産のものについてはGuRJANOVA8)に上り報/i:されてい

る｡日本産機は.NAGATAト17)pこより載戸内海森のココエビHiについて報告されているが,北海道のヨコエ

ビ類についての報告はほとんどか､
ここでは,北海道東部の浜中帝と琵琶瀬帝に'ji瓜するヨコエビ類13観のおおまかな形感と夏草における分

布の様相を批察した結果について報告する｡

本文に入るに先だち,ご校Luを賜った北海jB大}1Lと水産学部臥 ヒ 相身授および中経 繋助叔捜,TL:ちびに

鹿の同kJkこついてご助Fをいただいた函館大学上平幸杵助叔控に謝意を東する｡

方 法

観察に供したヨコエビ軒は昭和55年8月に.F'g lに示す択中再と茸世頗狩の69点でスミス 17プキン

雑文轟号 AIO8(1981年11月16t]安援)
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KenbokklTs

F･gl･MapshowlngtheSltuat)OnSOlthesampl)ng51al10nSltlHamanakaBayand

BIWaSeBay･ThebrokenI)ResindLCateaPprOXlmateWaLerdepthlnmeter

T̂nerlnaeGnaLhopoも PereoF氾ds Met,LXKh Uropo血

F･92.DlagramaLicexlernalmorphologyofgarnmarldeanamphlpOda,
IIJPPo'IledoILSDI,(emale.taTerataSPeCT･

タイで採泥器を用いて採水し,1mm目合のふるいを川いて砂と分推した試料に上るもので,uJ.現した億に

ついて,査定上必資な部位をJチL/ブルーで染色して形態拙寮を行った.

結 果 と 考 蕪

1 種の形態的特徴

ヨコエビ鼎は外部形潜から頭乱 射部 (7節).椴部 (3節),尾沸 :3帝)に分け られる (Flgl2)｡付属

肢は胸部に唆榊 (2対)と)&脚 (5対)が.腹鰍こ瓜披 く3対)れ Fii;執こは尾肢 (3対)が存在するO索

敵 こIi柄部と鞭状部および副技からなる触角を有する.雌は,鵜部第2節から姉5蔀 までの氏帯板の内側

に.4対の甘卵黄を有する｡ココエビ亜Elの同定のためには.これらの形憩のほかに教部前蛭が突州して形

成された頂角,ロ臥 局筋末掛こ存iEする堪節坂などの形態が用いられる｡ここでは,調査海域から得られ
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たヨコエビ叔各棟の形腰的特敏を示すこととする.

4･Ly･lAnaH･JJ●7 トヒゲソコエビ科

この帥主筋2攻SIの前3節が他の料と比較して長く,荊 1触角柄部の第 1帝が太く,湖枚を心する｡

f-llJ>♪onJedo'JSP.(Plate トl)

体長は13mm.祈2点角は板状を呈し,姓では第 1触角より長いが,雌ではほぼ等長である｡頭部は小さ

く,折 1皮節掛こより大部分おおもれている｡眼はフォル171)ソ同定標本では不鮮明である｡大顎 (PlateI-

2)の臼歯は強く.円柱状を呈する｡荊 1小顎 (Plateト3)外車の先端に6簾をもつ｡第 1唆脚 (PIate 卜

4)は般刺状を良し.妨5節が約6節J:り長い｡第2攻抑 (P)ale 卜5)の約6節は剛毛が怒生し.指針 i

非常に小さい｡妨3脱節側板後操に鋭い歯をもっている｡約3尾肢は2分枝を和し.外掛 ま2節となる｡尾

赤坂 (Plale I-6)は疎く切れ込み,先掛こ5-6点を布する｡

A/一OJlyXSP･(Plate A17)

休長は8mJYL｡眼は大きく,頭部の火諦分を占める｡J*FL)は前種より垣かく第 1.第2触角はほぼ等長で

ある｡第 1触角は4節の別技を祈する｡大顎の日脚土粥い｡第 1小取外兼の先端には.多数の片が並んでい

る｡第 1校脚は搬釧柳である｡節2校脚の妨6節にはM毛が解生し,先端の くけ'みに小さな指節が存在す

る｡妨3尾肢は2分枝を和し,外接は2GFrとなるoI-ti節板は深くめれ込み,先端にl鼎を有する.

L,AITIPtlik;Jafスガメソコエビ料

この納ま,祈2,3尾節が恕合し,脱に角映レ./ズをAえる｡

Anl♪e/wclLbrの/icor〃一S(Q天汀A)クt:'ナガスガJ (PlaLeI-8)

体長は13mm｡頚部が前方に伸びた特後的な形態をしている｡眼の周臥こ赤い色兼の沈着がみられる.体

は左右に偏平である｡第 1触角は,第2触角より垣かく.TTm枝をもたない｡第 1,2校抑 王綴甜卿 (Plate

J19)｡第3腹節側板の後部に銘い歯 O'lale l-10)をホする｡本月は妨5g･脚荊2節後輩のIFT;1線 には妨

3節付近まで嫌がなく.指節が太い (PlaLe卜11)ことに 1りB.vb/'∫尻 (Plate l-12,両肘河鹿Byb/,3

JL'♪0'''C"5)と区別される｡約3尾肢 (Platc 卜13)は2分技を布する｡梅軒鮫 (Plate l-14)は深 く射

れ込む｡

｡H■tL'tOrHJ-'ツノヒゲソコエビ科

この糾 i付属肢に多くの群毛.羽毛を有し.滞砂性に者応した形態をしている｡

EoIIlJIISLorILLSeOILS(GuJUANOVA)(PlaLeI-15)

体掛 ま4mmo付属肢や触角には羽毛が据生している｡節 1触角は別技を和し,約2触角は幅広く雑犬な

形態をしている｡Eoha"SIo'･'NS尻は第1-5歩脚に指節を持たず.苅l歩脚と節2)j脚の形態が舛なるこ

とに上り他の尻と区分される (PlaLe卜16.17)o尾掛ま休の内側-折れ込んでいる｡節3侶肢は2分技を

もち,内掛ま2節である｡権節坂は棒状で2つに分#している｡

UroI/leegrmJLlldilCHEVREUXてルソコエビ (PlateI118)

体長は3mm｡取は姓で大きく,雌で小さい.第 1触角に呂I按を有する｡第2AWJは,雌では長く体を越

えろものもあるが.雌では海かく妨 1点角とはは等長である｡第3尾掛 ま長い羽毛が葎生した2分度 を も

ち.外接は2節である (PlateI-19)｡尾節坂は深く蜘れ込む (Platel卜20)｡

JPhoxoC'ph■liJJ.ヒサシソコエビ料

郡内がよく先述して前方に伸び,約5)&脚が第4少脚よりL明らかに短かく,同車の形態は異なる｡

PlJl･lJJ･/JOJWSSP･(Plaleト21)
体掛 ま10mm｡斬角が耕 lA*杓の間に細長く伸び,邦 1触角の柄部約 1節先端に至る0第 1触角のgI技は

糠状部とほほ等長であろ｡祈2触角はJ#では長く堀部まで連するが蝶では第 1触角とほぼ等長である｡第 1,

2校脚は同形で投射脚である｡節3尾掛土2分横をもち.外接は2肺で内接よりやや長い｡梶井坂は細長

く.基部まで深く妨れ込む.

･O･J･⊂･r｡tid･･クチ′1シソコエビ科
節約が前方に突き出て,桝状に下方に曲る｡解 5少抑)'堺 4)i-脚より著しく掛 ､｡限は頚部背面で融合す
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る｡

'̂lo′仙IIIndL･SLtlJtJI('J･/LL/'Lり aPo'11ClLSNAGATA (Pl.l上e H1-22)

体長は11mm.体表に茶祖色の放塙を有する｡第1触角は別技を持たない｡荊2触角は第1触角より長い｡

第 1校脚は擬鍬脚一筋2吹脚も擬釦脚であるが,第5節の後練が弟 6節のJ.1.1線部に糾って伸びるo約3尾肢

は細良く.2//1枚で内外掛 ま等良,尾節坂は長方形で,良さが第3招肢の柄部の2分の1位に達し,9]れ込

みはないD

SJ･′JCJ'eL'd t"′7'Sp.(P】atcn-23)

体長は5m∫～ 約 1触軸 ま約2触角より短かい｡第1吹脚は擬釧脚である.第2校脚 (Plateト24)は釦

状で約5節と約6節は触合しているO節3尾肢は鮒良く,2分枝をイiする｡摺節板は四角形で切れ込みはな

い｡

fAtyl-Ja･7タハナヨコエビ料

体が悲しく左右に側ATJL,体後部q)背耐 ま隆起しているD約2,3樋節は融合する｡

AlyLIJSSp (PlateN125)

体長は7mm｡水尻の日本産掛 1,7タ-ナヨコエビA J'LPO′HL"'が知られているが13),米機は祈1政

節鮫が三角形とならないこと,第 1,2唆脚の約6節が節5節より長いこと.第5歩脚約2節後葉の形など

で兆なる｡第 1触角は窮2触角とはは等長で,副使を欠く｡I掛まやや大きく,額角が突出しているD攻脚は

節坂は深く切れ込む｡

g･Photi血･ク9rオソコエビ科

尾脚板が厚く,短かく.切れ込み咋ない｡邦5皮節板には後部のくぼみがないO触角の柄郡は苑い｡

ProLoJJJet/el(ISP (PlaterV-26)

体長は8m･no体表に茶褐色の旗J.Eiを布するO約 1触角は第2触角よりやや長く.副枝を布する｡姓の荊

2校脚は強大で擬糾 たであるO少脚?指節は針状で細長い｡節3尾蜘 12分枝を持つ (PlateN-27)｡尾節

巌は丸く肥厚し.切れ込みはない.

h･C｡roph"Jae ドロクダムシ料

体は背腹に応平で,底節板が小さく,それぞれが盃fJ:り合わないO尾節坂は厚く,切れ込みはない｡椎の

第 1鹿角は強大である｡

Stp/W/JOeCetesllL'LtJbe/lStS｢lARADA スナクダヤドムシ (PhlerV-28)

体長は5- ｡砂掛 こJ:り形成された抜管に生息する0本屈は大顎の触髭が 1節であること (Plate〟-29)

により他の尻と区分される｡また,本棟は第2触角や第2尾肢の形態的特徴により他桃と列なる1.)O第1触

角は副枝を持たない｡節2触fLJは筋 1触角より強大で,4節の撫状部を有し,先端の2節は非常に小さい｡

衝角は前方へ突き出る｡攻脚は擬釧状となり,指節には鋸歯を具える｡雛 2,31義肢は垣かい 1校を有す

るO尾節板は小さく,R形で.切れ込みほない｡

CoroP/uILl〃Cr̀7SSLCOr〃eBlミUZELIt)S トゲドpクダムy (Plale〟-30)

体長は5mm｡啓毛中河と‡苫壁帯群では rPクダムン料の中でLU現頻皮の収も高い唖である0第 1触角は,

第1節避部の上棟に4-5個,~F鰍こ5個の蔵を右する｡雌の約2地軸 ま.約3節の下線に3煉,第JI節が

暗広く.内線がKd平となり,その下部に8-lo廉,第5節には 1-2瀬が仔在する.樵の第2触角は,著し

く.Bi大で.約 3節内線下部に2林･窄4節に4嫌と先恥こ耕し､2胤 折5即 日央と先端に1歯を有する｡節

1吹脚は編釧脚,約2校脚は謝状とならずjJL･脚型で,抑5.6節に良い剛毛を軒こ右するO尾節はすべて敵

合し.雛3尾肢は 1枚を有する｡尾節坂は切れ込まない｡

Co/･oJ,)ztluIJSP
この牧はC･Era-∫′cor′′eと形態的に類似している｡祐一励 ま=Eに雌の約2触角第4,5節の腺の配列や故

により区分されるが,この点でC･cr(JSSlt0111Leと只なる｡雌の節 1触杓の柄部折 1節の内帥こ4耕.下縁

にJI腺を和し.第2触角の第4節に3対の煉,卯5節に 1対の鹿を市する｡
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2' ヨコエビ類の分布

浜中把とfB槌淑河におけるヨコエビ塀の分布をFlg3に示したE,I-IL/)i･oJMdoJJST)･ほ浜中湾では沿上-1王城

に生息がみられ.鶴琶潮田では比較的広範囲に生息している｡-プ)-,同じ7トヒゲソコエt='料でもAno′13･r

sp.紘.両群ともにJll♪j･o〝LL,do/∫SPよりも沖合に生息域を有 して対照的な分布をホしている.ノl川PelIJLu

lu-LTUL{OrHIjは8-(小汚では距il皇600m より沿岸i域には生一日.がみられず,沖合の調光地点で砧衝度に分布する｡

琵琶淑朽でも二k心蚊は狭いが,ほは同様の分/J7倍向を示 している.EolllLtLSIrJII/ISI,OILSは両帝ともに広い水

域に,稲襟度に/E=瓜している.それに対 して,前程と同じy/ヒyソコエL='料のUrorhoegHwIlLld'Lは沖

合の調査地点に侶DLL.//1-JTf帝政は低いoPlLrai･/'o∬ILSSP.11附i;土岐にも州税がみられるが,高密度分布域
は比較的沖合の羽衣地点に限t=jiiされる｡M o/10CLIlodesI'''II'OPJL'/〝JノlJPoJLICILSは低照度ではあるが沿Li!域

から沖合まで均一な分布がみられる｡I'rolo/ltt･dewLSP.ほ比較的沖合に1.,●古粁鹿に分布しているoこの種は

Eo/)lLJJJtO'INSYONS,Alll♪LJIISrrlbrLJmtOr7115に次いで出現個体数が多い｡Co/･坤hLI/HL脱は両帝 ともに全

域に点在するが,浜中帯向側の舶査線の沖合でやや据度が高いOまた,採媒個体数が少ないため図示しなかっ

たが,Sy〝Che/tdt'L"'SP･は択小河の沿岸域,A/y/"5SP･は苛琶漸河の糾群域,5'タho′LOLJC'他 山N''Lqe7'5'S

は党琶瀬湾の沖合でそれぞれ赦個体採躯されたのみであるO

以上に述べた ように,HrppoIHedo'tSp,Sユ･JLC/le/Ed'HllLSP およびALj･/lIiSP.はねILI!域 でRl対的 に

硬度が高く,AntJ,gJISCL7brew/ror711-.Pl･0/n〝Jedtl''Sl).,P(napho.2LI5SP,AJLO/JyエSP.,UroI/toegl'-

llLaldtl,SIPho/JOeCelpssp･およびColOPhLTI/)J脱は沖合城で密度が高いDまたEohnLISlo/'IIバL,OII-と.Wo J J O -

rlIlodeslLnutOf･IL/ILLSjlLPO/LLIZLJは特出の水域で斯背な差はみられず,生息域が広範BiIにわたっている｡

浜小汚とfE琶瀬湾のヨコエビ軌の分科 土,すでに述べたように.それぞれの種が特徴的な分IJFi域を布して

いる｡このことは,ヨコエビ類の同じような桃桝威からなる種群を.仮りに群JJさと呼ぶことにすれは.両市

･.oト49･.｡ シト 2-9● 250-499 ● ≧5001rXl/m2

F.g･3 Mapshow】n轄the(l,sLr,buttonOfgammartdeanamph■pods･

A･o HIJ,POJIIedoNSP
+ AIJOILyXSP･

B A''Jpe/LSrL7breutco′-′‖-

C･o Uro//EOL･grmL(I/'IL'
● EolJaLI-/0/･lrISI,all-

D･O Mo/JOCII/UJ L,日 /IJLILOPjtJIILり 〟Po/IICILS

● -PlL7aj･/zoェIISSP
E･ProEolttedellLSP.
F･Co/op/lZILJIl anllClJJOPJH〃lJSP
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F.94 Dendrogram show暮gtheresultorMouNTFOru)'sclustcranalysISuSlngMoRISITA■5

sLmllarlt)rLndex NumbersacrosstheLOPOfthe(lendrogram ぐOrreSpOnd to each

samplLngStalIOnlnF哨･1

∈:;ヨ l/Ipp(JJlltllIJ〃SpCO111111LL川t)-I･.IllJlIIt､/LJltI(.'L･IJlbCOlllnlUmLl
巴≡盟 jJJJftIINrIblt,(kullI13CUmmunlt_I
E:ヨ l',ulLJJltLlIlrLISP⊂OmmulllL)

Fi95.GeographLCdlStr)but10nOfeachgarnmarldean

amphlPOdacommunlty

にはいくつかのヨコエビ群炎が存在するよう

に恕われるOそこで.MoltISLTALl)の鎌数叔

似妊指数に もとづきMoUNTFOJtD1-)の群分

VT法によって群躯分けを試みた紙ALがFlLT4

である｡06以上の類似度桁数を有する他･.'文

辞をlつの群躯と+九は王として次の4つの

ヨコエビ群炎を漁別することができる｡

I)Jllf･J)0/Jledol'sp.群雛

2)I._'o/1LLLL'Ior/IJJi,OIIS群姫
3)ノtnlPL,Ir汀llbl一mJlrOr7日S辞典

4)]'/0101JJedL･IttSP.群蝦

これら4昨月さの地歴的分布IIFlg 5に示

すように,Jlt♪JU'Iledo/∫ST).杯盤が両帝とも

沿梓城に存在し.さらにその沖合にね岸線と

平行にEo/JaJ'S/OrMSPONS群炎が存在する｡A〝F♪P/'Srl'brLl,LlOr〃lSEf射 土沢中帝の中央部に存在 し.

ProEoIIJedどtttSPEf躯は膚fd淑帝の中央部に存在するB

今回は,浜Fl.帝と超琶叔清の砂昧域に生息するヨコエビ斬13枚の外部形,Qと分布について報告した｡しか

し,他の底生動物の分布との関連性や民間条件との対応LSg掛こついては触れなかった｡菊地17)は氏生動物が

生息tEの村境条件をよく反映するため,転官環境の指標として領事であるとしている｡また,中尾L)はホッ

キガイの生息域と非J生息域では底生動物辞典構造に大きな遠い0)あることから底生動物の群集構造に上るホ

,キガイ漁場評伽の可能性を示唆している.このことは.今後.ヨコエビ辞典の成立簾熊や皮質環境との対

応隣保.あるいは有用底生動物の生息域との閑適などを明らかにすることができるならは,浅海漁場D環境

評価■こ有効な知見が鍵供されるものと考えられる.

要 約

1. 北海道水部の祈中湾と茸琶淑帝の砂氏族に生息するココエビ加8科13鐘について.外部形態と分布を
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明らかにした｡

2 この海域のヨコエビ雛の分布から,AwtJ,eI'5C{Jb/･evtco′･′LL5,P'･o/oNJede'ELSP･,♪〟rL7f･hoェLISSp･,

AtIO′L.)'lST:･など壬として沖合に生息する櫛鳳 HLf,f･OnJedo/ISpなどの船群域に生息する唖群,EohlLLL-I

ll,I.II'ieOII､,Mo/JO('IIl'(/(･､/L〝(/top/7LIzL､ノlIj･′)TtlCIIJなど広範性fl7LJ:生息域を布する簡群に分けることがで
きた｡

3 ヨコエビ群処として.Jl･Ppo"'edo′Hp群#.EoJLl川SLo′''JSYOILS群銀,AJ/Jf･e/LS(abrのLCO'-N'S辞

典およびnoloH L･{/LJIItSP.群雄の4群雄が識別されたD
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7.A/JONyJLSP.rnale x7

aT3 artlCLe30lgnalhopc)d2.co lox.1,-Idactyl,

ln:lnCL50T,lP inTlerplateofmaxllla1,mo molar.

op:outerplateolma3ilItaI,pa palp,sc subchelate
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Pl･t〇日 8-14 AHLPeLISt(.lN tlノJCO/〟/J
B Who)eanlmal,male

9 Gnilthol)0dI

10 Eplmera)plalC3

11 PeTeOPOd5

12 Pereopod5ofBl･bl'SJ('f･'MHC〝､
13 Urol)0(I3
14 Telson

15--17 EohltLIS/LJl･lLI,LJOIIJ.

15 Wholeanlma1,ma)e

16 Pereol)0(II

17 Pereopod2

6

20

20

18

20

40

訓

an2 antenna2,co,coxa,(l 【lactyl,蛋 gllL,,r innerramuS.Or Outerramus,F)｡

pe(luncle･pl 】)oster】orlobeofartlCle20npereopo'15,1 tootholeplmeralI)late3.
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Plat'1日18-20Uro/hoggnJltaldlE
18.1VtlOLeanlmal,male

19.Uropod3
20 Telson

21.Pttraf･hox''sspりtemate

22 人lo''oC'JIodes/u71'WPhtl'LSJLZPO,〝EuS,male x7
23 SJpl'CAcl'dtNW'SPl.male x10
24.Cnathopod2ofSynlheltLLNJSp X93
aT12 antenna2.ch chelale,CO COLA,lr mnerramuS.Or:OuterrarnuS.prlpeduncle,

pelt.pet-eOpOd4,pe5 pereopod5
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PlatelV25ALyLL'SSPl.male
26 Pl･0/OWLedellJSP.male

27 Uropo(I3andtelsonoTP'oto"IE･dL･WJSP.
28 5/phol.OeCeleSIL7/JL7be/L5(∫,male x 7

29 Mand)bleoJSlj･hoJJOeCetL,S/ltnabL･/ESL' ×110

30 CoropJl'NHICraSStCOrne,maLe x 7

ar)1 antennaュ,an2 anten･la2,ca C1-nae,ti2 gluthopod2,m )ncISOr.lr )nner

ramus･or outerramus･mo molar.Pll Pa】r),pe4 pereopod4,pe5.pereor)od5.II
telson.
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忍路湾におけるホソメコソプの群落形成

阿部英治 ･松山忠二 .辻 寧昭■

(｣ヒ溢道立*火水座談験鵜) ～(北海道上釧路水産訳輸切)

On the recolonization of La/ルL7Zal･LareLiかOsa M IYABE,
in Oshoro Bay,Hokkaido.

EijlABE,KeljiMATSUYAMA and Yasuak.TsuJI'

(FIo丘kaLdoCeJlLraLFIlhcrLeSEェ♪erJNLe〝Lft/SrlJtIO/∫)

'(〃ohLa'do '̂NSJHrOFIsILer'eSE_rper'W'L･"IE'lS/uI101･)

Sub一Ldalrocksurfacesa10.3-04Tnhe)Ow wereclearedmanuallyonceamonthLnOshoro

Bay,WestcoastofHokka.dofrom SepLPmber19731oAugust1974 ClearLng WasCa-edout

w.thaquadratwILhasldeofIn.clearlnganareaOf1m2･Thecaverai!e,densltyandgrowthof

La'′'J〝L7r'qreL'g′oM MIYABl;foHowedfrom 1973to1976 Theresultsobta'nedaresummar･Zed

asfollows

I DurI叩 11-e･nvestlBatlOn,46叩eC■eSOfalgaelnClud■ngalarge,quant･tyorULt′L7f･erl,LSl,,

EJ･/e,0"LOrj･/JtLI"/eJL'7L''l'S.Lの′LI〃arIL7′･L･/'g′OSL7andf'LL/JNlJr'('PlLlJnul'tdevclopedontheqLIL.drats

cEeitTed.

2 Thequadratswereclass■(led■nlofourgroupsbasedonthedevelopmentofalgalreぐOlo-

nほal10rl.V･2,GroupA September-OclOber-Cleared,GTOuPB November～December-Cleared.

GroupC:Janua,y～April-cleared,GroupD May～August-C)eared.

3. Sorusappearedonthefror)dolsporophyLeSOfL･rel'g-os〟from SeptembertoDecemt光r

withal光akln(九tol光r.

4 Sporophytesansedfrom NovembertoApr)I ThemostactlVePerLOdoflhei'sprout.ng

wasduring一he一WOmonths,NovemberandDecernber.

5 OrHhequadratsclearedfrom MaytoJulyandNovembertoDecember.thehlghCayerage

andhlghdens･LyOli.′-e/'g'oSa-pOpulatIOnSWereObservedatthenextyearaftertheclearance.

Andalso-111elongestsporophytesofmeanbla(le-lengthapl〉earedonLhcquadratsclearedFrom

MaytoJu一y.

天然漁助におけるホソノコ1/プの雌性配偶体および幼体の形態と1年rl.2年目の生億については縦倍さ
れている1-7)｡ しかし,天然でのホソメコ/プの群落形成枚恥 こついては未解決の問燭が残されていろO

著者らは,′H8布衣蹄帝で1973-1976年までホソノコンプの生態的丑を行い.ホソノコソプとその他の海

藻の発生時朋と群諸形成汝恥 こついて2,3の知見を得たので報告する｡

報告に顕 し,北海逝大学共同利用施設忍粗放海実敦所の利用に便宜をはかられた上,調査に種々御協力い

ただいた同乗換所の信太和邸氏に深く感謝する｡

報文番号 AIO9(1981年11月16日受理)
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調 査 方 法

調査勘所は忍路汚汚奥部の例年ホソノコ/ブ群落が形成される水深30-JOcmの岩盤上に設定した (F.g･

】)01973年9月から1974年8月 までの1年肌 毎月上旬に岩而剣熊に 上って 1m2の調査両を遊成した
(Flg･2)｡以下関連rATの名称は封面剣推した月の名前を付けて例えは'1月両としたo

調査は1973年 10月から1976年8月まで海月上旬に調査両にLEJ.現した海嶺の唖耕別の被度を記録し,ホ

ソメコ./7'については苅生した状腰で密度,楽長および准将を渦鼓した｡兼長および策稲の測定は20本を上

限とし.測定値は平均で,-I;したOまた,調査場所の水温測定も併せて行った｡

結 果

1 海藻の出現状況

洞査nlrL句中に訴盤面で出現を確認した海掛 t.線轟5乱 雑練11廟,紅諜30機の合計46種であるOこのう

ち態度がか ､った種類は.7ナ7オサ UIva♪e′･IIJul.ポウ7オノリE"LL･,OJ〃Or♪ha川IesLL〃̀tLIS･ホノノ

コ./プL,a′′LLN''r'H re/LgtOSE7,ダルス P'tLNLtLr'(.P〟′,,I,･Laであった｡

出現海裸の概観的観賓に基づいて,岩面剥雌を行った遁成虎を次の4つのグル-プに区分したo

Groul)A (9.10月面) I)調査両道成庇後から主に7ナ7オす,･i･:ウ7オ/リ.フクT'ノリ.七イヨ

ウ-ノミ/.)が最高62%の鞍度で出現した.これらのうち7ナ7オサ以外の海藻は翌年の3月までに減少し

て.アナアオサだけが引き扶き11月まで艮稲 100%の鼓度で調査両を占有した｡ しかし,その後ホソノコ/

プ群落の形成と共に減少し,冬季にだけ稲い鼓度のEli親が見られた0 2)ホソノンコ/7'拍子御 上.粥正面

を遊成した年には出現せず.鄭 F-の3-5月に比gLしたが,態度は低い値を示した｡1975年からは伝年12-

F･g 1 Amapshowlngtheto{aL･OnandtopographyoltheOshoroBay

lVLthl2cleaTlngquadrats.



lBに比現し,帝孝一夏季に鼓度は】00% となり.
ホソJコ'/プ群落を形成した8

GroupB(ll,12月面) 1)調査両道成 挺故

から7ナアオサがflJ一礼したが,+.ソノコンプ群落の

形成とA･に減少し,1974年からは秋季～冬季に厄前

80%の態度で粥査TTJiを覆うようにな･'た｡ 2).+.ソ

ノコ/プ胞子掛 ま,洞禿両を逝成した年には出現せ

ず,翌年からは晦咋 L～2月に山現し.春季～夏季
に被度は100%となり.ホソノコンプ群落を形成し

た｡

GroupC(I-4月而) 1)諸表面造成蔽後に

.}._]輔抑こおけるホソメコ./プの群落形成 43

規 準 嘩錨 や撃 聖惑
L,.｡ A..i:.:i. ..恕轄11▲

Flg･2 Thcln.xlm clearedquadra15,
アナ7オサとポウ7オノlJが出現して夏季と冬季に

7ナ7オサの鼓鹿が】00% となり荊査面をgEった｡翌年は夏季に7ナアオサの鼓度が100% となり,冬季に

はダルスの群落が発達して1975年の春季に鼓度が 100%となり,それぞれ鞘表面を育った｡ 2)ホソノコ./

プ胞子糾 11粥圭両道戊から1-2カ月後の3-5月に出現したが被齢 1低く.岩繭刺JEを行った時Jqの遵

< Soemberquad｡l
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いiEI盤面に出現した個体'ほどlJl一期にiFi失した 翌年から抵度は増加したが,IJl所で1976年に鼓皮が100%

になった以外,常に鼓度は低い低を,I(したo

GroupD(5-8月面) 1)詞査而造成直後に.i=:ウアオノ1)がtLLJ.現し,特に7月Lb.と8月面では8-

9月の閃,被度が 100% となりiq査面をせった｡秋季～冬季には主に7ナ7オサが入れ替わり出現したが,

ホノノコソプ群拝の発達とJtに減少した｡また,1974年の冬季に一時期7 yスジモクと7カモクが最高鮫皮

60%でrtJ.現した｡ 2)ホソノコ/プ胞子体は.内釜繭を造成したiFにはLuBiせず,翌年からは毎年 1-2月

に山現し.群季～誕碑に鼓度は 100% となり,ホソノコ/-/群落を形成した.
2 調査面に発生 したホソメコン7帽子体

(1) 生 書 棚 仰

F･g･3に′六すとおり.各調査面に最初に川現した個体群の生ff期間は.6,7月面が1-11月の11カ月

間.ll,12月面が2-11Jlの10カ月間と長も長かった｡これらを中心にiq適所の造成時期が前後にずれるほ

ど出現した個体の生育期rulli短くfJ:り,4月面と9月面で5-7月の3カ月間と長も垣かった｡

(2) 披 度

Flg.3に示すとおり.1974年におけるZII血bLのJl大抵度は,GroupA の9月面2%.10月血6%.

GroupBの11.12月面 100%,GroupCの 1月面20%.2月面15%,3月面2%,4月而 1%以下で.

GroupD の5,6,7,8月面には出現しなかった｡

このように.GroupBを中心に調査面の逓収時期がdll後にずれるほどLu現した個体の鼓度は耶次減少し

た｡1975年以御 上GroupCおよび GroupDの8月而以外の鍋蓋面で毎年100%を示した｡態度は.典部

の生長と兆に増加して春季～夏季に点 -̂となり.,末枯れと減耗に上り秋季に減少した｡

(3)密 度

1974年における調査仰の裸出･は,Group1)では減耗の進んだ7月It･も11月耐 101胴体/m2.I2JJrI11155
個体/n2で最も高い他を,-1<した｡GroupA.Cでは衡度の澱も高かった5-8月でも9月面4個体/m2.10
月面 lLI個体/m2, 1月面45個体/m2.2月面55仰帖/m2,3月面13個体′′m2.4月面3個体/mZlで'Aに低
い値を示した｡GroupD では全く出現しなかった｡

このように,12月癖を*心に粥鹿面の遺戒時PJが抑後にずれるほどflJ.現した個体の津皮は朋次減少した｡

(4) # &

調査期間中に出現した胞子体の各iq丘面 (197Ll年)および各 GrouT)(1975-1976年)毎の兵P<の軍神変

化を Fig.4.Flg.5に,Ji大黄長期のR=長を Tablelに示した｡197LI年には大型の個体は GroupBに

見られ 長大券長は11月虎で5月に121cm,12月rEiiで4月に114cmであった.CroupA におけるEi火炎

長は,9月面で57)に33cm.10月両で5月に49cmであった｡GroupCにおける農大兼掛 土,l月面で

5月に97cm.2月面で5J7に34rm.3月面で6月に17cm.4月面で6月に5cmであった｡

このように,GroupBを小心に調査面q)造成時期が･前J儀 にずれるほどIl胤 した個体の長,A:果掛 ま聯次接
少した｡

各 Groupの胡#.J何にIH祝した個体の最大典滋の'rF変動は.GroupAでは1974Lr148cm.1975年 188cm,

1976年170crnであ19た｡GroupBでは1974年 113rm.1975年 164cm.I976咋 126cmであった.Groul)

Cでは1974年57cm.1975年 ll4cm.1976年 128cmであった｡CrouI)I)では1975年165cm,1976咋183

cmであった｡

このように.Groupら,D では最初から海神大型の個体からなる郎渚が形成された｡GroupA,Cでは

Ei初小型の個体が多かったが.翌年からは収入娘姥が100ぐm以上に逮する個体からtj:る辞蕗が形成された

(FIF･4&Flg5,TableI)｡

各年のjI表面に出発した個体の長大柴長期の兼良について,197LI年は粥鹿ILh-ごとに,1975年と1976年は

グループごとに平均値の差の検定を危検串5%で行い,そのAL:巣を Tal)1C2に示した｡ また,平均低の題

の検定の有意差の有無により導かれる兼長の大小的休を Flg･6に示した｡
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%

各ZI杢面に最初に山現した個体群の

検定では.G'oupDにLl･.現した個体 F50

が長も大型で,次いで GrouPa,以

下 GroupC l月面.2月両,Group

A9.10月面,GroupC3,4月面

のfiであることが示された｡

1974年の同一 グルーブの粥丑面の

検定では,GroupA とBで和音差は 岩

沈められなかったが,GroupCでは ig

ホ悪玉が認められ.獅兼面の逝成時期

が早いほど大型の個体lt･あった｡197LI

年の全調査面の倹淀では,21組合せrl･
17組に布悪蓋が改められ.Groupら

に出現した個体が澱も大型lr･あること

が示されも 1975年はGrotJPBとD

以外の組合せの検定で有意弟が澄めら

れ.GTOUpAに山現した個体が長も

大型であることが示された｡1976年は

F･9.4.Seasonalvanat10nlnblade-IengthofL〟tMLZrTLZ
reIJgtOSLZMJYABEontheeachclearedquadrat
ln1974.
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GroupA,DとGroupB.Cの組合

せの検定で布悪道が.認められ Group

AとDに出現した個体が大型であるこ

とが示された｡1974-1976年全休の検

定では.105組合せ中85跡 こ有魚差が

認められた｡その抵果,凋表面に出現

した個体は1974年よりも1975年およ

び1976年において大型で,1975年の

GroupAと1976年の GroupAとD

に出現した僻体が最も大型であること

が示された｡

(5) 暮 形 (兼長/兼特)

各年の内iE両に山現した個体の長大

兵長nlの兼形を TabLelに示した.

この平均他の題の険定を危険率5%で

行い.その括梨 を Table3に示した｡

また.平均値の基の検定の有意差の有

無に上り蒔かれる瀬形の値の大小EN係

を F唱.7に示した｡

各関釜師に瓜初に出現した個体群の

快走では,GroupA,B.Dお よび

Groul)Cの1月両の1桝で有怒丑は民営

められず.いずれも兼形の値が10以上

の細長い形であることが示されたE,

1974年の同一グループの調査両の検

定では,GTOuPAとBで有意蓋は認

められなかったが.CroupCでは有

痕差が乾められ,調達面の遺戒時期が

早いほど出現した個体の集形の値は高

く.細長い形であった｡1974年の全詞

杢面の検定では,21組令せrl.日払に有

意差が認められ,GroupA,B浴よ

び GroupCの 1月面にtlJ.現した個体

の美形の値が 11.6-148で.細長い

形であることが示された 1975年はす

べてのグループで兼形の値は10以上を

示し.換定では GroupA とBに出

現した個体の展形の値が159-185

で.収も細r<い形であることが示され

た｡1976年は前年l司様兼形の値は10以

5!
仰LこきaLJPlll
fr

ITLIJ JA S0 hlD.IドllA ～ J .I ^
1975 1976

F.9.5 5easonaLvarlatlOnlnt)lade-lengthoELLZJImlartLZ

rel'gLOStJMJYAJ3EOnthequadratsclass.liedln10

【ourgrollPStn1975and1976.

Tabr'2 TcstofslgnlfleanCeOf(llfEerenceslnblade-

IenglhofL'LW'L〃̀Lr''=LJl'gLOSaMIYABl:From
1974to1976.TestfoTequalllyOfmeansare

glVenatthep-0051evcl

1974 1975 1976

ラ｢コ∃A≡JiO 雪≡○ 雪gB≡呈Egと｢⊃雪a.≡EL. βヽクと芸｢⊃<(コ.占ロコaE3 BL)亡ゝ○u B⊂⊃Ou 三つ<く〉O盟巴■1⊃∋∈E3Ou三一U亡ゝ〇､二､盟CヨCrOしっ

節 SeptemberquadraL 1974

(丈toberqtndraL A
++Gr叩

DecenkrquadraL++ ら

JanuaryquadraL ++++GroupC

FebruaTyquadrat 十++
hlardt&r榊 叩hts++++++

LL?CT)GroupAquadraLs +十十十+++ 1975
++++++++

GroupCquadraLs ++ ++十+
GroupDquadmts +++++++ +

tヱ〉GrotlPAql泊dTaLs +++++++ + 1976GroupBquadTatS -ト+ +++ + 十+
Q■〉GrotJPCquadrats +十 十++ ++++

IftherelSadlfTerenceofslgniflCanCe,amarklsLH.

lFtheTCISanOdifrerenceofsLgntfLCanCe,anarklSH･

上を示し.検定では GroupDに出現

した個体の薬形が 169で,最も細長い形であることが示された｡ 197Ll～1976年全体の換定では,105凪合

せ中63組に有悪道が認められた｡その応架,ユ974年の Grour)Cの2.3,LI月面で柴形の値は低く,1975

年の CroupA.Bと1976年の GroupDで端し､ことが示された｡
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I97■

r-･‥斗 - 3･L '~: ｣･l ~' ]

I97)
〔Crou,A 〕･[ ≡:::;芸]･[ GroupC ]
1976

[≡::::̂o]･[g:::;芸]

繭 二[6:;;G3=:I:bD]･｢童 汚 :Gr-,C]-[･7･ Gr｡upC瑚 ;崇 ]･[',･ GroupC‡]
F=i9･6 TherelaLIVemerltSOrblade-lengthbasedontestofslgnLllCanCeOfdlfferences

lnblade-lenglhorL''N'tnEmareL'g'osaMTYABEIron 1974Lo1976

GroupA-Sap SeplembcrqtJndrat GrotlPA-Oc1 0ctoberquadrnt
GrouplうINov Noyemberqu.ldral Grolll)B-Dec. Decemberquadrat
GroupC-Jam JL川Uaryquadrat GroupCIFeb Februaryquadrat
GroupC-M.lr&Apr March良AprlLql】adrals
GroupA GroupAquadrals GT(lllpB Croupaquadrats
GroupC CroupCquadr山 さ GroupD Grol】PDquadrals.

(6)子のう班の形成

各年の各調査面に出現した個体の子

のう斑形成は9月上旬から始まり,10

月には全個体に観察された011月上旬

には末枯れが進み,12月中に子のう王妊

郡は流失した.調査面の造成時期によ

る子のう斑形成時期に覇者な差は見ら

れなかった｡

考 察

KAJN')は,イギリスの7L/島で防

波堤のコ'/クL)- トブロックに生育す

る LaltIL/Idr.tI/ly♪erbo/-elJの群落を

季節および水深別に刺離して.新生面

に形成される海誰群乳 特にコ/プ科

植物について1969-ユ973年まで観察

したo周年の海抜群落の出現価l句とし

て,撮gZLは7-Io月,槻藻は 1-6

月,紅掛ま11-2月にそれぞれ現存是

を増し,特にコ/プ料他物はりJから

急激に増加し,6月に最大期を迎える

ことを報告している｡本鞘並における

7ナ7オサ,,i;:ウ7オ/リ.ホノノコ

ンプおよびダルスの個体郡の出現様式は.

調査面に初めて群落を形成したホソノ

T4bI･3 TestofslgnlfLCanCeOEdlllerenceslnblade-
1ength/blade-Ⅵ】dlholLa〝't'tar'a reL'g 'O-a
MTYABEfrom 1974 101976TestTorequallty

ormeansareglVenattheP=ヒ0051eve).

1974 1975 1976

A≡LX｢コ:⊃こ⊃ 91コ盟Bi5'tコa1コ二つ'て⊃JgきA≡2:A≡皇己.亡己｣=EJl<○iゴTJi､ニロコ､ニし)∈)u⊂⊃○くJi(.⊃⊂̀⊃t⊃占､JOJ雪上=】⊂)しっ
一一の Septemberquadrat 1974

&toberquadraL A

Group
Decemberquadrat B
Januaryquadrat GroupC

Febmaryquadrat ++ + ++
MaTCh&叫ー】ql血ats++++++

LJ?こ､GroupAquadrals +++++ 1975
GroupBquadrals +++++
GroupCquadrats + ++++

GroupDquadrats ++++十 +
GroupAquadrats ++++++ 1976

CroupBquadrats + ++++ ++

の GroupCquadrats ++++++ +

GroupDquadrats +++++ +++++l

H therelSadlfferenceofslgnlllCanCe,amarklS(+),
IftherelSanOdlfferenceofsJgnlf】canCe.amarklSH,

これと近似している｡

I/プ胞子体で楽長が盛大を示したのは GroupDに出現した個体
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974

Group▲-S叩.
Gnup▲･■CL.
GroupH-hroy
GroupJi-D+C.
Gro叩 CJ■n,ド - r upcI: ]

197I

[ :::::: ]･[ nrDUPC ]･[ Gr･upD ]

I97i

⊂ - I 〕･[ 冨::こ;: ]･l Gr｡upB ]

1974-I97b

I,j.]:
A_hc

Grollp▲･･(kt.
…:::::]-[･7-r･up
'74GroLIP
'74GrBtlP

-lE盟 ,tl･'.,-p-Ic--]r oup cTp:･]
Fi97ThelargeandsmallreLat10nOfblade-lengthblade-WldtJIValueonlestslgntllCanCe
oEdlffcrencesLnL,ladelength/blade-wldlhoE山 ′〟uMr'a'･e/'giosaMrYAliEfrom
1974101976

CroupA-Sep SeptemberqtJadral CroupA-OcL:OctoberqtJDdr.lt
GroupB-Now. NovemL汁rquadraL Groupa-h . Decemberqtndrat
CroupCIJzln Januaryquadnt CroupC-Feb FcbruaTyqu.1dra【.
GroupC-Mar&Apr march& p̂rlLquaJEatS.
Grot】pA croupAql】tldrtlLs Croup73 Groupa(lUadrtltS
GroupC CroILPCqundralS Grol岬J)･GroupDqu.ldr.ltS

で,次いで GTOupBで,難形は両yループjt:rか ,値を示した.これは,粥盤面に遊走子や柁伽体が冶生し

た時朋の水温が後述するように好適で.柴犬41は 1年小でも豊富な時卿 )であり,虎や海轟 (主にアナアオ

サ)も少なかったため,胞子体が早い時Aflに発生し,仲良生長も良好であったと々えられる｡GroupA,C

に出現した僻体の兼長は100cm以下で,GroupBを中心に詞盤面の造成時朋が.ldTJ'掛こすれるほど紫長は短

かった｡GroupCは弟形の魅も兼良と同練の偵向を示した｡これは,GroupAでは謁査面の避成血技から

アナアオサが発生し.その後も継探して盛ftを守ったために,着生風 光および柴苑塩のJ小足が生じた結

果,ホソメコンブ胞子体の発生時朋が遅れたり,伸長速度が鈍ったことによるとやえられる｡GroupCは

調達両の造成時Rflが聯李で.胞 T一体の発生時朋としては遅く.しかも7.7)水温で.欠点塩は造成r時)馴又は造成

後すく.に減少する時即)に入る｡さらに.調査面の造成fEi後から7ナ7オサとポ.77オ/1)が 一̂品に発生し

て基打を埋ったために.Ŷt/生面および光の不足が生じた符牒 ,･+.ソノコl/プ胞子体の伸長速度が鈍ったう

え,どの閑査而も恭長の点火朋は5-6月であったため,生戊するための時TZjJがイこ足したことによると考え

られる｡

鹿田10)は.ilソノコ./プ各生活朋の水温を検討して,遊走7-h'th!解体を形成する上尉水温は16'Cであると報

告している｡本領査地域における調査働rilJ中の水温変化を Flg･8に示したくこの中で水温が16°C以下の期
間は10月中旬-6月上旬である｡

細田1叫土ホソノコソプ胞f体の発生可能水温を4-ll.C(過-ヒ水温6-9°C)であるとし,木下11)は 1-

13.C(者花水温 1-9oC)であると報告しているO また.閃EH 三本 i'.,]2)は胸T一体の形成水温は3-20oC

で,形成串がEtも砧いのは8oC,形成速度が心も早く,形成ヰくが六一占いのは13■Cであるとした｡木調並の197Ll

年における各調査面のホノノコ/プ胞子体の出現状況と銅盤地域の水温変化から推察すると,天然漁場のホ

ソノコ/7'胞子体の発生水温は,瀬田の軸L'E]iした発生"l'億水温に枚も近く.それは11月上1'J～5月上旬で

ある｡



忍路帝にJJi育するホソノコソ7'は9月上旬から子

のう王柾の形成が始まり,10月から盛んに伸展すると

非に子のう斑は成熟する｡遊走子は10月上旬～12月

上旬まで放Et11され.その盛J切は10月下旬～11月下旬

であると考えられる｡遊走子の放出胤 胞子体の出

現状況と調査地域の水温変化ならびに室内での実験

結果 'o～12)からitE解すると,配偶体は10月｢い旬頃か

ら発生して.翌年の4)lgiまで成熟を続け,成熟盛

期は10月下旬～12月下旬であると考えられる.

調査府に初めて山現したホソメコソブ胞子体の被

度および襟度は.GroupBとDで広い伯を示し

たoGroupA,Cでは常に低い値を示し,それは.

GroupBを中心に調査所の造成時好Jが前後にずれ

るほど低くなった｡これは,GroupAでは銅盤両造

成直後において遊走子の新生する可能性があるがそ
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鉦 ノ

Fl98 Seasorlalv.lr1atlOn)∩SeaWalertemper-

atureofllleeXPerlmentaLarea from

Oclober1973toAugust1976.

の丑は少なく,水温も末だ杜偶休のIR黙煉 作より砧いため.胞子体の発生は無いと考えられる｡そして,遊

走子が盛んに放HJ.されている11,12月に至る恥 こは,すでにアナ7オサとポウ7オノリが大尉 こ発生して基

ffを問っており,そのためホソノコー/プの遊走子や配偶体 の若生面が不足したことによると5F,えられる｡

GroupBは調査面の造成‖!f)yIが遊滋子の放tLi盛mJ～後期で,水温も配偶体や胞子体の発生,'Jl市に好適で

あったため,ホソノコノブ以外の海経の態度=が州加する前に遊走子や配偶体が大足に潜生出来たと考えられ

るoGroupCは調査頂の造成蔽後の水温が,札仙体や胞子体の発生可能な範囲10-】2)にある｡しかし,この

r!:f脚の天然漁助には母拓能力を持った胞子作は流失して存在しない｡そのため,稚偶体およびそれに血来す

る胞子体の弟生しか期待できず,その;辻も飼養TTiiの逝成時期が夏に近づくほど高水温や大品に発生した7ナ
ー/オサとポウアオノリの被度の影背で械少したためであると考えられる｡このグループは他のグループと兆

なり,1975年以降もホソノコL/プ鮮淡の鼓皮は低かった｡これは,冬季に7ナアオサとダルスが即裕を形成

したため,ホソメコ./ブの群筋形成が阻市されたと考える｡他のグループではホソメコンプ群落が1円失した

後7ナー/オサの群落を形成することもあったが,1-2月から77fびホソメコンプ僻務を形成した｡GroupD

では調炎両の造成時肋こ遊走子は存在せず,配偶体も水温が閃いた柳井鮒 1j来ないと考えるOそのため,銅

査面を逝成した/JFは7ナアオサと,+'ゥ7オノリで滋われたが,ホソメコンプが遊走子を放LLJ.する時期までに

ほ減少して益Ti所が諸員し,翌年に高被度のホソノコンプ仰梢を形成したとJ5えられる｡

以上に示したことから推察すると,忍路湾においてホソノコ/ブ胞子体は11月上旬から翌年の5月上旬ま

で充/Jiすることが考えられるOしかし,紙業対象となる個体群の州税の 中心時期は11-12月の2カ月間であ

り,ホソメコl/プ胞1-体の耶tlgを春-夏にかけ形成するかどうかはこの時肋 こ決定されると考える｡

要 約

小樽市忍路湾で1973年9月から197Ll年8月まで汚奥部平蔵を刺離して造成した1m2調査面を用いて.ホ

ソメコソプとその他職拓の群諮形成について1976年8月まで観察し,次の知見を柑たQ

l 調査面に発生した梅吉糾まLI6唖で,7ナアオサ,ポウ7オノl),ホノノコンプ,〆ルスの4唖が高い

被度で出現した｡

2 調査面は海J#の群捕形成の特徴から,GroupA (9.10月面),GroLll)B(ll,12月而),GroupC

(1-4月面),GroupD (5-8月而)の4グループに区分した0

3 ホソメコン/プ胞7-体は19731F-は肉眼的に全く出現せず,1974年は GroupA.B,Cに出現し,

1975年からは全調査両に出現した｡
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LI 各網走面にJl初に出現したホソメコンプ拍子体群の生育期rulは,6,7月両と11,12月両で長く.

これらを中心にZq杢面の造成時期が前後にずれるほど短くなり.4月面と9月両で最低であった｡

5. 1974年のyI丑両に出現した･+･ソメコン7'鬼子体の被度および穂齢 ま,GroupBで高い値を示し,

これらを中心に粥表面の造成時期が前後にずれるほど低い艦を示した｡

6 1974年のホソJコ'/プ胞子体の薫長は.GT10upBで最も長く114-121cmに逢して.これらを中心

に飼養面の適成時朋が前掛こすれるほど垣かった｡

7 1974年のホソメコ./プ胞子体の美形の値は,GroupAの10月面で点も高く14_8に遷して,これ

を中心にPI韮両の造成時期が前後にずれるほど低い値を示し払

8 忍格帝に生IfFするホノメコソブは9月上旬から子のう丑が形成され,10月から盛んに伸展すると井

に成熟する｡遜起子は10月上旬～12月上旬まで放出され,その盛AIrま10月下旬～11月下旬であることが

推察された｡

9 RPI体は10月中旬頃から発生して,翌年の4月giまで成熟を挟け,成熟盛期は10月下旬～12月下旬

であることが推察され払

10 胞子体は11月上旬から翌年の5月上旬まで発生するが,漁業対簸となる個体群の出現の中心時淋 ま

ll-12月の2カ月間であることが推察された｡
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北海道東部,浜中湾および琵琶瀬湾における

ホッキガイ漁場の底生動物群集

高 丸 穫 好 ･中 尾 繁

(北海道立釧路水産試験場)(北海道大学水産'軍部)

Benthic com munities of Japanese surfclam (Pseudocardzu"I

5yblLlae) beds in Hamanaka Bay and BIWaSe Bay,HokkaidoL

NoriyoshlTAKAMARU andShlgeruNAlくAO*

(〃oLpLpatdoKtIS/u′0F'Sher'esE.rpL,rL"Le/EtaLSIlzLIOIL)

'(FlLCLt//yo/FL∫/JLJr'eS,jloL,L･LZldoU'LLVerS'/y)

48stal'ons】nHamanakaBayanr130sla110nSlnBLWaSeBay.easternHokkaldo,weresanpted

threellmeSbetweensprLngaI-(IwlntCrln1980 InthlSpaper,therelaLLOnSh■PsbetweenmaCrObenlhos

communltleSandbottomsedlmentCOndltlOnSWereStudled,andtheco'respondcncebetweenthearea

olccmrnun.tleSandthehabltatSOfJapaneseSurfcl.1m.PSe''dorLLrdLLL"ISyb'I/ue,wasdISCuSSed･

Tlleresultsobtalnedareas†oltows

(1)Sat-(I【ypesofpartLClecomposILJOnOfsed】mcntsc事asslfledbySATO'smethodwereShown

thearealchanges lnthedLStrlbulIOnfrom theInnertOthecer'tralparts.suchas0-V- uLlypCS

･nHamanakaBay.0-･Ⅴ-IIlypeslnBIWaSeBay.

(2)CarbonandnllrOgenCOntentSlnSed■mentswere)overlha1-03% and03%orespecllVely

Lntlle･nnerPartOlthesebays,exceptsma‖arearoun(1theoulfallofthePorotoRIVerllnthe

central1)tlrLofthesebays,carbonandnllrOgenCOntentSWerehlghcrthanthesevalues･

(3)MacrobenthoscommunltleS Were C)assJfle(llnlo A～ G. cLuster groupsbymeansol

MouNTFORD'sclusterana】ysISusingMoRJSITA'ss】nlllarltyIndex7nHarnanaka13ay,(ourcommun'LLeS

Wererccognはedasfollows (A)Te乙/t'ei･jJL7♪0"'CLLSCOmmunltyand (B)EoJ･LTL'510′'L,SeO,,S

commun･ly,,nhabLt･ngH.lhc･nncrpartsa一ongthecoastLmeoftheba)I,(C)ProlomedeLaSp-

"̂Ice/ISCabrevICO//JJS-No//LJLlLJzo/ob/a/tr/‖a/lICOITtmunlLyan([(D)CJIONetereSCO… unlty

lnhabltlng】ntheCentralpartoltllebay.lnBIWaSeBay,slxcommunltleSWerereCOgmZedas

loHows (Ⅰ三)E eoL'5-NepJtLySCaeCaCOTTlmunlty,(GL)JILP♪oJl'edo′′sp･communlty,(G2) E･eoNS

-N･C(,èa-T JLLPO"'LLJCOmmun.ty.(C3)ProloIJLedeLaSP･COmmUnlLyand(GJ)DLaSEy/opsLS

daw 50′′LCOmlnunLtylnhabLllnglnthelnr･erlOthemlddlepartsoflhebay.(F)Pr,'Lo〝～edelaSI)
一N･/EOlL,b'a′JC/2'a/aCOmmUnlty川hab■tlngm thecentralpartOfthebay,
(4)HablLatoftheJ叩aneSeSurEa)am werecorresponde'1totheLn一一erareasWLlhA,B.1ndE

comrrLUnltleS,andWerenoLLothecenLralareaswlthCandFcomtllur)L=eS,

報文番号 AllO(1981年llnl6n受理)
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一恵に,底生動物辞典の構造は生息水域の周底生環境により支配される (SANDERS,1958)とされてい

る｡海域の底生動物伴躯の構造特性を数的に解析することは,当舷海域における庇Jj'王の物理 ･化学的環境条
件に対応して生活している底生動物の生息域を総合的に把挺するのに布効な手段となり紺よう0秒底域に生

息する埋在性の二枚只であるホγキガイ PSeLIdocardLIJm SyblL/ELC(VAT.ENCTENNlS)は,生息水域の底生

動物や物理 ･化学的環境粂件と相互に閑適をもちながら生活しており.この機の分11Jや密度はこのような群

墳条件により決定されると考えられる｡そこで,THORSON(1955)の平行群娘の考え方を弟入するなら,ホ

ッキガイ生息掛こおける底生動物辞塊の構造特性を把握し.それを類型化することに1り,ホッキガイ漁%L

としての適否を検討することが可能となろうO

これまで.ホ,キガイ汲uLの底生動物については有El=,ら (1972,1975)の報告があるが.底生動物HF炎の

構造解析にはふれていない｡また,中電 (1977)は瀬北および北海道南部のホッキガイ漁場について底生動

物群雄の牌遊特性の類型化を試みてはいるが.道34さ海域のホッキガイ軌助については未着手であるOここで

紘,浜中河と筆E琶漸湾のホyキガイ漁掛こついて底周期境と底生動物群躾の鵬逝特性の季節変化を観察し,

独助環境を底生動物の群典構造から評価しようと試みた｡

本文に入るに先だち.この論文のご校閲を賜った北海道大学水産学部甜士 昭教授ならびに端脚新のFil走

についてご幼雷をいただいた函虎大学上平幸好助叔投に謝意を表するoまた.この調査にご畝力いただいた

釧粍西部水産技術普及指番所吉田真也氏ならびに浜中或l傑 協同組合の各位に御礼申し上げる｡

方 法

庇/i.動物は,1980年5,8,11月に沢中汚,1980年5,8.12月に琵琶瀬帝で,Flg lに'T<す閑奈地点につ

いて,スミス･7,千/タイヤ型採泥LR (採At両前 1/10m2)を用いて各地点2回の採光から細られた｡採兆

した底生動物は1mm日合のふるいを川いて底質と分#し,ふるい上のすべての動物を唖蜘別に計数した.

底質の粒度組成はふるい別け法により.粒径25(坤以下.250-3254.3.254以上の3成分に分け,佐藤

(1959)のSand-typeDlagram による分析法にて粒度型 として求めたo底質の炭素丑と壁梁1;iの分qTrには

CN コーダー (柳本MT-5(氾)を用いた.1980年7月には,64地点についてホッキガイ桁網 (桁峠12m)

を40m曳網して,ホッキガイを採鵬した｡

F'9.1.Mapshowlngthesamp】】ngslahonslnHamanakaBayand

BlwaseBay.ThebrokenllneS】n(llCateapPrOXlmate

wateTdepthlnmrter･
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F･9.2.GeographicdlStrlbut10nOfeachsandtypecllISSlfle(l

bySATO'sSand-typeDlagram method.

結 果

1 底j(粒度型の分布

佐# (1959)の San(l-type1)lagram 法から求めた皮節粒度型の水平分JI1-をFlg2に′)､した.

沢中汚では,西側の拍Fl王城にきわめて淘汰の良い細砂から成る0型が存在し,その沖合を1別人におおうよ

うに)絹t;に淘汰の良い徴 ･Hlr砂から成るV型がI1'在する｡一方,河の中火部は.敏 ･細砂の比率がIFL'古いuI

塑となっているo すなわち,浜中帝の粒庇型の分和は.沿l;王城から沖合に向い0-･1′-Jl型-と変化し,
底質の粒度糾成が沖合に向つて細粒化する帆･A.Jを示していると言えよう｡

発琶淑帝では,0型の細砂底により沿粒城がおおわれている.河の南帥こはV型の海域が存在するo河の

Fi913･SedlJnelllCharaCterlSt暮CSlnIlamanakaBayand
B)waSeBay.TheupperFlguTeShowst】1etOlal
carboncontent(%)andtheLowerrlgureSllOWS

theLOLaln]LrOgenContent(‰)lnSedlmenl.

中央部は,淘汰の良いAEl砂から成るIl

製である｡先程瀬湾の粒度塾分科 ま,

緋Ll!域から沖合に向い0 -V-Il型

へと変化し,浜中湾と同様沖合に向う

にしたがって細粒化する併向を示して

いる｡

2 庭井の炭窯丑および垂葉上

氏灯の膜讃At-および窒素丑の水平分

11沌 Flg 3に示した0度nの淡来生

は浜小汚では西81の沿岸域で低く,03

%以下である｡幌戸川河口域を中心に

I',bいIdを示す海域が存在するが,全敗

的には沖合に向うにしたがいFdrい値を

'T(すと甘える｡壬∈琶漸帝でもこれと薪

似しており,汚大部に向って徐J5に高

い低をノ示す仰向が認められる｡

氏Trの窯業且は.浜中河では.0.5‰
をこえる地点を含む挽戸川の河口域を

除いて,ほとんどの有志地点は03%｡
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以下である｡炭窯免と同様沖合に向うにしたがい砧い偵となる｡粍転筋湾では.湾央部を除きほとんどの閑

査地点が0.3%○以下である｡

3底生動物群集

浜中帝と琵琶耕‡即こ出現する底生動物は,節足動物33唖,軟体動物27機.環形動物21種,井皮動物3鹿.

紐形掛物2億.原索動物 1枚の合計87機である｡これらの底生動物の編組比率は節足動物769%,環形動物

205%,軟体動物24%であり,これら3つの動物群が底生動物組成の大部分を占めている.

各地点問の底生動物の唖構成の頬似性を検討するために,MoRISJTA(】959)の SlmllarlLyllldex(C入)

を適用し,耶分析のため MoUNTFORD(1962)の平均逓紙法により.斯似度が06までのデ/ドログラム

を作成した (Flg LI)｡また,Tab一elには各群集を構成する底生動物のうち,甜組比率が10%以上を占め

る租を.解組比率が高い順に示した｡

浜中湾では.春季には等脚新の /オムン TecLtcef･SJL7PoIEICIISが僅占 し.クマ薪の Dtasり･ZopStS

datLISOltt,端聯朝の Eo/tuLISLorlLISeOILSの編組比率が比較的高いA郡外,E eozISが僚占 し,端脚類

Paraタho3-ILSSI) の個体数も多いB群雄,端脚耕 ProLomedeLaSl)が健占し,柑脚蚊のスガメソコエビ

A77LPelLSCabrmLCOr〃tS,ドpクダムシ屈 Co/of･/=〝71Spp･や多毛軒のカナブyイソメ (̂oIJErl(Iho/obra･

17Chralaの生息がみられるCqf･Ri.多毛新のコウキケヤリCho7Eeleresの肘組比率が紫しく高率を占める

D群集に区分される｡夏季には 'r･JL7f･otIIC〟S,EIi,OLLSおよび N･/tDlob707LChJafaが僕占する3つの群

集に区分されるoこれらは.番卒の各耶鵜に対する鄭l似性の高さからそれぞれA,BおよびC群典とした.

同様にして冬季には T.JnPollLrNSが倭占するA群躯と Prolo〃Iedel(ISP･が媒占するC群銀の2つの群典

が詑められる｡

琵琶瀬湾の底生動物群郷 土春季には E eoEIJが俊占し.T ノai･om cLIS と多毛薪の-1,チ/I7Plネゴカイ

NephLyscaeca の生息密度も7E古いE

群銀,ProEo/JledelaSp,が高率で.

Corop/‖〟JH Spp･やオオ ミ/ガイ

SILJqL/aLZllL7がこれに加わるF群弧

[･/tpJ)owledo7,Sp が高率で,E eo'LS

や N.caecLlの生息がみられるGl辞

1Atに区分される｡夏季と冬季には,E

およびF群典が春季と共通して認めら

れる｡ これらの他に,夏季には E･

eoLLSが健占し,JV.caecL7,T.JE77･0-

71TCL'Sが比較的稲い指組比率を占める

G2群躯と ProLo/TLede/lLSp.が健占

し.A br仇JECOrllt†.N caeclLも主要

構成使となるG9耶娘が存在し,冬季に

は D,dawsoJJ/が優占し,N.clLeCa

N,/】olobl･L77tC/LLLL/aが主賓構成種 と vIH.1..

なるG4群銀が淑別される｡

以上のように.8-6中狩でA-Dの4群

銀,fE琶瀬湾でE～G一の6群雄に区分

された底生動物辞典の水平分布を季節

ごとに示したのが Flg 5である｡沢

中湾では,周年を通して沿梓城に^群

雄区.沖合にC群銀区が存在する.春

季にIiA群集区とC群発区の中間にB

BIYaSeB叩 HJrnm kaBay

F.95GeograplllCd]strlbuLLOnOleachclustergroup

lnHamaI一akal∋ayandBIWaSeBay.SeeFLgLl
forA～G.
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F･916lDIStrlbuL10nOftheJapanesesurfchmln
Hamanah BayandBiwaseBay.

群北区が存-aL,冊のAAi側にD群躯区が

きわめて狭い範Pflでみられる｡夏季には

aST輿B:は汚西側の沿岸域に狭い椎田で

入られるのみである｡冬季にはB群躯区

はみられなくなり.底生動物辞典はA群

躯区とC群継区に二分される｡琵琶頗帝

では.周年を為して湾の大部分がE辞JLt

Liによりおおわれ.袴の中央部にF辞典

区が存在する｡春季には.湾の沿岸域

にGl群雄区が.夏季には沿岸域にC2群

鉱区,やや沖合にG3群発区が.冬季には

粥の沿111を城にC4群集区がそれぞれ扶い

葡ufEに限られて認められる｡

4ホツキガイの分布

浜中帝と発色瀬帝のホブキガイの密度分布を Flg16に示した｡8号中神の東側では,ホッキガイ個体群の

分布域は全般的に低r6度ではあるが.比較的沖合まで肱がっている｡水深4m付近の海域に,04-06胴体

/m2の据度域が沿岸線と平行に帯状に存在する｡訴小汚の内側では,恥柑齢 こ1個体/m2を上回る苅襟度な
海域が存在するが,分布範囲は湾の東側と比較して狭い｡一方.甥世帯湾では沿岸域で照度が訂古く,4,くの

地･'互で05個体/m2を上EiIっており,分布範凶も広く.ほは帝の全域に生息がみられる｡

考 ヨ

浜中袴と琵琶瀬帝における砂庇域の底生動物印加はA-Glの10群射こ区分された｡浜中湾では,シオム

シ T･JlLPo'‖cL'Sが嬢占唖となるA群脈が糾JL,圭域をおおっているが,耕李とEl李には.この郡躯区のJ!.1ml

の T.JaPo'llC'LS密度が低い海域で,拡唯朋fL:分Jri域を布する鵜脚薪のE eLJL'Sが相対的に編組比率が拓

くなるため (高九･落合,1982).この種が鮮占秩となるB群Rt区が形成される｡冬季には r･/L7クのIrCNS個

体掛土仔iJlの放出が完了し(桜非･山代.1956),生息個体数が欄/mするため,B群兆区は刑滅する｡また,

尭琶減荷のGl,G2およびGl群射ま,llJ,現種の1作成比率がyUL:るが.削Ii!城のE群恥と炎通性が多く.GJ群
集は沖合のF犀典とjt.適機が多い｡このように.浜中湾と琵r&淑帝の鑑生動物の群躯構造は,季節的に唖構

成の変化はあるがA,E群集などの沿岸蝶の辞典とC,F群Aiなどの沖合の群典に大別することができよう｡

水理学的条件に上り左右される皮質の粒度鮫戊は,その食物供給にji応した11紺l様式に上り決定される動

物辞典の分布と密接な3g適性があるといわれるので (SANDERS,1958)庄flの粒度丑と炭窯量.窒要点,ホ

,キガイの襟度および畦生動物群集との対応開床を Table2に示した｡ねII,!城にみられる0型の海域では

Tz-DI'2 Carbonandn)lrOgenCOIllenlS,densityOltllCSurfclam
andbenthlCCOmmunlLleSLneachsanLllyl光area.

BenLhlCCOmmunlty

Sprlng Summer Wm一er

150 A.E.GI B,E A,E

O22 A,E A.F,C2 A,F,GI

OO2 B,C C C

O12 E,F E.F,G3 E,ド
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庚讃最および堂瀬見ともに低く,それぞれ018%と014‰である.底生動物押掛1粥中湾では番手と冬季は

A群LE,夏季は8群兆で,繋成瀬帯ではEおよびGl群集である. この海域のホブキガイ帯皮は1.50個体/m2
と砧密度である｡この沖合に存在するV型の粒度塾を示す海域は炭顛且と愛東竜がそれぞれ034%と019%｡

で0型の粒度型を示す庇flよりやや高い値になる.庶生動物群射 1浜中帝では沿粋性のA辞典に展するが.

J&FJ耕丙ではE.ド.C2およびG▲群難がみられるDホッキガイの襟度は0型 J:り低 く,022個体/m2で
ある｡浜中帝の沖合に71q･在するJl型の海域では.脱素量と窒素是は0型やV型の海域より高い旭を示し.

それぞれ043%と024%｡となるO底生動物押掛上帝孝にはB群雄に属する地J.!iもみられるが,ほとんどは巾
の中央部に7lJ在するC辞典に尻しているoこの海域では.ホッキガイの平均密度は002個体/m2と背しく低
く,多くの調査地点ではホッキガイの生息がみられない｡ 環琶漸湾の沖合に存在するEl型の海域では.顔

必見と窒素見はそれぞれ044%と019%.で庶/1=.軌物群射1E,FおよびG3群射こ属している｡ ホッキガイ

の密度は低く,012個体/m2である.
以上のように,浜中丙と耶 漸掛こおける庇'Efの物理 化学的性状や底生動物辞典の分布はホッキガイの

分布と密接な対応鵬休がみられ これらに上るホッキガイ漁場の評価が可能と考えられる｡すなわち,0型の

粒度型を右し,A.BおJ:ぴEの氏生動物群躯に属する海風 もホッキガイの生息に讃当な漁場環境を有し,

良好なホ,キガイ漁切と甘えよう｡また.V丑の粒度型で,AおよびEの底生動物群射こ展する海域は,ホ
ッキガイの生息可能範脚であり,漁場として利用することが可能な海域であると推察される｡しかし.沖合

のJl型.ll型の校皮製で,CおよびFの庶生動物鮮躯区に属する海恥 王.ホ,キガイの生息には不着当な

漁場環境と考えられろ.Fl,尾 (1977)は,iIミ北および北海前歯鉦のホ,キガイ漁卿 こついて調べ.戊葉虫が

03%以下,宅ぷ且が02‰以下で庶n型が粗砂や小砂からなるIl.b2塑または細砂からなる0. Jl型の

海域がホッキガイ狐助として適当な条件であるとしている｡浜中帝と戊琶減掛こおいても炭窯.窒窯且の低

い0型の海域でホッキガイ襟度が高いJ:王で他の海域と)I:血しているように.(且あれるo

要 約

北海道北部の浜小汚とSE琶淑湾のホッキガイ軌掛 こついて底生動物群恥と氏fTの物理 化学的環境条件に

ついて観察し.以下の畠児を得た｡

1 佐藤 (1959)の Sand-t)FXtDlagram法にJ:る政男粒度卦 ま.浜rl.湾ではね梓域から沖合に向い0-

V-Jl製へ.また,捕皆瀬帝では0-V - Il型へと変化し.沖合に向うにしたがいね汰度が低下し,細粒
化する性向がみられた｡

2 庶質の戊jF敬と宝讃誌は.幌戸川河n域でやや高い値がみられたが,両帝とも沿岸域で低く,それぞ
れ0.3%および0珊○以下であるが,沖合lこ向うにしたがい高い値となる折向を示した｡

3.底生動物群躯は.MoRJSJTAの S)Tnllarltylndexを用いて,MouNTFORD法による群分VTを行い.

粥小汚ではA-Dの4即躯,繋FJ淑帯ではE～G一の6群集に区分された｡
4酔 い袴と甥皆瀬帝において11,帝の刑粒状に存在するA,BおよびE群集区がホッキガイの生息範凶
と一致し.とくに,0型の氏fi粒度型を布する海域が良好なホッキガイ軌朝と考えられた｡また,C.F群

JJSなど沖合の庶Jl三動物伴iJさに城する海蚊は,ホッキガイの生息には適しないと考えられたo
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忍路湾における-ゾアワビ人工種筒放流試験

官本姓樹 ･斎藤勝男 .元谷 怜'

(｣ヒ海道-止中央水産訳換切)◆(Jヒ海ia止商船水産釈放叫)

西川信良H･門川 春 博●'+･川 村 - 広 …
榊(北恥氾止肺内水産筑玖g)料+(北海道立栽増漁業捻合七l/クー)

Experimentalstudies on the release of the cultured

seeds of abalone,HalioElSdiscusJtm7770lINO

in Oshoro Bay,Hokkaido.

TatcklMIYAMOTO,KalsuoSAITO,SatoshiMOTOYA',
NobuyoshlNISrlIKAWA●暮,fJa_ruhiro MoNMAH'

andKazuhLrO KAWAMURA+I+

(I-/oL･J.aldoCP/I/r〟/FISJJel･JeSE.tPerMJe/LtL7/SlaILOJl)
+(I-(oLlh(JIdoJlaL･odlI/arI∫IlelleSノミfPeT･L'llelJllJLSl〝IION)
州(JIo仙(LIdoll′lJ以lJ/tlTlF/sAer,esEヱPerINLen/EZLSlllLIOl.)
叫*(rloL･L･(IlEJoI/IS/I/NLL･0/.ltlH/tCN/lIJle)

ThebehaV)Or.growthandsurvJValrall00(theabalone'sI,ced,JIlL//0/(SdlSCLI†ITLU川nr,Pro-

ducedbythearllflClalmassculturewereobservedlnOshoroBay.westDlHokka】dolrcTn 1976

LO1979 AboutlWentythousarldlndnfldualsohhcseed,248mm lnaverageSlle日 length.Were

releasedonthe26LhofMay.1976.TheresultsobtalnCdweresummerはedbelow

I MostOfthp seedsgetoutoltherear.ngcage10thegroundwlthLn tJlreedaysafterthe

selllcmentoltheezLge.nthesea,althougl129% of)n(l■vldualsrema■nedlnthecage･Thehlgher

densLtleSWCreObserledwllhlnlOmaroun-lthereleaslngPOlnlalter491days･ ThedLStrLbutJOn

oltheseedscorre5POnde･lw■thlhcgrowlngtlrCaOralgae･

2 Thelargersee(lsa=hereleaslTlgttmedlSlrlbtlte(Ithebroaderarea Furthermore.seeds

shOWITlganlnferl0rgrowthstayedneartherelcaslngPOlntForalongtLme･

3 Theasymplol■clctlgLhlneachgroupofd】ETCrentsheHlengH1atthereleaSlngtJmeSh(-wed

thelowervlllucthalllhctlbOrtg】naLaba】one･ThelrValueswerepstJmaLedranglngfrom 77mm to

lO9mm.

4 0nthebas】softhegrowthcurve.thehlgheslgrowthWasobservedbctween30mm ar)d

40mmlnShelllength.Asthegrowthrat.owash.gherlnLiesma‖erseedsthantheltlrgerOneS,

thesllelllengthofrclcascdabaloncst〉ecamethesameeacholheralter3years

5. In154daysafterthesurvIValrat)0 ､･,as15% to20%,afterlhaL.theratLOWasalmost

constantuntL1491daysaTter･ TherallOWaslessthaJ1lo錯 under22mm lnShelllengthaLthere-

1ea5･ngLimeandwas23% LO31% above22mrn.

報文番号 Alll(1981年1川 16日受理)
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は じ め に

アワビ柳の人工採節技術は各地の長い研究と実践によって,1部業所で年10万-100万個の秘筒を安定し

て生産できるまでの水和こ過している▲)｡人工採苗技術が7ワL='の増殖技術の一つとして確立されるために

紘,椀苗を軌跡 こ放流してから恥獲するまでに存在する滞問魅が解決されなければならないOその一つであ

る放流後の問掛こついても10年余にわたる各地の試験の知見が盤PJ!されつつある℡)0

北海道においても北海iU立叔培汎莱総合七/クー (以後.栽培七/クーと略称する)の人工採酋技術の研

究を遊脚 こ.北海道戚培汎米公社.2-3の自治体,漁船で採前所が祉放され.種苗の生産が行われてい

る｡それに伴い放流後の追跡調査が各地で始められているが.湘衣の報告は少ない｡

北海道立水産.釈放uL,栽培センターの横板研究グルー7'では,-/アワビ人工採市技術の評価と課題を穀

理するために,1976年から1979年の間忍路狩において人J:髄鞘の放流訳鼓を行い,2,3の知見を得たので

ここに報告する｡

報告にあたり,計画の立案からとりまとめにいたるまで多火のごriUJをいただいた道立各水産試験助,親

培七/ダーの磯般研究グル-プの諸氏に深謝する｡また.本,拭故にとも㌢こ参;uHしていただいた雄志北部地区

水産技術普及指導所,小樽市漁業協同組合及び中称市役所の担当省に感謝するOさらに.試験区の放出と駅

験P川榊.の全面禁漁を快諾していただいた忍路地区の独英カの方Jt,謝盃のたびに御協力いただいた柴崎礼

破瓜 北海in大学石持臨海実験所,信太和郎Lt:にお礼申し上げる｡

材 料及び方 法

試験を行った忍路袴は北海道のEl本海中鮒こ位陛している (Flg.1)a

忍路湾の汚奥東岸に海岸線約90mの釈放区を設けた｡

試玖区の海岸線に10mおきに10Jlくのヨ.ら).r人を設け.益点から沖に向って海付線と重商に鞠査線を設起した.

この試験区の水深一底質及び動物,梅砧の分科 ま,独和調査として種蔚放流前の1976年5月24-26日に調査

した｡

試験に用いた種苗は,1974-J975年に収摂七/ダーにおいて採甫したものである.採冊扱同七ノクーにお

F･9 1 Locat･OnoTtheexperlmenlalgroundlnOshoroBay.
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いて飼育し,その後忍杵帝において垂下育成力ゴで6カ月～1年間中間育成を行った｡

1976年5月20日にF郎'7育成された桃市を. El祝によって殻艮10mm未汎 10-20mm.20-30mm,30

-110mm.40mm以上の5つの群に分け,各群を言f赦し約2,700個を抽出して新兵を脚r起した｡放流した種

掛 ま20,890個体である｡その徴兵組成は F】g 2に示したように.殻長20-30mmが473%を占め,10mm

兼淋01%,40mm以上32%で,平均奴良は248mmである.

また,種IblJの殻長と全蒐畳の関係は.ユOmm ク′ループ晦には有意の差書が無く,全体の関係式は Flg 3の

とおりである｡

ilu定後5日間放流用カゴで蔦養し.5月26日に放流した｡放流場所は調査役Vの距梓 17m (Flg･4)で,

底質は岩艦上に転石があり,水深は約 1mである｡放流の方法は放紙用カゴの周Bilの網を切 り.庇に沈め転
石を雌いて固定し,磯節がカゴから自然に移動するようにした｡カゴは放流3日後に,付TJ'していた個数を

;l赦した後撤収した｡

放流後の調査は,放流 IEI後,2日後,4日後及び9日後に放流砿IAA(以綾.放流貝とする)の移動と他

の動物の刑躯状況を観察した0

1976年6月17日 (折1回),8月9日 (第2回),10月27-29日 (約3回),1977年2月15日 (約4回)及

び5月25日 (約5回)には分布調査を行ったo調掛ま1m2枠内のェ′アワビを採水し,放流只と天然見料
を選別.計数L殻長を測定したoまた,採捕切所伝に】0-20個体州tILて怒丑を測定したが,悪鬼は特に大

きな付着物以外は付許したままの湿重最とした｡各閑壷における鯛裾掛 よFlg,8-1-8-5のとおりで,第 1

回調査では,放流点を中心に鵡査線を十字に設定し.2m伝に飼養を行い,誹2回調査では,第 1回の調査

線に距梓8mの平行な湘衣紋を加え,前著では Im毎に後者では2m毎に鞘査した｡第3回調査は.調査線

)からX線までの各銅盤紋で1m毎に調査したO第4回調査では,約2回調査にさらに軽岸20mの平行な調

査線を加え,全ての銅盤級で2m毎に調査した｡第5回調査では,筋3回調査と同じ調査線で2m毎に調査

した｡

1977年9月29日には全数採塊的塞.10月13日にはその補完調査を行ったo全数採躯調査は釈放区を13区画

に分け.一定時間,発見した仝個体を採躯し,時間,人数及び調査面桝を記録した｡榔完調査は,第5回の

分布調査と同様に行った｡

その後,1978年5月7日,10月12日及び1979年10月16日には,成長調査を触祝したo

*本報告では特に断わらず有意題を述べる場合は,危険率を2%としたo

++後述するように試験区には天掛こ発生した個体だけでなく,天然種苗も移殊され生息しているが,放流只

に対してそれらを一括して天然只とした｡
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アワビの採椛は,平鎖 (後述)ではノ′千を用いてカギ,クモで.転石帯 (後述)ではスキュー,(潜水に

より行ったo採捕した個体は,分布謝室の平鹿では敬個体のサンプルを除いては,採補場所で汲臆 してその

掛 こ故流し,転石手ffでは雌上で測定した後.転石侍の中火部に分散して放施した.しかし,全数関釜では測

定後全ての個体を釈放区対粒の汚西梓に放流したO

天然只と放流只の区別及び個体毎の成長lTiの mlJ触 i.故紙只の殻巴 (線色)によったO只掛 こ付着物が付

いて判別困難な個体が放流綾1年半以後で増加したが,それらは,殻表をプラ/でこすって遜肌 測定し

六二.

また,死掛 土各軸査時及びその他鳶宜に採処した｡

結 果

1.試 験 区

(I) 漁場の利用状況

忍路汚々奥部は1967年より77どの禁軌区になっており (Ftgl1).5年に 1度僅度弛獲され.本試験の

始まった1976年以降では.1978年10月に汎幾が行われたDまた,ほぼ2年梅に天然機首が放流されており,

1974'･T=に4,500 個体が放流されているが.その綾は,1980年まで行われていない｡ しかし,人工機雷は,

1977年10月に約 10,CKX)個 (平均穀見162mm)杏,放流時期の試験のため同じ勘所に放流した｡ウニ掛 こ

ついても2年に1度の漁獲に娩制されている他,沖合のウニ原が移親されている｡また,試験区のホソノコ

ソ7'は,1976年は採取されなかったが.1977年以降採取されている｡

(2) 底5(及び水深

試験区の底質を Flg4に.水深を Flg5に示したO

庶照は距岸10-30mまでの平磯書と,取材40-60m以7両こ広がる砂地及びその両者の間の転石料こ大別さ
れる｡また,平政及び転石料 ま,底質の特徴によって Flg･4のように各々3つの型に細分される｡

平鹿の水深は1m以技で,調査線 lより湾奥部(試放区外)及び閑査線D'の平顔では大部分が水深50cm以

技となるO大潮の干潮時には約梓部や中間部の大きな転石,凸部の上部及びu(練の平蔵のrl,心部は干uJ.する｡

転石肺の水深は,中火より泊伴のb.(F,g4)でおおむね 1-2Tn,I)2及びb｡で2-4mであるO転石

の大きさは,長径で30-50cmのものが多く,これは平乱 ヒの転石も同じであるO

これら平蔵と転石帯を合わせた試駿区の面厨は.砂の移動で変化するが約3.700m之である｡

試験区より汚奥部は,駒査線 lより海岸線約50m.面倒約490m2の平磯が続いている｡転石抑 ま著しく

狭まりながら雨脚 こ緩いているo充岸から肩掛こ鋭く部分はqI'斜の挨い狭い転石帯で,波で移動する転石が
多く-/アワビの生,畝は見られなかった. また.就敦区から港にかけては,転石帯のbl部が,調査線Xか

ら海岸線で約44m.両駅で約300m2続いている｡その沖には割石で道成された転石彫があり港まで続いて

いるが,浮泥が蒔く配っており.-′7ワどの生息は擁めて少なかった｡

(3) 潜 ま の 生 育

訳玖区の海掛 まほとんど平成だけに生育しており.平銀以外では調査線Ⅳ及びX線から掛こかけての水深

1m以技の転石補bl苦"と11線の暗礁の上面に生狩しているが.鼓は少ない｡神棚網丑における海藻の生育

Eiを Flg5,1､nblelに示した｡

海報の生育iLi は,調査線r(から汚奥にかけての平敵 い火部に多く,試験区の平蔵を平均すると湿重量で約

880g/meであった｡種別にはホソメコ./プが.このうち76%を占めていた｡機軸故は平磯rl･央部より陸側

'｢海尉 こ於ける諸作用と海岸線の発達｣3)によれは,海相(Shore)から沖合海底粍耶面(Shoreface)にある
浸食を受けた岩盤を波蝕台 (bench又は Wave-cutbench)とし.隆起した海蝕台が浸食されたものを
海蝕llGi(marlnePlane)としているo平軌 1,これらのうち表両に堆耶物 (bLach)をほとんどもたない

平坦な地形の総称として一般に用いられており,l】(lalflatofrockと訳した｡
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F'94 Amapshowlngbottom 川 thcexper.mentalground･Roman.IUmeralsare
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田 "認定 dLLY･T-dL1-k忠漑

- - d田 h冨還芸yLF淀Lld-bJt

E:卦 "----
EコL漉 浩 芯盟こTL'n

--～⊂コ
に多く,全体で31唖が税察された｡このうちtti現頻度が50%を越えろのは.7ナアオサ.カヤモノリ.ホソ

ノコソブ,〆ルス及びIePイトグサであった｡

(4)主な底生h物の分布

司事前調査における訊玖区のェ′アワビ (天然只)の分布と殻長船収を FlgS6.7に示したO

-./7ワビは平鎖のJ!8線部を中心に分布していた｡平磯と転石脚との境界を巾心として,5m庵に粥状に
区分し.都,-iF状区域の咋腔 (脈体軟/m2)を求めると,境界の陸側5m (粥衣紋＼1の暗村Ei上面を含める)で

21個体となり,そこから成れるに従って襟度が小さくなった.穀戊は.7-94mmの範囲{･.転石Iifでは

各階級にほぼ一様に分散し,平鎖では軟炭50-60mmを中心に正触型に近い分散を示した｡しかし,平均額

長は両者とも54mmであった｡また,1975年発生群と考えられる軟度10mm前後の個体は,絢杢繰Xの平磯

先端から沖へ 1m及び12mの地点の転石僻で,5個体採集された｡敢艮15-30rnmの個掛土6個体で,その

うち4個休は転石僻で採描された｡

ウニ類 (ェ./Jl'フ/ウニ,キタムラサキウニ)は転石帯で非常に密度が稲く,矧 こキタムラサキウニは転

石市全体の平均で17.2個体/m2{･あった｡しかし,平蔵では緑部から2m以上陸側では.5点の平均で 1
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Fig･6･DIStr.butlOnOfabor.g･nalabaLonesbeforetlleeXper】ment.May24.1976.
NumbersarelndLVldualsperasquaremeter.Dot-dash-1lTleSShoweachl1VemeterT,One

centeredattheedgeoEtheLJdalrlaLofrockN､lmbcrofquadrat(n)andmean(m).

standerddevlat10m(S･d)ofLndlVldualsperasquaremeterofeach之OneareCalcu)ated

個体/m2を越える ところは少なく.キタムラサキウニ

よりェl//てフソウニの方が多かった｡

ヒトデ軒は,イ ト7キヒトデ.ヒトデ,ヒノヒトデ,

-′ヒトデ,その他の唖が採1Jiされたれ 生息血が多い

のはイトマキヒトデであった｡分布は,lJfiから10mの枯

関では少ないれ それより沖では,砂地まで全域にわた

って分布しており,全体の平均で19個体/m2,最も多

い ところでlO個体/rn2.距梓5m転の平均では6.6個

休/m之であった｡

十肺Elの兼豆尾頬は,ヒライソガ二,イソガ二.ヨy-

モガニが,異尾軌 iイポトゲガ二,イポガこ,コプカニ

〆てy及びヤドカリ焔が採躯された｡短尾頬は試験区全

体に分布していたが,掛 こ平磯の転石にイソガニ類が多

く生息していた｡ヤ ドカリ好は除 く異尾類は転石帝に分

布しており,特にイポトゲガ二は転石帯のほとんt-の転

石の下で観察された.

2.放流後の分布の変化

放流後の軌喪で放流只が多く見られた範田は,1日El

では放流点から2m以内.2日El及び4日日では5m以

(叫
)
^
u
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tZh

10203040 5060 708090
SIIELLLENCTlHmm)

F'97.FrequencydlSlrlbutlOnOftheabor-
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m 5′15
ら(I156

Eヨ Bou"enr等;oL,nd
m5Lt2
sd2t2

[:コ T,dal,(.ta呈707E,ook
m 547
sd 127

内,9日EIでは10m以内であったo政経後 3日日の放流

カゴ撤収時に,カゴ内のシェルターに付いていた個体は609個体で.放流数の29%であったOカゴから移

動 した個射 ま,周囲の転石や凹みに粂中していた｡移動の方向は平磯の陸側,調査線Ⅳの転石帯の方が多か
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T▲bl'2 ThedistrlbuLLOneStimatetloftheT-eleasedseedsiLndthelrdensltylnthe

experlmentalgT10und.

DIStrlbut10nareaeSt)mated(m2)

Date Daysafter Hlghdens]tydlVISlOn M)dikderw dlⅥgon LowdensltydlvlS10n Total
rdeaslng denslty densily denslty

▲r亡■ Ar亡a areiL art1
nl Sd m sd m sd

Junel7,1976 22 393 929 6017 2285 276 3690 2453 16 171 5131

At唱 9.1976 75 2520 176 1861 2220 30 283 4215 03 051 8955

0ct27,1976 154 5615 55 645 800 16 )45 I,6800 03 066 2,3215

Feb15.1977 265 8360 33 379 6438 03 045 1.4795

May25,1977 364 3265 60 479 5280 19 141 779.0 01 036 1,6335

【knsltyISnumtkrSOrtheseedIXraSquaremeter m mean i.d sLarKlarddellatl0n

った｡平横でも鞘丑線Ⅵの平顔先端部のように海許の着生していないところでは艇察されなかった｡

及凍後約 1年の問に行った5回の分布調査から推rjiIされる試換区内の分布範Etdを,名詞査毎の密皮に上っ

て大まかに3区分して.Flg･8-1-8-5に示した｡ また,その'6度別の面験と1m7当たりの平均'6度を井

出LTable2に示した｡分布聴取 1,政経挨22日では内釜点故が少ないので政経点を中心にした同心円で

求め,その他の網査では,おおむね市浦個体のない関釜ノミが3点以上挽いた最初の内釜点を分布限界の目安

とし,周EElの再甜状態を勘案して推定した｡

放流後22Elの1976年6月ユ7日には,放流点から10-13m以内の平鉄や転石邦で7棚 ほれたが.転石邦では

襟度が低く1-2個体/m2であったD政雄点から5rn以内の平政の凹みや転石では,密度が広くl00個体以

上/m2の分布が4関釜点あり,平均密度は約93個体{･あ･?た｡
放流後75日の1976年8月9日には,平鉄の陸側に分布が広がり,内査扱 Ilり清爽lt･も神棚された｡ま

た,湘査線Ⅸの平鹿にも移動しており.これは放流.I.Tlからの両線距半で約43mであるO転石補で再捕された

個体が少ない (9個体)ため.転石帯の分布範Eilが小さくなっているが,平鎖での移動の状態や後の網走鮭

柴から,実際にはもう少し広く転石帯にも分布していると思われる｡襟度の柘かった初釜挨Vと11線の間の

平横では,176/m2個体であった｡

放流後154日の1976年10月27日には,転石帯でも広く再挿され.分布範用は約2,320m2と試輸区全体の60

%以上に広がったと推定された｡ しかし.'5度が高かったのはやはり平成で,その姫四は海細の冶生範朗と

はば一致した｡また.鞘査挽11の暗礁上でも平成と同程度の密度の分布がみられた｡

放流後265日の1977年2月15日には.平鹿及び平鹿先端周辺の転石帯に分布していたが.転石仰の分布は

粥交点が少なく不明であった｡

放流後364日の1977年5月25日には.網走繰町,VJ及びE(線の砂頃で各々l個体再捕され.放流後15Ll日

よりさらに分神髄脚が広がつたと推察される｡しかし.転石帯の市棚個体が少なく,推定分r/lf唯掛 王放流後

154Elより小さく井出された｡調査線Ⅳから11線までの平磯中央部及び粥悲般VT.Ⅷ線の転石梢削謎部で密

度が市かった｡

これらの分布の変化を推定分布姫Eil内の平鎖における放流只のrG度の変化として,Flg.9に示した｡な

お,これには故紙後491月 (全数採躯調査)の軽度を加えたが.これは推定網表面横 (後述)から求めた'5

度である｡放流後75日では,銅盤線VとⅥ線のFiITで約18個体/rn2であるが,放沈点から遠ざかるに従って

急汝に密度が下り-PI未練rV及びVl線より遠くでは. 1個体未満/m2とtL:った｡点も密度が高いところは,

鹿渡後154日では網走線Il,265日ではY奴,364円でIlⅣ線と徐々に帝奥に捗ったが,その'6度は6-8個
体/m2で差がなかった｡故洗後491日 (全数採典明丑)では.萌査良ⅣからIlまで3.】-3_2個体/m2.I

食からAf線までの間で25個体/m2と変化が少なく.1線から汚臭部で0.8個件/mZと密度が低くなった｡
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筑鼓区外の粥査は.網走線Iより来岸汚興部 20

及び1'線から港までのrulを全教採典で行った

(Table3)｡

詞査綴l上り辞典部の平軌こおけるCPUE

紘.魚津後15LI日が207個体/分で長も高かっ

たが.鞘五時の概寮では,放溌後のEl政が増加

するに従･'て訳換区外への分布も広がる様に思

われた｡

各珂査伝に再補助席別に伸輔された政経月の

放流時叡長の平均を求めた (FI菖 10)｡省内壷
とも,場所毎の平均値の偏差には有意差が無か

った｡平&における放流時叡長の平均は,放流

後75日と265日を除いて.放洗点のある調査線

VからJi九るに従って大きくなった,しかし,

明夜浪Yの平均故長は 238-256mmで (放

流後75日と265日では28mm),あまり変化しな

いのに対して,そこから熊れた場所の平均値は

経特約に小さくなる為.場所による政経時叡長

の題は放流後の日数を疑るに従って小さくなっ

た｡転石),UrLおける平均殻長は覗所別に一定の
価向は見られなかったが.調査線Yの平親と比

ttLu

～)̂
JJS
NrJO

I H m Ⅳ Y YL Ⅷ YL JX I
LINE

Fi99.VanallOntndensltyOfthereleasedseedson
thetldalllatofrock.

DensltleSareWlthlnaneStlmateddlStrLbulLOn

except491daysafterreleaslng.DensltyOf491
daysallerreleaslngareWllhlnareSearChed

areasestlmled.(Seetable14)

較すると.ほとんどの場所で大きかったDまた.

同じ折渡線の平儀と転石僻の平均殻長を比較すると,後者の方が大きい併向が認められた｡

3.放 流 後 の 成 長

再排された放流且 (以後,再揃只とする)の放流時殻長と巧揃時叙長の組成を調査日梅に Flg.11に示し

た.ユ979年10月の調査では,供託放洗群と1977年10月に放流した辞との区別が困無となったので,再捕時奴

長が70mm以上の個体を供託政雄群と佼起した.これらの蔽成から各 平々均値を井出LTable4に示した｡

放洗時政長のLiilあ ま怪時的に小さくなった｡

TIL,I･3 NumberreはpttlredattheoulSldeoltheexperlmer)talground
Between]lnerlandlnner

Daysafter mostpartolthebay
BetweenlineIandharbor

Tlda]flat Sou)der DIVIS)OnOEb1-～ Boulder

T N C㌣UE T N CPUE T N CPUE T N CPUE

Oct27,1976 154 30 62 207 - - 1 40 10 025 - - -

Feb151977 265 - - 一 一 - - 一 一 - ?0-
May25.1977 364 15 7 047 45 5 011 7 2 - '0-
Sepl29.1977 491 280 408 146 60 30 050 160 69 043 120 92 077

AreaoftldaltlatbetweenthellrNellaTTdthe)mWrmostpartOfthebayareatK)ut720mZ
DIVISIOnOfb1-tyIEkOmpareWlthflg2Ik1､､･eenthellneIandthehaTtK)TareatX･ut300m2
T Totalsamp7IngLlmelmlnuteS) N RecaLChedlndlVldualsoEthさreleasedseeds
CPUE N/T IlNotmeasured
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放流時叙長の平均値は.放流後265EIまでは,

29-30mmなのに対し.その後は721日を除いて, 40

26-28mmでわずかに小さく,両者には有意差があ 30

った0 20

再揃時敏枝の偏超も放流後72LElを除いて漸次′ト

さくな｡.ヰ均 他は･放流後265日を除いて脚 皆的 40
に増加したD

放流時敵兵とIllill桝存知良の差を成長量とすると. 30

放流後約 1年で17mm.約2年で31m ,約3年半 20

で50mmであった｡また,成長且を政沈特定王長で除

した値を成長比とすると,それらの期間でそれぞれ

06,I1及び 19であった｡

放流特赦長別に放流後の成長を Table5に示 し

たo成長量 (放流後の累債成長五)は,放流後75日

では放流時蔽長の大きい方で大きいoLかし,放流

後の時間が経つに従って,放射時殻長が小さい樫成

長丑が大きくなったE,また,放流群全体の成長柘i:の

偏差は,放流後721日までは漸次大きくなり,それ

以降では逆に小さくなったo

これに対し,成長比は放流後75日までは各放流時

殻長で大きな差が無いが,それ以後では放洗時鮫長

(∈
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)〓ト
U
N
3
1
1
1
叫
H
S

AtlR9,1976 .*D払 Y..aolnこ,he,.I;dkaltlaL
75daysafterreLeaslng･iFiouldergrourNl

誹 IIp≡:an:,hdreaLk諾afi.二ore

g
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描 2d5;''.sg7a7f;Aer品 l

の小さい程成長比が大きく,その差は経時的に大き 20

くなった｡

これらの男前成長量を･放流時敷長175mm(15- 40

20mmク'ルーブ代表値,以下同じ),275mm及び

375mmの3グループについて比較してみると(FIE

12),各グループとも冬期間の成長の停群を排洲さ

せる段階的成良を示した｡累横成長晶は放流後500

日の成長血28-30mmを境にして,それ以前では放

流時殻長の大きいプチの,以按では′トさい方の成児故

が大きかった｡

Flg･12の米機成長曲線において,各凸部の鳳卓

Sept29,1977
491daysaELerreleas】ng
小 l目 測 H ft
OcLJ3.1977
505da)らafterre】easmg

帖 帖 両 日

- Ⅰ ⅠⅠlllTV V Yl Ⅶ Ⅷ D( X -
LINE

F･9lO SheHlengthatre]easlngtlmeOlthere-

capturedseedslneachllne.

SolldmELrksshows】gnlElranldlflerenceat

2%le,d comparedwlththellneV.

付近と推察される秋抑調査,即ち,放流後 154日,
491日.869日及び1,239Elの成長比と放流後の 日数との関係を FLg･13に示した｡

各放流時教典グループとも,放流後1,239Elの値が.それ以前の3点を結んだ他線よりも大きかった.

i.239Elの(LEiは肌述した漁 り,殻長組成からの推定であり.再柿崎殻長の小さい個体が除かれている可能性

があるo そこで.I,239日以約の3点を フリー-/ドで結び,1(氾日毎の成長比を読んで,それらの値から

WALFORDの定遊園を用いて BERTALANfFYの成長式を求めた書.細られた式を外挿して1,239Erの成長比

*不等時隅のデーターによる成長式を求めるGuLLANt)andHoLTの方法が,久録 音 肝 )や鉄ら5)によっ

て結介されている｡本文の場合,y(.r),y(I,A)を各調査時の平均数長として用いると,回帰のデータ
-ほ3点しか柑ら九ない｡
また.棚 個体毎にY-1LidL.x-当竺 を求めると,欄 査時納 まaが凱 く.かつ,同/～
じ放流時寮長グループであるからJ̀もはC1'等しいため,YとXは正の相閑となるが,各粥査時を合計する
と負の相関となるので,相関係数が小さくなり,良い結果が得られなかったO
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Ei1O

誠

l㌔-A:)rt'urJt).1N
.･l

]了 ＼ ぷ農莞望竺L-軸
｣凸｣還 藍 軸

(kt12.1978
869da)salterreleas】ng

20j 当 歳 農 arLe,,erea"ng

工岳 - _∫,.,kIO203040 50 60 70 80 90

SHELLLENGTHt… I

FiglH FrequencydlSlrLbut10nOhheshelll帥gthattheTeleaslngandthe

recapLurlngtlmelntherecapturedseeds.FrequencydisLrLbut10nat

Od･ 16.1979Includestheseedsreleasingin1976andln1977.

lLISaSSUmedthattheshelllen即hattherecapturmgtimeOfthe

seedsrcleas･ng】n19761Smorethan70mm (Seethetext)

如【1srekasLngin1976

⊂コ shd･LenphaLtherelcaslnBL-

[コ she"･印か ther-Iurmg.-
Seedsrek一Slngn1977

∈∃ S･d .hphかtherekasAllg山

国 she"knglhaLthrccaptu- g I-

を井出し.その他と実測値の中rul値を1,239EIの成長比の補正値とした｡補正された成長比及び成長臭を

Tablp5の最下段に示した｡また,求めた成長比曲線の式を F.g 13に示したが (各式の時間Xはl00日単

位),各々の定差園の相関床教はいずれも09以上であった,

拝正低を用いて各放淀時叡長グループ毎の成長曲鞍を FIg･14に示した｡
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T･bl･4 MeanoftheShellle'-gthattheTe]easlngandtllereCapturlngtlme.thecumulated
growtllandthegTOWtllra1101ntherecapturedsee(lsofeachresearch,

SheHlength(mm)

Releaslng Recaptunng

m sd ∩ m sd

Cumulated Growth

growth rat10

Aug 9,1976 75 197 290 土718 198 334 土841

0ct27,1976 154 478 299 ±622 479 420 士800

Feb15,1977 265 176 289 土640 197 397 士772

May25.1977 364 213 272 士602 213 437 土790

Sept29.1977 491 1,978 277 土563 1,980 563 ±698

0ct13,1977 505 266 274 j:568 262 574 ±699

May17,1978 721 100 294 ±539 100 605 ±753

0ct12,1978 869 132 264 ±423 132 651 土676

0ct16,1979 】.239 70 272 ±446 70 775 土471

44 015

121 040

108 037

165 061

286 103

300 109

311 106

387 147

503 185

AsBorneshellsweredamagedaHhcrecal)lurlngi)me.bothmeasurednumberareoccaslOnaHyunequa一The
gTLOWLhratzoIStheva一ueofthegrowthdlVldcdtheshelHengthatthereleasmgLlme Theva)uesofOct16
1979areca】cu)atedfrom(heseedsabc･ve70mmmsheHlengthattherecapLurlngt】me

Table5 ThegrowthandthegrowthratLO･rLthedlffe'entsIZeSaLthereleaSlngtlme･
She)HenかhlreEeas]ngHrnml

DaysafLer lO､ 15-

relea乱ng

20- 25- 30- 35- 40- 45- 50-

n % n i n i n i n % n f n % nf nf n g

75 22憲亨 4.品 誠 意 46品 26品 7品 4品 1諸島 .97 45土2溺

･5.2品 23品 94竃 .27濫 I25音義 雛鳥 18% 4誌 .諸芸 480122土39.

詣5 15品 加 温 57岩 岳 43競 .9詣 5品 3品 176.09土4郎

誠. 2篭 23諸芸 粥 温 田蕊 44芯 20岩石 3筈㌫ 213166土4溺

49L l青島 148篭 粥2竿忘 620等監 140篭 】67誤 32誌 6篭 ,976 - 495

訓5 21等 73等志 朗 詣 48温 田誌 3翫 詣2- 5.～

721 .篭 2鵠 19‰ 溢 詣 27篭 11等打 誌 .W 311±733

鉱9 6芸 47等妄 知覧 24竿も 5誌 .32- 6帖

･･239 .0等 ･4韻 27等 .8笠 1半怠 70- 5鮎

CoTTeCled●
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放流後1,239日では.放流時穀長175mmで患長

733mmとなり.同様に225mmで72.2mm,275

mmで745mm,32.5mmで76,1mm.375mmで750

… となり,政経時の叙長の基はほとんどなくなっ
た｡
Flg.14から成長比の曲線と同様の方法で成長式を

求め.各的圭毎の理ib値を再姑時鼓長の平均値 (東浦
倭)とともに T且ble6に示しも 捷取扱長は故旋時
愈長の小さい軽大きくなった｡

これらの成長から谷内査期間毎のIEl当りの成長点

を井出した (Table7)｡

放流3年EIまでの春から軟にかけての時期では,多

くの場合,政経時穀長の大小にかかわらず50FAm/day

以上の成長を示した｡ また,故旋時叡長 175-275

mTnでIl,故沈翌年の春から軟に.325-375mm

では放旅した年の夏から秋に 100IATn/day以上の成

長であった｡

省内並毎に敷長 (再描時)と立見の開床をアpノ

トリー式で求め Tabte8に示した｡

相関係数はいずれの調査でも09以上で.殻長と

血丑に商い相即が詑められた｡

放流後154日を益軒こ閑査晦のt検定を行うと.

265El.364日及び491日とは解斜,位倣ともに有

意益が改められた｡穀長と放血の関係は季節に上っ
て変動するから.･7).秋期の調査にかぎってみる

と.故誰彼491Elに有意差が改められたo

また,これらを 3乗式にできるか検討するため

に■),両J{ラノーターの98%店折桶と肥済度F(W/

t})の平均値を網走毎に求めた (Table8)｡Fの

平均位は各調査毎に50-80個体を抽出し(政経挨

1.239日は9個体).各々のFの平均値とした｡この

結果から.1976年.1978年及び1979年の秋期内釜か

ら秋期のFを求めると.F=00001405となった｡

このFと.Table6から政経時穀長のグループ毎

に盈丘の成長式を求めたが.この式から得られた網

表毎の韮Jtは,再械時叡長の平均値から7t7ノト

I)一式に上って求めた正主とよく一致した (Table

9)｡

帥

訓

(Lu
LU
ニ
ート
>′O

tlDC
1-il.L
V

1⊃
-d
n
3

500 1㈱ DAYS

Md)r伽LMiycktmiyoctMa'yQ=L･1976 1977 1978 1979
Fig12 ChangeoFthecumulatedgrowthlnthe

dlfFerenLslBeSaLthereleaslngtime

500 1.000
DAYSAFTERRELEASING(X)

Flg.13.ChangeolthegrowthratlolnthedlfEer-

entsizesatthereleasLngtlme.

▼:AcorrectedvalueshoWn山eaverageofthe
esLlrnatedaJldtheTneaSuredvaLtleof1,239

daysafterTeleasmg･
∇ Anestlmaledvalueol1,239daysalterre-
leaslngOntheexten510nOEthecurveobta-
1nedbythevaluesof154days,491daysand

869daysaLtprreleaslng.

また.政経只と同様に求めた天然月の叡長と禿鹿

の閑射ま,放沈後364日を除いて放淀月のそれと有意差がなかった｡

爾補幼所別に成長量を比較してみると (Fl居.15),放洗時怒長20-30mmでは,故沈抜Ll91日まで放流点

周辺の和義扱Ⅳ～11線に,放流点から頻れた幼所に比べて,成長の小さい個体が多く分和していた｡放流時

奴長30-40mmでも.放流後364日までは同様の也向が見られたが.491日では新著な場所の違いは見られ

なかった｡
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00盲
uこ
〓
ト

DN
Mコ113]lrS

SheHlengLh(TTlm)
aLthereleaslngtlme
●15-20mm
D20-25mm
･25-30mm
030135mm
■35-40mm
▲40-45mm
●45-50rnm

500 l.000 DAYS

MayOct
1976
MayOct MayOct MayOct
1977 1978 1979

F.9･14 Thegrow-hcurves,nlhe(l)lferents.てCSatthe-eleaslngLlme･

T一br,6 A BertaLanlfygrowlhrnodelsottheseedsafterreleased.

ShelllengtJl
(7.eleaslng) Growthmodel

Daysafterreleaslng
(loodaysunlt)0 154 491 869 1239

15-20 L-109ー0(1-eー0-8783tX-21009))

25-30 L- 82_1(1-e一〇lSSOIX126252))

35-40 L- 774(1-e~02348̀X+283091)

165 270 461 622 740

175 262 465 612 739

275 391 566 679 741

275 397 565 663 745

376 49.7 648 722 752

375 508 645 693 750

TheuppervaluesarecakulatedfromtheformulaThelo≠crvalLJeSareLhemearLSOfsheHlengthatttt
TeCaplurITlgtlmetneachdayafterreleaslng
LShelHenglh XDaysafterreleaslngexpressedlnthe)00daysumt

4.放 流 後 の 生 抜

(I) tI壬における市浦

各粥壷の再梯只の個体数とその庇護時故長の鼠成を Table10,Flg.11に,再妬率を Tablellに示し

た｡

放洗貝の故溌時における叡長のモードは20mmで,その割かま235%である (Table10)｡これに対し,

再措只の放淀時穀滋のモードは.いずれも20Tnmよりも大きかった｡

飼養毎の放凍時敏長別棚 率を比較するか こ.放流時叡長32mmの再捕串を 1とした各教典の朽捕串を再
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Table7 Changeofthegrowth(JLm)perda)'nthedlfferenls】zesaHhereleaslnglJTne,

ShelllengLh(releaslng)(mm)

Term l5- 20 20- 25 25 - 30 30 - 35 35 - 40

75days ～
Aug 9,1976

79days 1
0cL 27,1976

39 60

57 73

73 85

58 61 70

79 B3 86

99 104 101

111dFaeybS15.11977 11 3 -13 -11 -16

99days ～
May25,1977

51 46 59 65 57

60 54 51 47 41

127皇ae岩…29.,{977 111 104 107 84 78

14days 1
0ct 13.1977

64 79 86 50 50

216dMaayySl7,11978 5 18 13 -01 -01
38 23 24 25 11

86 31 40 62 3014畠days 1
0ct 12,1978

3705acrs.6.ll,79 34 30 22 14 .5

ThegTOWthsbetweenOcL12.1978andOct16.1979arecakulaLedfromlhevaluescorrectedofOcLl6.1979
(Seetable5)

TabI88 Relat10nbetweenthesllC1日engthandthewetghtlnlhereeapLured
seedsandltleLrfatness.

- ,tq N｡箪 鎧 b 誓 慧 Lm .ntn,a.
Conf)derK.e

･de鮎,咽 No :̀EL感 b {㌫ L Lqa 仰%競 ｡ r LqF df S】dO･喝r.encePslrtf宗 e

154 122 21ト578 1054 3170-2937 -3956 -4113→-3769 0985 13&)2

265 59 232-570 2812302ト2600 13528 13872--31840973 -3捌 177

361 印 278-625 27322912-2552 -3362 -3657--3C垢70979 13721178

491 351 365-755 27872鮎8-27(枯 -3460 -3帥2--33180974 -3824m

72Ⅰ 97 39ト758 29肪 312ト2691 -3644 -4022--32660957 -3796 215

B69 131 472-802 3174 3488-2㈲ -4152 -4793--351109)3 -3834 249

1339 9 710-835 2957 4432-1482 13751 -6533--0%7 09鵬 -3830 127

254l' 2781●
3312● 3741●
1820' 5354●
I393 1679

0912 0840

0131 0147

LoglV(g)-Loga+bLogL(mm)FMeanofthecoefflClentOffatnessLW/L]HoTeachresearch
･SlgnlllCantdLfrerenceat2('/,teyeI

描率指数として求めた (Tablell,Flg 16).神揃率指数は.放洗時殻長32mmまでは各調査とも殻長の増

大に伴ってra線的に増加したが,それ以上の殻長では変動が大きかった｡ しかし,放流後 1年以後では,放

流時取長32mm以上の再輸率指数は穀長が大きくなるに従って低下した｡

(2)死 奴 の 採 集

1977年9月 (放絶後16カ月)までに採典された放流只の死殻は.放流教の256%であった (Table12)0
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Tabl.9 ABertalanffygrowthmodelsforlJleWelglltOltheseedsafterreleaslng.

SheHlength
(releaslng) Growthmodel
(mm)

Daysafterreleaslng
(100daysunlt)

0 154 491 869 1239

15～20 W-1820(I-e~00783lX+21009))3

25-30 W- 778(lleー0)5501X+262521)3

35-40 W- 651(1-e-02318tX+28309)13

06 28 137 338 568

07 24 154 330 595

29 84 254 440 572

31 84 265 426 609

74 172 38.2 529 597

83 179 383 490 622

TheupFXrValuesarecatculatedfromtheformulaThelowervaluesareobtamedeachalloTTletrLCformulaby
sut指(tLutlngmeanOrShelllenglhaHherecaPLurmgtlmeforeachresearchLn10

TabFa10 NumberoftherecapturedseedslnthedlflerentsIZeSattheTeLeasLngttme

NodLrE沢血
Skl日印か reLeasd
(releaslng)
(mm)

1976 1977 1978

Aug9 0ct27 Feb15 May25 Sept29 May17 0C【12
(75)● (I54) (265) (364) (491) (721) (869)

% Rn ‰ Rn % Rn ‰ R.n ‰ Rn 0/a fhl QxQ Rn 0/0

1C 2】 01 0 0 0 0 0 0 0 (1 0 0 0 0 0 0

12 914 45 0 0 】 02 0 0 0 0 】 0】 1 10 0 0

16 2,仙 128 7 36 6 12 4 23 10 47 33 17 0 0 2 】5

20 4.弧3 235 28 142 51 107 25 113 38 )7i 2助 川1 6 60 16 】21

24 4.鴨】 194 36 柑2 76 160 26 118 17 詐0 521 263 19 190 47 356

28 3.389 162 42 213 108 226 51 289 48 226 499 252 33 330 38 288

32 2.290 110 40 204 10i 226 36 204 41 193 367 186 21 210 21 )59

36 1.385 66 23 117 83 】74 22 124 21 99 185 93 14 14D 8 61

40 823 39 13 66 36 75 5 29 6 28 77 38 5 50 0 0

41 知l 】4 5 25 6 12 6 34 2 09 10 06 1 10 0 0

48 69 03 2 10 ? 04 1 06 0 0 5 03 0 0 0 0

52 20 01 1 05 1 02 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Subtota) 20,890 1000 197 1000 478 1000 176 1000213 1000 1,978 1000 E00 】000 132 100O

NonotmeasuTed 0 - 636 1 4l - 26 1 1 19 - 0 - 0 -

Tota1 20.890 - 833 - 519 - 批 - 214 - I.997 - 1伽 ー 132 -

･Numt光rSParenthesLZedaredaysaELerreleaslrLg
RnNumberortherecapturedseeds

死殻には破瓜して放流特赦長が測定できないものもあったが,このうち個体数が計数できた勘合は,測定で

きた死殻の組成によ･'てその個体数を配分した｡個体数が計数できない場合には.総忠正を計測し.測定で

きたものの組成を各階版の死敏の平均流血 (Table12右棚)で並立組成にした後.それにより総見を配分

し個体数を求めた｡これらの測定不能fL:死殻の個体数は,1976年6月から11月までは採非した死殻の10-20
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%,1977年5月以降では5ノ二は 除き1-10%で.異例では11%であった｡

放流時懲長毎の死奴の紫朗採典故は,放洗時政長16mrn,20mm及び24mmで1.00個以上となったが,栄

横採集故の放沈数に対する割合は放流時殻長の小さい方が講̀石くなった｡

操典慨政を8時的に見ると.鹿渡挨3カ月の1976年8月までに全採敗数の89%が採頚さされた｡特に,放淀

時老兵18mm未済では,この時朋に98%以上が採躯されている｡しかし,放流時紫長が34mm以上のもので

は,放流後13カ月の1977年6月以降にも全採集故の26-34%が採典されたD

死穀のうち放流淡の成長が認められたものの割合は (Table12)-政経淡3カ月までは40%未満.4-6

カ月では71-75%,6カ月以降{･ほほとんどl00%であった｡死奴で軸定された採集毎の成長鼠 (F)g･17)は-

197咋 2月から6月までの間は生残只の成見取 (Table4)とほは同じと推定されるが,それ以外では生残

只の成長より小さい｡

(3) 分布tR圭から推定される生残り

政経後の分.布に益づいて.各襟度区分掛こ生残個体数を求め Tabte13に示したo

Tab)e13における補正値は,分布内釜の内査点の設定が一様でないため.前後の内意結果を勘案して次

のように求めた｡
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1976年8月9日の押立鹿柴では転石常の推定個体数が約80個体であるが,前後の調査に比較して少ない.

そこで,Flgl18のように,】976年6月と10月の調査結果から転石僻の個体数の変化を推定し,その読取り

値から80個体を除いて補正値とした｡
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Tabl･llRecapturerat10andlndexorrecaptureratlO.

1976 1977 】978
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Rr lr Rr h Rr lr Rr lr Rr lr Rr lr Rr lr

10 21 00000000000000
12 944 0 0 011002 0 0 000110010日 012 0 0
16 2.684

20 4,903

24 4,061

28 3,389

32 2,290

36 1.385

40 823

44 301

48 69

SI ll

026 015 022 005 015 010 037 021 123 008 0 0 007 004

057 033 104 022 051032 078 044 571036 0)2 013 033 017

O匂l 052 187 040 064 041 116 065 1283 080 047 051 116 060

124 071 319 068 158 096 142 079 1472 092 097 105 日2 058

175 100 472 100 157 】00 179 loo 1603 100 092 loo 192 100

166 095 599 127 159 lot 152 085 1336 083 101 110 058 030

158 090 437 093 061039 073 041 936 058 06106600
166 095 199 042 199 Ⅰ27 066 037 332 021 033 036 0 0

290 166 290 061 145 092 0 0 725 045 0 0 00
50 286 50 106 0 0 00000000

TotaZ 20,890 399 - 248 - 097 - 102 - 956 - 048 - 063

TotaLsofrecapturerat】OarecalculatedfTOTTlthetotalmdLVldualsrecapturedWhlChlndudethemdlV】duals
oftx･mgunabletomeasuretheshellLength
RrRecapluTeratlO
lrllldexofrecaptureratlOexpress】nVa一uesrelalLVetOtherecaptureTaLIOOf32mmlnShelHellgthaHhe
releaslngl】me

1976年10月27日の調査では,試験区外の平磯から72個体を円JIJiした rTabLc3)o調査面&'1及び採捕率の推

定から,この軌獲率を0.3として,試験区外の分布数の補正値とした.

1977年2月10Elの調査結巣では転石侍の分布範EfIが前回よりも小さく井出されたが,10月閑丑と同じと推

起し,得られた転石粥の照度を架じて補正値としたoまた,謝意線11の暗礁は各調査で高い襟度を示 した

那,2月調査では調al'かこ含まれなかったので,10月調鹿と同数を補正値に加えた｡さらに.訴欺区外の個

体叡は,10月鍋釜の拙走仰体教を放流後日数に比例させた0

1977年5月25Flの調査結果についても,転石輔及び.試験区外の分布について2月調査と同様の軒 Eを行っ

た｡

以上の補正から転石僻の推定個体数はFlg18のようfi:変化がilL=定されたo

これらの補正を加えた生残率は,放流後22円で50%,75日で27%,154EFでユ9%と低下した｡ しかし.そ

れ以降.265日及び36LIEIでは18%で,15LIElとほとんど同じであった｡

また,各分布粥丑における試験区内の平均'#皮を求め,次の3式のNlに代入して)gl糊tの生残率を求め

た (Table14)｡
④ S- "(I+I)/h.(J )

@ )nN(i)-LnNoIZ･1.)

S=e-2

㊤ S-x/a.xJ)

X-∑tNl.∩-∑Nt
一一〇
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これらから糾られた生残串は,Table12の値よりかな り低くなった｡

分布拘丑から求められた以上の生戎曲線を F'g.19に示 した.
(4) 全数採暮研杢とその補完粥壬の括果
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① 全数採非調査

全数採LJiの結果をTable15に示した｡

調査両肘 ま区分毎に調査月からの聞取りに

より求めた拙走値であり,調査時間は調査人

月毎の調査時間を果耕した延時間であるO

これらから1分当りの調査面桁を求めると.

平磯では調査線 nより汚奥部を除いて07-

11m2であった｡調査線 -より湾奥部では.

片側の広い部分に分布していないところがあ

るので26m2と大きい伯になった｡板石脚で

紘,平磯より大きく,密度の砧かった閑査線

lから打線で2 LIm2,鮮度の低かった粥衣紋

ⅧからⅨ線で6.9mとで,これらの中間部では

47m2であった｡

天然月を含めた総採fLi佃休数は3,770個体

であった｡
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平鰍こおける採輸率は.採納Fmこ銅盤線11

とⅨ線で行なった Imtの枠取り8J.!:tの平均rG度381個体が,採TLri後には1CK)個体と採捕前の262% に減じ

たので070とした｡ただし,調査奴11の暗伝LLlでは.他と比較して密度がそれ程高くないのに対し,1分当た

りの調査面倒が小さいので.採納率は090とした.転石符では1分当たりの調査両駅は大きいが,粥水禍壷

であることや密EL巨の揃い地点が平蔵と接する部分に限られていることから,その採捕率を090とした.

放流只の了Ij:lIli個体数は全体で1,997個体であったO区//)毎の両捕数.採捕率及び調査痢郡から密度を推定

した｡平鰍こおける密度は分布の項で述べた くFlg.9)｡転石符では004-088個体/rn2であったカ㍉ 全

体の平均では028個体/m2であったo

井川された襟度に各区画の面倒を乗じて生残個体数を求めて Table15の右棚に'示した｡ ここで.転石子持

の調査線mからⅣ線.V鮫から11線及びⅦ枚からlV線の間は,その両仇Jの平均値を.Ⅸ純からX線の恥ま,

Ⅷ線からⅨ線までの間と同数を推定値とした.また,転石侍の試験区外は,市捕個体数を採榔串で除した他

とした.

この縫巣,推定生残個体数の総数は4.482個体で.生残率は21.5%,全数調査の汎獲率は446%であったQ
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(分 捕完的丑の総見

全数採船内丑の2月rijl掛こその補完調査を行.'たが,その括架を Table16に示した｡

全数採胎内表で採放した個如 土.天然只,放淀只ともに全部対脚こ捗したが.補完弟壷における放流只の

試鼓区内の平均'd!&;lま082個体 m2で,全教採集詞丑の07個体 m2(Table15よりnL出)とほとんど変ら

なかった｡また.天然只の全採Lかこ対する比率039,密度053個体/m号も全数扶継嗣丑と変化はなか.'た｡

分布丙兼と同様にして,分布個体数を3割tT.し(Tat)】e17.18),Table15から推定される各区画の全数採

水調査における取残し個体政 (Table17,18の右FM)と比較した｡試験区内では.平蔵の調査役l-N線

で取残し個体数の推定値が,調査線11-X線で分巾個体数の推定lLliが,各々約300個体多かったO 他の区由
では両A-ほほほ等しかった｡試験区外では,取残し個体の推定値の刀が約130仰件多かった｡
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(5) 放流時鞍長別の生残LJ

各調査におけるFlffIFUlの放流特赦長の組成 (TablelO)とTab】e13,)5に示した推定生残個体数から,

放流特徴艮別のLli残個体数を求めてTab】e19に示したO

放脚キ･艇長18mm.軽減では放耗後75円から生妓率が10%をこえることはなかった｡放流時穀長20mmでは

放流後75Elで17%であったが,154日以降では13%以下であった｡′ヒ残率が30%を こえたのは,放流時殻長

26mm以上であ･,た｡また.放流時殻良を22mmで区切ってみると (Table19下欄).放流後154日以降で,

22mm未満の生残率は10%以下,22mm以上の生残串は23-31%であった｡

考 察

1 放流後の移動

放流された7ワビ井の人工横宙は.放流用の施設からI上述みやかに海底に移行するが IC～13),その後は放
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舵.!.(から余り移動せず7･.〇･1卜 20).徐々に分散する2'-2')という報告が多いL 本鞘丑でも同様に観察され.こ

の様な移動が7ワビ難人工種苗の放流後の移動の一般的な様式であろラ

政詫直後の行動について.門間12)は日常のJA別行動と只なる錯乱に上るBl染とし,小島叫もクp7ワビ人

工使節の試験で同様な行動を枚察し.環境にfi応するまでの働rH).音lI',二両う非Ld塙的移動を特徴とするとし

くの何体が見られ,J.7f乱に上ると推察される行動が触黙される しかし.多故の個体が沖に向うことはなく

むしろ無方向的な移動が短期間行われ,その険に近くの好適なEl境を遭択するように思われる｡

本調査における政経軌町の分布範跡 1,P.Mlr)を払るに従って放光点より陸側の平成中央部を掛 旨線に平行

に比がったが.各地のアt7ビ桝の放流では政敵F.A.tより陸側の伐部に移動するという報告が,放流点の水深が

深い (2m以探)助命にもIO,ll･]-･22),淡い場合にも1-1.71'')ある.秋Fl辞叫 土放縦水深によってその後の移助
が犬なるとしている｡本鞘炎では,また,郁肺の鵬度の稲い範朗と粘桃の苅/l_職utlが,よく一致する憤向が見

られたが,この1うな捗臥 分科 i単に水深だけでなく海藻の蔚/_[=_状層にLkl緯する叫11･2̀)と.lT._Fbれる.北海

inJEI本海中部以南の糾相に多く見られる上うな扮畔浅部に海藻の爪生が限られているようfJ-粂作のところで

紘,放流された機仰 ま.それらの技所に捗臥 分Aけ ることが予想される｡

-′アワt='個作即では,季節的に分布が変化することが知られている27).訳換区においても,天然只の分

布は季節的に変るが.いずれの季節でもFlg6に見られるように平歳と転石引手の境界で澱も密度が抗い｡

従 って.放沈挨約500El,lf紺i時顔点56-57mmになるまでの分布調査でみられた,水深05m前後の平鉄中

央執こ最も高い密度がある種苗の放溌後の分巾 ま.人工種苗の特性とJfえられる｡しかし,放絶後3年以上
では採取こ分布する個体が多くなるといわれ7日■).放流後の時間がより裁くなれは天然只の分布と同じにな
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ることも推察される｡放流.I.I.LJ凋辺には殻長の小さい個体が遅くまで多く分布していたが.放流点に小型j:1が

残留する現象は,エ′7ワt='lL)とタロ7ワビ等6)で報LL.t'されている.7ワどの移動能力は叡長の増大にとも

なって大きくなるが 26),Flg･10から推察されるように.放流後まず故良の大きな個体が放流点から遠くに

移動し.その後徐々に波長の小さい個体が分散していくのであろう｡一方,殻長が大きくても成J壬の潜い個

体は遅くまで放流点ILq辺に分布している傾向が見られ (FLl;.15),移動の仕方にも料 こ放流時の叡長の大小

だけでなく.各個体の磯節特性2')が影苧している可能性がある26)｡このような現象は.酒井や10)によっても

報告されている｡

2 放 流 後 の 成 長

放流された徹恥 t,放流後約3年半で放流時殻戊の約3倍 (IE長足は放沈時の約2倍)に成長したが,こ

の成戊 は.天然只の成長30)とほぼ同じであると考えられる (Tal'】e20)｡ また,穀滋と正丑の関係もほとん

ど天然月と同じであるo

Lかし,秋jEFほ喝丑の結果から推定された榛限敷戊,丑碇は天然即D)のそれに比べて小さく,棟宙の成長が

天然只に比べて早く鈍化する可能性を/1<した｡これは放流された種市には.特に選別されない限り成長の劣

る個体が含まれるためと思われる｡ただ.移動のrlRで述べたように成長の良い個体が早く分散するた桝こ成

長の惑い個体の7lflFFi率が高まり,放流鮪jYiの権限恕良が過少に評価されていることも考えられるO特に,放

流時叡故の大きい個体の放流後 l年以降の了Ij:lFF7率が抵い (後述)ことの形郷も考えられるOまた,放流時穀

長の大きい個体の成長曲線は.成長のよい時期の値の割合が少ないデ-タから求められるので,必然的に庵

限殻良が小さくなるものと思われる.

放流後の状長で1日当り100ILm 以上の成長を,示したのは,各放流時殻良とも放流されてからの時間にかか

わらず,5月に裁長が32-44mmであった時である (rabte5)｡また.政経時艇長175mmと225mmの個体

紘.新見324mln,385mmに各々過した放流後 1年日の5月から9月までに14-15mm成長したOさらに,

放流鵬奴長325rmnと3757mnの個体は.放流した年の5月からその年の10月までに131mm成長している｡こ

れらの拙巣は,放流特赦長の大小がその後の成長に影響を与えることは少ないことを示している｡同時に,

放耽後5(氾Elを境にして,放流時奴長の大小と成長丑の大小の関係が逆転したが,これは殻長30-L10mmで

点も良く成長し,その後成戊が鈍るという成長の様式によるものとPil解される.酒井等2才)の試験では.放洗

後3年で同様に放流時殻長の -̂小と成長丑の関係が逆転しているが,これは成長曲線の適いにJ:るのであろ

う｡

しかし,各地のェ/7ワビ人=鈍苗の放流後の成長見について,放流後 1年前後までは放流時敷長の大き

い方が成長韮が大きい10･lC)という搬柴と,放流後 1カ月から放流時殻LT<の小さい方が成長.Tiが大きい23)とい

う報そり及び特に欄連がみられない20)という報告がtある｡土m耳目)の報告でも,特に相関にはみられないよう

である｡クpアワt='においても同様に,放流時殻長の益がそのまま榊 柵‡殻長の差になる'7)という報告と.

放沈時殻長の大きい刀が成長苑が小さい25)という報幣がみられる｡このような放流時穀長と成長鬼の閃孫の

TAbI'20GrowthoftlleabOr唱】nalabalonesandltlerC)easedseeds
Shelllength(mnl)

Age 1 2 3 4

Abor】glna)abalones
lnOshoro(KawamuraetalSOP)

227 384 544 675

Draeresa:.fi…r Atreleas.ng 364 721 1･095●

Releasedseeds 225 385 566 660

TTleValueoH.095dais̀lltcrrcIcaslngLSreadFroTTltheFI尽14
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迷いには,漁場の環境要田に上るものもあるであろうが,

門間fl)が指摘している上うに放淀された横HIJの特性による

影芋も含まれるであろう｡

木炭鼓の結盟では成艮比が放流後150日以降.放流時叡

長の小さい方で大きく,雨ノト等■o)の報告と一致した｡

工./7ワt:'の成良は.水弧に大きく形著 され27,31).北海

321'においては林からよにかけて成長し,冬期l相は成滋が停

止する7)ことが知られている｡忍路湾の水弧 (F～ビ.20)と

iPl井 'l)の放火から水弘のILllからだけ成良を推察すると,求
温が10oC以上となる5月rl'佃から成長を始め.15oC以｣_に

なる6月中旬から10月rl11LJまで速みやかに成長し.10□C以

下となる11月rI｣句から4月までは成長が巌lQとJLT.われる
が,本調査における放維後の成良の-ター'/はこれらの推

察に1く一致しb Auヒ地力においても同様の成炎-クー

I/JP･2')が示されているが,本鞘査IC･みられた成戊の特ILま

.S<

5

FF920 W L'tertemperatureLnOshoroBay

Watertemperatureistheaverage
oftenyearsfrom 1970to1979and
lSmeasuredlnthesurfacea18-9

a.m.byOshoroMarlneBLOlogLCal
SLaLLOn.

3. 生 残 り

放流後の生残りの批延は,放流劫火や政がE技術を検討する場合の亜賓な課題の一つである｡これまでの各

地の試験では,PetcTSen弘こ16･U),両駅法IO,21･21),デラリーの式'2),死穀の採水救21)及び漁獲調査における11i

捕串M)による/l二妓率の雛定が行われている｡また.lf川沖:Z･17･20･2日 5･1')やJli捕只の放流特赦滋の削肝 ')･3.)

による生残りの検討もなされているO

本職告では,Trr176'L法.単位努ノ)晶当たりの採榔数としての平均密度の変化及び全数操典銅盤の紙34tから生

残串を推定したがこれらの方法を用いた際に以Fのような問題ノ加 ;々 えられる.

(カ 分IL17面跡こついて

移動の項で述べた1うに放流後の分JIiの併向は 一̂概ね杷出されたが,試験区外や転石肺の分科 ま推かこ

上ることが多い｡転石櫛の分布では,全数採躯で税寮されたように平成との境界で密度75'.高く.一方.柄

釜.･.TLはそれらの場所に少ないために密度が過少に井川されていると思われる｡

(彰 平均襟度の変化について

神位労力当たりの採捕Elで生残率を求める場合,また,その他の代りに平均密度を用いる切合には.吹

の点が前座にIL:ち-{'あろう｡

イ_計井に用いた放流後El数まで生残率は一定である｡

p 各細 梅の晋Xk-n叩 なる kがはは一延である｡
但し,nDは//11JII7m朋 D内の枠教,nEは京島区 E内の枠故

J､ 減少率Zにはま汎であるから漁獲死亡は含まれないが,訳映区に限っているので (1-消失窄)9)で

ある｡

しかし.死故の採火放l{･入られるように,特に放旋時殻良の小さい個体では放洗irJ期に生残率の低下が

著しいと推祭される｡また,分布の広がりと調査件数は kが一秒こなるようには設定されていない0

(参 全数採雌について

全数採炎のht射 こおいても,調査両横と採捕串は推定値である｡

推定された密度と1分当たりの採姫個体故の閃尉こほ正の相脚がみられた (FLg･21)｡7ワビを採脹す

るスピードは操典弟の技術に上って異なるのICあろうが.一般的には'密度に1って左右されると考えられ

るから3S),このことはPI査面折の推定がそれ程火きく間違ってほいないことを示すであろう｡
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全数採姫網走では挟iIさ個体数が多く,しかも放流後 1年半も経過しており,これらの洲塩において天然

月と再捕只の誤選別が危供される｡しかし,分布調査における天然只の密度は,放流後75Eli,除いて06

-08で.全数採躯銅盤のiili巣と益はなかった (Table21)｡また,採娘された天然月の徴兵組成も放流

前の殻長組成とほは等しく,これらのことから,天然只と再捕只の...訳逃別はあっても小さいものと思われ

る｡

補完調速における推rjji分布個体数も全数採集調査の推定結果を支拝した｡

これらのことから,本調査においてlま春に放流して放縦後 150日の秋までに80-85%が減耗したが,その

後490日まではほとんど減耗しなかったと思われるOこの値は,これまで行われた-′7ワti'の人工種苗放

流試射こおける放流後1年IlliJ後の生残率より低かったH.'lr22,")｡特に,放流時殻良の平均が本調査とほぼ同

じか小さい唖前で酒井等22)の生残率694% (年間減少率0365),武桁n)の1年 1カ月後の生残率503%.本

間符21)のl年後の再ホ指率589-510%に比べると著しく低い生残りである｡

放流時故殺別にみると,放流時殻長22mm以 E=では政雄後 1年半の生残率は23-31%と推定されるが.放

流時故長22mrn未満では10%以下であるO放流時殻長の -̂きいプラがIJ捕Ii率が詳古く従って生残りも試いと推定

する軸/t]k=は多い2･llrlC･17･21･'Z･'3･36)｡ しかし,本rilJ等23)の紙兆ではその様な偶係は見られない｡また,本鞘釜で

は放流後 1年以上で放流時殻長34mm以上の常捕串が低か

ったD土E刃等1.)や武市32)も同様の現象を轍岱し,これにつ

いて武市u)紘,酒井等22),本間等21)の報告を引JF]して.大

型只の退散と取残しを主要な原田としている.放脚 寺赦長

が大きく.成長の良い個体程早く分散することは本鞘壷で
も推察され,このことが放流時殻長の大きい僻体のiLJ揃率

を低下させた拐i困であるとすると,これら大型個体の光際

の生残率はもう少し商いであろう｡しかし.廠西の日令な

どの特性29)も茄要な問題であることは武神 2)の指摘すると

おりである｡

放流後の減耗の原田の一つとして梢･赦生物の食粥が考え

られるo立石等rl)や渋非 叫 i調査統Aiから減耗の主たる原

田を害敵によるものとしている｡7ワビ新の粥赦生物は数

力二好t及び魚類による食茜の報/i:が多い】0･‖･H･2̀ ･32･3卜一1)O

宅敵生物に関する実験では.特にカニ邦による食器が注目

される1-12一･m･M･10)｡本調査においても放旋時殻良の測定が
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不能の破損死故が全体の11%採集されたが,I,qii･部が破81している塾を含めるともつと多く.これらはカニ

厨に上る食頚を推察させる2'･'8)｡ヒトデBlは実換的には余り斬首-な捕食が見られないが放洗面後の弱った個

体に対する食鞘は考えられる｡魚掛こついての粥掛 ま行わなかったhi,小曲2.)は湖下帯最上部への放流は瓜

期の食書を援称するであろうと述べている｡

容許から徴AJをはがtすときの物理的陣酔 ○)や解を受けている個体の披it鞘の観察.2)がみられるが,本鞘表

においても中IEり廿威力ゴから政所己用カゴに棚笛を移す際や網走伝の軸旋などによる陣掛土無視できない｡本

鞘雀と同様の作柴と測延を行った他の湘虎では,作男後から放流までの 1漸川の港萩中に15%の郁JHIJが雅死

した例もiiられている｡汲沢胴の取扱いによって,特に叔良の小さな個体の生残りは大きな影轡を受ける'<'

あろう｡

死軌こ見られた収掛ま生残個体のそれより小さかった｡これは死殻が死後iriちに全数採兆されたものでな

いことに上るであろうが,-A.成長の遇い個体に減耗の多かったことも才えられる｡F'LJriり2.)は.成長の遅
い個体は捕食等に1る減耗の増大を伴うことを推察しているが.租苗の2Tの間掛 i今後の大きな雄雌であろ

う｡

頼 要

1 王./7ワビ人工採苗技術の増殖技術としての評価と課燭の検討のため,1976年5月26日に人工稚苗を

政流し,その淡の移動.成長及び生残りについて粥亜した｡

2. 用いた種苗は.1974-1975年に北海逝立叔培漁業稔合七ー/クーで採酋され,その後中間育成された,

平均殻長248mmの磯節20,890個体である｡

3. 試験区は忍怖河の汚奥部東岸の3,700m2で,水深 1rn以技の海幕の多い平政と水深1-4mの転石及び

その沖の砂の3底照に大別される0

4 放流点は釈放区中火部の距岸17m,水深 Imの平磯上である｡

5 政経後.健脚 三速みやかに放流用カブから海底に移り,政経捷3日で29%がカブに残っていた｡そ

の後は徐々に分散するが大きくは移動せず.放流後491日までの調査で鹿西の密皮が長も高かったのは,常

に放流点を含む謁査線の両側10mの閑であった｡また.その分布は海簾の潜生態四と一致する依向がみられ

た｡

6 放流時政長の大きい個体ほど速く分散し.また,故凍時史長の大小にかかわらず成長の若い個体は遅

くまで放流点の周辺に成った｡

7 放流律の成長は天然只とほほ'同じであった｡しかし.秋に行ったZI丑の結果だけから得られた成長曲

線の康限殻長は,政経時敷長175mmで109mm.275mmで82mm,37.5mmで77mmと天然Jlに比べて小さ

な値となった｡

8. 成長故は放流時敷長の大小にかかわらず.伊長30-40mmに逢した時に応も大きかった｡巣朋成長丘

は放流後5008以降では.放流暗殺長の′トさい個体の方が大きくなった｡成長比は放流時改良の小さい個体

のカが大きかった｡放流叫において見られた叙位の題は,3年半後における71iJiJi個体では殻長の逆は非常に

小さくなった0

9 放流後154E:lの生存率は15-20%で,それ以降L19LEは ではほとんど生残串は変らないと推起される.

これを放脚 串叙長別にみると,放流時奴長22mm未満でIilO%以下.22mm以上では23-31%と軌hされる｡

10 生残串の低下の原因の lつにカニ掛こ上る食鶴が考えられた｡

11 生残串に形材を与える要田として種苗の照の攻撃性が考案された｡
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北海道北部沿岸におけるキタムラサキウニの生殖周期

杉本 卓 ･田嶋健一郎 ･7こf田 恭 司+
(北海道立稚内水産就放物)

Reproductive cycle of the sea urchin.SEro7ZgyLocentrotu5

7王lLduS,On the northern coast of Hokkaido.

TakashtSUG)MOTO,Ken-1Ch)roTAJLMA andKyojlToMITA

(HokkludolyukktJ′JatFI∫herLeSE.rperl/7te/LLL71SLaLIO7L)

The,ep,oducLIVeCycleohheSeaurCh】n,SL'･o"gJ′loce′tlro["5''L'd"S,Cotlecte(1from RebunIs-

land-TeurlIs】al.dandWakkanalOntheno,thermcoastofHokka】dowasobservedhlStOlog■cally･

TheTeSultsobtalnedareasfollows

Thegonadmdex(gonadwelghlX100/bodyweight)reachedlo Augustand

10amlnlmum lnNovember.

2 TheseasonalcllangeSOfgonadsttlgelnfemaLeswereaSl01Lows.RecoverlngStage,January-

June,GrowlngStage,June-August.Pre一maturestage,September,MatureStage,September-early

October,Spentstage.October-November Andthose■nmaleswereaslollows.RecoverlngStage.

AprlトMay,GrowlngSlage,June,Pre-muLurestage,July-earlySeptember,Maturestage.Augusト

earlyOctober,Spentstage,October-March

3 ThespawnlngSeasonOEtheseaurehlnOnthenortherncoastofHokkaLdowasassumedto

befromSep【cmbertoOctober,regardlessofthelrgeographlCaldlSLrlbullOn.

4 Thegonadlndexoftheseaurch'ncoHecLedfrom wlnteTtOSPrlngatWakkanal,Wash卜

gherthanthoseoEboththepopulatlOnatRebur)LslandtlndTcurlIsland.Andmostfemalesat

WakkanalhadanumerousrellClova.

ウニ顕の生殖典成熟退屈の解明は増殖研究㌢ことって基礎的な誹題の一つであるはかりでなく,生殖巣が直

接漁業生産の対象となっているため,生殖周期を知ること自体が.地域の適切な漁1臥 あるいは禁漁期を設

定する上で操めて流要な怒萩をもっているO

これまでキタムラサキウニの生殖周期についての生殖狼の兜的および血的な研究として.北海道南部船群

におけるFUJrl),北海道余市沿岸における川村2),gi的な面から村山少.1<沿指における秋元 ･天神3),岩手県

における土田ら̀)の軸慾があるが-北海道北部沿お印こおける知見はみられない｡また北海道1-北部の礼文島産

と宗谷産-//:フノウニの成熟過程K相達があることが,田鳴ら5)によって報JilJ-されているOここでは礼文

良,天売払および稚内のキタムラサキウニの生水周期を明らかにし.三地先の生澱典の質的かつ品的な季節

変化に基只があるかどうかを比較検討したので,その桔巣を報告する｡

報告に先立ち,本報告のご佼Lu]を賜った北海道大学水産学部富士昭教授.ならびに材料の採射 こ多大の便

宜を与えられた船泊,天クIL!,稚内の各漁業協同組合,また採jJさに当って協力していただいた礼文地区水産技

術普及指導所工藤敬吾所長,後志南部地区水産技術普及指導所歳月辰彦氏,網走北部地区水産技術普及指導

報文番号 Al12(1981年11月16日受理)

* 現釧路水産試鼓場
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所児玉勉氏に感謝の恵を表する｡

材料および方法

材料のキタムラサキウニは礼文FtJ,天

元 島および稚内の三地先 (Flg 1)で

1977年5月から1978年11月までの間には

El'毎月1回採iLLした｡なお稚内では冬期

閃,流氷や時化のため,計画通り採躾で

きなかったので,1979年1月に採非した

ものを参考に供した｡材料は殻径 5cm

以｣二の個体を対奴として,水深 1- 5m

の所でSCUBA潜水または クモ採りに

よって,毎回8-25個体を採柴 した｡

幣料は殻径,全並量.生殖)R韮宜を淋起し,

Rebul一Ishnd
ヤ
○

ヽ■
TeurLIslalld

Flg･1. NortllernliokkaLdo,showlngOfsamplLr唱 Sト

a110nS(flHedclrC】es)

生殖典指数 (生殖典塩見 一全重畳×100)を求めた.

摘LLIした5-10個体の生殖典は,小片をプア/液,またはユ0%ホルマリン海水で固定し,通常の.くラフィ

ソ法により厚さ5-7I▲の切片を作成した後に.

1/-インの鉄-17トキyリL/とライトクリ-

ソの二2E染色を施して観察に供した｡なお生

孤典熟度の組織学的な判定基準は FUJr̀)に

畔地した｡

水温は丑殖漁場海況観測取りまとめ (北海

道水産資源技術開発協会),稚内地方先鮫iT,

船泊漁兼協同組合7ワビ薄紫･tソクーの於料

を用いた｡

結 果

生殖巣指数の季節的変化

礼文島,天元島および稚内の/Ji和典指数の

季節的変化をFlg 2に示した｡

三地先における指数伯は8月に澱祐に達し
たoその値は1977年と1978咋とで多少差があ

ラ,また稚内における政市-E値は両砧に比較し

て高い値を示したoその後各地先とも9,10

月に減少し,10月中旬から1日1の間に最低と

なった｡しかし1977年11月から翌年8月にか

けて,各地先における推移には幾分;釦 ､がみ

られた｡すなわち稚内では最低値が約17で,

両砧の最低値約10に比べてかなり高い値を示

すことが注EIされ この値が6月まで続き.

7月に急増した｡これに対して天,Jla島では礼

文砧における推移よりやや上回るが,いずれ

にしても両島とも2月まで指数値約10のレベ

テラフィール ドの-11トキシリンとェオシソおよび-イデ

~一･ ･一 二 ∴

1̂J J A S0～r)∫1:入1Aト1∫ ∫AちO〟L)
L977 1978

Flg･2 Slro′'gyloce7'LroL"5nLLd'LS Seasonalcha-

ngesofgonadIndices.VertlCalllneSShow

standar(ldevlatlOn.



北海氾北部沿脚こおけるキタムラサキウニの生殖周期 93

ルを保ち.3月から7月にかけて揺やかに州加することでは)I;通している｡

生詩集の成熟過程

各地先における生赦娘熟度の季節的変化をFlg 3に示したO

卵典は,各地先とも1月から5,6月にかけて卵原細胞と長径約30FLの卵母細胞が生殖小のう壁に散在す

る回復期 (Plalel-A)であった｡ 6,7月から8月までは)を径約40ILの卵母細胞がほほ帯状に並,ぶ成長期

(PlateI-a)の個体が多くfL:り.8月には長径40-100FLの卵母細胞がほぼ帯状に並び,生殖小のうの中火

に成熟卵 (PtaleI-G)が観察される成熟前期 (PliLleI-C)が出現したOそして9月になると成熟前期の個

体と.大型の卵母細胞や成熟卵が生殖小のうの大部分を占める成熟後期 (P】atel-D)の個体がみられた｡

その後10月上旬にはすべての個体が成熟後朋であI-'たolO月下句になると全個体が,生殖小のうに少数の残

存卵と卵郎細胞が軌解される放tLJ.ml(PlaleトE)となったoll月にはほとんどの卵掛 ま故山ガJの像を示し

ていたDこのように各地先とも生殖典の成熟過掛 iほぼ同じ悌向を示すカ1稚内では冬から掛 こかけて放lli
hは 回復Rllのほとんどの卵典に崩壊現象を起こしている多数の残存卵 (P】atel-Ii)と-マトキ/リ/に浪

沸される多くの小球,そして生殖小のう壁に卵原細胞または卵母鮒胸が観察された (PlateI-F)｡なお卵肝

細胞はJ約 三にわたって存在する｡

析典は,各地先とも1月から5,6月にかけて時間の経過とともに,生殖小のう盟に接する榊rR.桁母細

胞が連続的な薄い厨をなす回復期 (Plate2-A)が多くなった｡6月には柵原 桁母細胞あるいは約鮒胞が

厚い層をなす成長ガl(P)ale2-a),または精子形成が活発で輸子が求心的に流れ.生煎小の うの■い火に梯子

塊がみられる成熟前期 (Plate2-C)が出現した.7月から9月中旬にかけて礼文i.lJ,継内では成熟的)gJの

M J JAS0NDJFh1AM J JAS0～D
1977 1978

Fl93 5/70/Jgyloce/〟ro/L'=IZ'EIL'S Seasonalchangesofgonadstages

ofma一e(●)and Lemate(o) l Recover】ngstage,

l GrowlngSLage, q,PreィnalureSlage, nl.Malureslage.

V Spentstage.
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個体が多く,一方天jt.1かこおいては生殖小のうの大部分が稲子で占められ.朋子塊は7I,.為捌 犬を里する成熟後

期 (PLate2-D)のものが既に.Ll'.現していた｡各地先とも9月から10月にかけて成熟前期または放熱後n))の

僻体が観察され,10月下旬から11月になると,ほとんどの個体が,活発な郁子形成はみられず少数の耶--f塊

あるいは空胞が観察される放Eh期 (Plate2-E)であI-'た｡礼文臥 稚内において10月から5,6月まで放

出月)Jrこ舷当する個体がJIJ.現した｡ しかしこの時掛 こ放出期と判定した柄射 こ は.典型的な放出期と邦なって

わずかたち77形成がみられた.桃内では,冬から春にかけて多竜の残存稲子を所有する個体 (Plate2-ド)が

llJ.現したOさらにI.1.1年にわたって径 1-2FLの球形の-てトキンリ-/に浪染する頓粒をもつ塊が利賀 され

た (Plale2-G,I-I)｡この現象は礼文(,I),天IJ'L.1かこおいてもみられたが,特に維内で顕著であったo

考 察

各地先におけるキタムラサキウニのLEi離脱指数の季節的変化はほぼ同じであり,9.10月に減少するC生殖

巣熱度も,雌は9月に成熟後期がulJ.現し.10月上旬にはすべての雌が成熟後期で,10月下旬には既に放出期

であった｡これらより北海道北部在りJJにおけるキタムラサキウニの産卵卿 19-10月で,産卵盛期は9月下

旬から10月下旬であると推察され,北海逝柄臥 余市削掛 こおける産卵期L･7)と同じである｡ しかし福島県

や岩手県における産卵RJI7-10月3),8-10.)月に比較すると穎mlrとilである.田能ら5)の報告によると,宗

谷産エ/′くフ/ウニの産卵期は7-9月であり,キタムラサキウニはこの時nJ上りやや遅れるoLかし礼文

仏産エゾバフノウニの産卵期は9-10月であり,キタムラサキウニと同時期である.キタムラサキウニの産

卵期は,-′ノミ7ンウニと比較すると,地域的に -̂きな違いがないと思われる｡なお産卵は9.1(J月の水温

下降期 (20-12oC)に起っている(Flg4)a

MASUDA & DAN7)は,Aが/10CId〝rISrJ･lJ53157･L71lJとIle/JJIC川J/OIIISPLI/C/Ler/~JNIJバで生殖3R指数 が

成熟前期の卵巣で最高値を示すと報告している｡礼文LIJ.天,J'L;払および推FAlの各地先でも.生如巣指数が最

高値を示すとき,生殖巣熟度はほとんどの卵巣で成長期または成助Ii棚"であり,柄射 土成熟IrW期または成熟

後期である｡一方成熟度がほとんどの個体で成熟前期や成熟後期であるとき,蝿に生殖巣指数は減少し始め

ており,MASUDA&DAN7)と同様の現象がみられた.Jt錐典指数(.:'けから,ウニ炉の産卵)桝を判定すると

きには,このことを十分に考慮する必要があろう｡

各地Ĵ-において柄+塊または成熟卵を有する成熟前期の生殖典が.蛭では5月または6月に.雌では過れ

て8月に山現する｡また天先島において,樵では成熟後期の生餌典が8月から11月まで柘月山鋭 してい る

F:-9.4 Seasollalctlar)geSOftllCSeaWatertemperature.ltRebunIsland

(●),Teurllslan(I(▲)arldWakknnal(I).
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那.雌では10月のろJこ観察される｡このように雌では成熟卵が生殖小のう仲こほは蒐済するの(ま短期間であ

るが,雌では-ii朋に柄子塊が出現し,長期間柄射こ貯戒される｡同様なことをキタムラサキウニで FtjJl'),

川村7), Ĵe//l̀tq"'NqL'LeSjher/or̀LlLl{･LANE& LAWRENCEl)が報告している｡ IJ:お礼文鳥.稚内とも

放出肌 回f立働の構典内に受持能力の有事削ま別にして.鞘71塊が観察された｡稗に回復期にあたる瀬にも構

子塊の存在が認められることから.放出後も桃子は生産 されると考えられるOHoLLAND 良 GTESE｡)紘,

SIro"g.V/oceJ'/ru/"SP''r♪〟nJltLSで構子が放出後にも生席され,re))ClspermatO之Oaという語は放出恥 こ

生産される楢1-を必ずしも意味しないとしている｡

冬から春にかけて.稚内における生殖兆指数は礼文 RjLl両BIに比べてかfj:り正吉い他を,I(し,この時朋の

生殖巣を取り出すと.ほとんどの個体で,いわゆる ｢身が溶ける｣現象がみられ,耗L織牧では生殖小のうに

多数の残存満子やル慨現象を起こしていろ残存卵が税額される｡組織政に関する限りでは.川村 林.o)がェ

I/ノミ7/ウニで軌解した(,'6水温によなる典常な生地巣と粁似している｡また.-7トキ/リノに浪敦する径

1-2J.の耕粒の塊は,削典内で周年にわたって較寮されるが1.秒 こ惟内庭キタムラサキウニに多救軌窮され

た.これは LANE皮 LAlⅥ旺NCF_'),HoLLAがD & GJESE'),PERSTit▲)が指摘しているように.栄養娘細

胞に上る雄性/i殖細胞の吸作用と何らかの隣孫があると推察されるが,その起源および倹能は不(yJである｡

要 約

北海道北部沿岸の礼文F.1).天尤仏および椎l小こおけるキタムラlJ-キr)この生允周掛こついて,生細典の見

的かつ質的な成熟過程の観察を行い.次の結盟を得た.

1 生殖巣指数は各地先において8Jlに厄芯となり,9,10月に減少し,11月に最低値をとることで火迅

している｡

2 雌の生殖舶熟度の周年変化は回復ml)～6n.成長期6-8Jl.IR軌がrルJ9月.成熟後期9-10Jl上

～,故山Pl10-11月l{･あり,椎は回復期4-5j:J,成長期6月,成井抑)gJ7-9月上旬,成熟後期8-Io月

ヒ帆 放出励10-3月とfJ:る｡

3 北海11-｣ヒ部沿脚こおけるキタムラサキウニの産卵期は9-10月であると推察される｡

LI 稚内では冬から掛 こかけて,多数の成存卵や柄下味を有する個体が多く存在し,生殖巣指数も礼文,

.C71Li両かこ比較して高い値を示した｡
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ハナサキガ二の成長につし､て

阿部晃治 ･小池幹雄

1970-1977年に氾兼および両部千島海域で採姫し

た標本の成長について研究した｡突刺した各齢朋の

平均 甲長は9齢朋の225mから雌は23齢mJの1245

m,堆は25齢朋の1458JZq)までであった｡定差回.

相対成長などの屈折点は性成熟期にみられ.成体朋

の成長は雄が雌より良かつた｡成長率は甲長の増大

に比例して減少した｡輸期とrrl長の関係にはpジス

チック曲嬢が讃合した｡脱皮の時期や間FFは各桁

期,成体では他姓で異なった｡ 各年齢の平均甲長

は,溝1歳で31qq,決2歳で486または56.2JL,

浦3歳以降は毎年 1齢期づつ成長し,洋6歳,945

(雌)～964Jn(姓)で性成熟に遠すると推定された.

AIC6 北水誤報 24 卜lLl 1982

浜中沸および丘琶瀬湾のヨコエビ叫脚持

高九弓好 落合敏邦

北海道東部浜中帝と薙佐瀬帝に生息するココエビ

原8科13種の外部形億と分布について挽察しも こ

の括果 AmpelIsc.1brαJCO,'nIS,Pro/omedellZSP･,

PlzrLZPhoxuSSp･.Anony.Isp･などの沖合に生息

する牲群,HIP♪owledoIZSp などの松岸域に生息

する確群および EoJzLLIISIor7LLSeOLJS,̂4onocLLlodcs

l'wL'tDJ･hILL/Sja♪OIIIC〟Sなど広範囲な生息域を和

する種群に分けられた｡ これらが,IJ'j･♪oJJEedoJI

sp 群雄,EoJIL71JS/OrtlLSCOtJS群jL!,A'〟♪甘んSCa

brevtcor711S群災およびProJoI/LedelaSP群雄の

4つのヨコエビ畔地として,この海域に生息してい

ることが認められた｡

A108 北水訳搬 24 29-39 1982

野付兼における木､ソカイエどの成長と世相 一 特に

成長の二型について

水島放博 尾升jJi央

野付掛こおけるホヅカイェどの成長と性粕の鵬係

に2つのタイプがみられた｡一つは当歳で未成熟,

1歳で堆その後性転換して2歳で雌となる通H.タイ

プ群,他方は当歳で堆,その後性転換して 1故で雌

となる早熟タイプ群である｡その出現比は通常タイ

プ群が圧倒的に多く比率は約7-9倍であるが両者

の出現比は水掛こ上って異なる｡早熟タイプ群は荷

口や市北部に多くui現し,その要田としてエビの生

息密度と飼料生物丑が推察された｡

A107 北水式報 24 15-27 1982

忍路実におけるホソメコン了の群落形成

阿部英治 松山恵二 ･辻 宰相

小梅市忍持湾で平成を1973年9月から翌年8月ま

で.毎月1回岩面朝片して造成した1汀F羽表面を用

いて,1973-1976年までホソノコ'/プとその他海津

の群落形成について鞠壬を行った｡

その冶果.H査面は海護の出現様式に従って4つ

に区分された｡ホソJ コー/プ胞子体は11月上旬から

翌年の5月上旬まで発生するが.漁業対象となる個

体群のLtS現の中心時Aqは11-12月の2か月間である

ことが推察された｡

A109 北水駄報 24 41-50 1982



悲.海道東部,浜中沌およびE琶瀬湾における木､ソキ

ガイ漁場の長生軌執群集

拓九iB好 中J6 繋

北海ja火部の浜中河と耳壁細雨のホブキガイ漁場

において氏生動物群炎の季節変化と鑑賞条件につい

て税察した｡両帝ともに.沖合に向うにしたがい庶

質の粒度は鞍細化し,軸汰度が低下し,成井瓜と窒

崩丑はTL'占い伯を示した｡底生動物群射王8号巾帝で

A-DCf集.究琶瀬朽l{･E～G一群胎に区分された｡

この海域では沿岸性のA.BおよびE群娘F_がホ

ブキガイの分布域とたっており,とくに0型の sand

typeを有する海域で高密度であった｡

^110 北水訳報 24 51158 1982

北,S並北部治津におけるキタムラサキウニの生兼用

〟

杉本 串 凹地鮭一価 打田祐司

北海道北部の礼文応,天?lL.1応お1び推内における

キタムラサキウニ生殖巣の並的かつ質的な成熟過程

の軌寮を行った｡生殖巣桁数は各地先とも8月に赦

前となり,9,10月に狭少し.11月にEE低となったO

雌の生殖凝熟度のJ.L3年変化は各地先とも回縦PJI-

6月,成長期6-8月,成勇知iiI朋9月,成熟後期

9-10月上旬,放出期10-11月であった｡ したがっ

て,北海道北部沿岸におけるキタムラサキウニの産

卵期は9,10月であると推察し仏 経内l<･は冬から

春にかけて.生殖典伯叔は両島上り高い値を示し.

ほとんどの個体で成育椅子や多数の残存卵が観察さ

れ九o

Al12 北水試報 24 91-99 1982

忍路辛におけるエ1/7ワピ人=種苗放流拭鼓

官,t姓例 斉藤妨97,･元谷 怜
西川I.i良 .門間世博 ･川村一広

-/7ワt='人工唖苗の故淀後の移動,成長及び生

妓りをJqベるため,1976-1979年に,4.掩狩において

試族を行った○
用いた健花は,20.890個で平均を長248EEdであっ

た｡

政経扱,磯部の分和は,水羅 lm以淡の平磯を海

J'I主線に平行に拡がり.その分布範朗は海藻の生,fr髄

uRと一致する軌Er]がみられた｡殻長の大きい何体ほ

ど.早く政経点から速くに捗動した｡また,政経点

IBl辺に遅くまで成っていた個体には,成長の愁い個

体が多かった,

成長は天然只とほぼ同じであった｡放洗時の焚長

の大きさにかかわらず.於長30-4011に適した時に

長も良く成長したo成妓比は放流時殻長の小さい個

体のノ7-が大きかった.放流時において見られたた長

の題は.3年半淡における再描個体では放長の差は

非常に′トさくなった｡

放流後L191日後の放流織田全体の生残率は15-20

%であったO放流時放長別にみると.故紙特穀長が

22nvn以上では23-31%.22rurb未満では10%以下であ

った｡
Alll北水式報 24 59-89 1982
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(HokkaldoHako(hteFISherleSExperlmentatStation)

(]L慧 盟 恩 fH慧ke.監笥患 慧lFFだheri｡
ExperimenLaLSlatlOn)

北 海 道 立 釧 路 水 産 試 験 場
(HokkaldoKushlrOFISllerleSExI光rlmentaLSlat)on)

北 海 道 立 網 虐 水 産 試 験 機
(Hokka･doAbashm FISherleSExperlmentalStatLOn)

北海道立網走水産訳払助紋BrJ介助
(MonbetsuBranch,HokkaldoAbaShlrl

FIShcnesExperlmenLalStatl0n)

北 海 道 立 稚 内 水 産 試 験 %L
(HokkaldoWakkanalFtsher.esExperlmeT'talSlal10n)

北海道 立栽培漁 業 捻 合 センター
(HokkaLdolnstlluteoEMarlCulrure)

046
余市和;余 ポ町
(YoIChl,HokkaldoJapan)

042
函館IF俊の川 1-2
(Yunokawa,HakodaLe.

HokkaldoJapan)

051
重 鵬市舟見町 1-10
(Funamicho.Muroran,

Hokkaldo.Japan)

085
釧路市浜町 2-6
(Hamacho,KushlrO.H okkaIdo.Japan)

099-31
網走市的 棚 31
(Masuura.Abashlrl,Hokkaldo,JaPi,n)

094
紋別市港町 7
(MlnatomfLChl.Monbetsu,

Hokkaldo.J叩an)

097
稚内市電米 4-514
(Ho'aL,Wakkana■.Hokkaldo.Japan)

041-14
茅部維鹿部村
(Shlkabe,Hokhldo.JapaJl)

昭耗57年2月28日印刷

JIF軒57年3月10EE発行

賀 # 贋 北海道立中央水産試験勘
北 海 道 余 rhu雌 余 市 町
'tE .活 01352(3)7451

印 刷 占 石 川 正

印 刷 所 三 股 印 刷 株 式 会 社
札iul-西区手稲加3北2TR


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110
	page111
	page112



